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保証 書 別 添 
* こ の 「 取 扱 説明 書 」 と 添付 の 保証 書 を よく お 読み の うえ 、 正 し く お 使 いく だ さい 。 
その あと 大 切 に 保管 し 、 わ か ら な いと き は 再読 し こく だ さい 。 
@ 保証 書 は 必ず 「 販 売店 名 ・ 購 入 日 」 等 の 記入 を 確か め て 、 販 売店 か ら お 受け 取り くだ さい 。 
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は じ め に 


この た び は 、 パ ナ ソ ニッ ク M S X 2 十 (エム エス エッ クス ・ ツ ー プ ラス ) 
パソ コン 「『F S 一 A 1 WX』 を お 買い 求め いた だ きま し て 、 
まこ と に あり が と う ご ざ いま し た 。 


@ ご 使用 前 に この 取扱 説明 書 を よく お 読 み の う え 、 正 し く お 使 いく だ さい 。 

また 、「 ワ ー プ ロ 」、「 ア ドレ ス 」、「 ネ ー ム カー ド 」、「AV ラ ベル 」 に 関し て は 、 
別冊 の 「 ワ ー プ ロ 使 用 説明 書 ] を お 読み くだ さい 。 

読み に な っ た あと は 必ず 保管 し 、 わ か ら な い 時 に は 繰り 返し て お 読み くだ さい 。 


人 @ 保 証書 は 必ず 「 販 売店 名 、 購 入 日 」 等 の 記入 を 確か め て 、 
購入 店 より お 受け 取り くだ さい 。 


@ こ の 説明 書 の 内 容 は 、 改 良 の た め 予 告 な く 変 更 す る こと が あり ます 。 


本 機 は 、 第 2 種 情報 装置 (住宅 地域 また は その 隣 援 し た 地域 に お いて 使用 され る 
べき 情報 装置 ) で 住宅 地域 で の 電波 障害 防止 を 目的 と し た 情報 処理 装置 等 電波 障 
害 自主 規制 協議 会 (VCC | ) 基準 に 適合 し て いま す 。 し か し 、 本 機 を ラジ オ 、 
テレ ビ 受 信 機 に 近接 し て ご 使用 に な る と 、 受 信 障 害 の 原因 と な る こと が あり ます 
の で 、 ご 注意 くだ さい 。 本 取扱 説明 書 に し た が っ て 、 正 し い 取り 扱い を し て くだ 
さい 。 


4 は アス キー の 商標 で す 。 
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ん な こと が で きま す …………… 
こん な こと に 気 を つけ て ! NN 
本 体 に つい て の ご 注意 …ー ーー・ 
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梱包 品 の チェ ッ ク ・ 

各 部 の 名 称 と は た らき ・ 

乾電池 を セッ ト し ます ………・ 

デレ ビ と の 杜 還 で me さ ッ ルネ to my mwy て en 
デレ ビ の タイ プ は ereertrekens 
ビデ オ 接 続 ………‥…… 
RGB 接 続 ‥……・ 
代 お 人 病 traveeee twee 0 

その 他 の 機器 と の 接続 ドー…ー・ 
プリ SS0 痕 博 nom 
ジョ イ パ ッ ド 、 マ ウス の 接続 ・ 
フロ ピー ディ スク ドラ イブ の 内 … 


すでに お 持ち の イメ ー ・ ス キャ ナ (F S 一 FRS 5 0 0) を 使う と き ーー 


カー トリ ッ ジ の 接続 ・ 
し 込み か た ーー 
抜き 取り か た ・ ・… 
ワー プロ 機能 割 当 表示 シー ー ル の 怒り 人 9 け か た 」 
ゴム 足 の 貼り 付け か た ・ ・… ー 
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フロ ッ ピー ディ スク の 各部 の 名 称 0 (te ee 1g Wh ei we 
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ロッ ピー ティ < が Ob0D し が 誠 * ッ 
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購入 後 、 初め て 電源 スイ ッ チ を 入れ る 「^ 
電源 スイ ッ チ の 入れ か た ・ ーー 
電源 スイ ッ チ の 切り か た ・ 
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文字 の 入力 モー ド * い ぐ … 

文字 の 入力 の し か た …・…・ 
英 大 文字 モー ド ………… 
ひら が な モー : 李 0 
カタ カナ モー ド …ーーー……… 
ロー マ 字 か な 変換 モー ド ・ 
ak NR 9 
スペ ー スキ ー ・ ・ 
テン キー ・ 
ファ ンク ショ ン キ ー - 
特殊 キー ・ 


よく 似 た 形 の 文字 に 注意 し まし ょ う ……… 


記号 の 呼び か た を 覚え まし ょ う 
入力 し た 文字 の 修正 の し か た ・ 

(BS] キー で カー ー ソ ル の すず < 文字 を 消す 

(DEL] キー で カー ー ン ル 位 置 の 文字 を 消す ・ 

上 書き で 文字 を 修正 する ……………… 

[INS ) キー で 文字 を 挿入 する …… 

オー トリ ピー ト 機 能 ……………・ 


連射 速度 の 調整 の し か た ・ 
PAUSE (ボー 0 ピコ で * 
市 販 ソ フト を 使う … 


F S 一 A 1WX で 人 える ソフ ト は 9 ーー 


市 販 ソ フト の 種類 ・ 
市 販 ソ フト の 一 股 89 な スタ ー ト の し か た ・ 
市 販 ソ フト の 特別 な スタ ー ト の し か た ・ 
SIPPPRNP8ne8asuea 
シフ ト 立 ち 上 げ …………… 
OO 作 LL 章 物 < ei 
エス ケーブ 妥 ち 上 げ 96 
付属 ソフ ト を スタ ー 人 
こん な こと が 起こ っ たら 


電 当 スイ ッ プ を 人 人 れ て か らし ば らく た っ て も 何 も 表 示さ れ な い ーー 
M S X の タイ トル 画面 が 表示 され た 後 、 何 も 動か な い ……… バ ーーー 
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内 蔵 ツ フト の 使い が た だ … バ ーー ツン デー で 04 67fWfm State sw 
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四角 を 描く ee 113 
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色 を 塗る DO 118 
文字 を 表示 する ee 120 
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折 沈 揃 く ( 鉛 蘭 ) 邊 か eeye szafarypswaetRaeesesssasswsxexwsasswsrsessss 4126 
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修正 する ( 虫 め が ね ) DE 130 

色 を 指定 する <" ドド の rmeet さ etatone attattetkraSaaeaeesessxtssxsx 3 の 
操作 方 es 
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不足 形 を コピ ー す る ・………: 
文字 を 表示 する …・ 


入力 モー ド に つい て …………… 


英 小 文字 、 英 大 文字 、 数 字 、 攻 の 入 力 の し か た ーーー バー トー 
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半角 文字 の 入力 の し か た ・ 
区 点 コ ー ド に よる 入力 の し か た ーー…・ 


入力 する 文字 を まち が えた と き は ‥ で ドド ドド に に し 
文字 表示 を 終了 し た いと き は ーー 


各 キ ー の 機能 一 覧 ・ 


イメ ー ジ ・ ス キャ ナ F S 一 R S 5 0 0 で 絵 を 読み 込む ……… 


RE 定 に つい て ーー 


呼び 出す ・ 
息 す る … や < 


団 肝 時 貫 ド ドー ドー バー バド "スバ で で あり で 
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スタ ー ト の し か た と 終わ りか た ・‥ ド ーー ドド orr rr 174 
バター ト ⑳ し が Mie sisesyeees seseseSieeioeasoseepssisieseseeesesessswse 7 
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ー 度 や っ て み ま し ょ うー…・ sssw*e 0 
スタ ー ト し まし ょ うー…ー ド ーー ドー ドド ーーー ドー ドー ーー ドー 180 
メロ ディ 一 を 演奏 する バード ーー ドーーーーー 182 

MSXーMUS 1 CO の 命令 … ド ドー ドド ドド ドゥ ーー ドー ドー ニー 183 
説明 の 読み か た ドド ーー ドー ドド ドゥ ドド renrrerrererreoerere 183 
MUS1C (ミュー ジック) ドド … ド ドー ドー ドー ドド ドゥ ーー ドー ドーー 184 
BGM (ピー ジー エム ) … ド ドド … ド ーー ドー ドゥ ドゥ ドゥ ーーー ドー ドー ドー 185 
PITCH (ピッ チ ) ドド … ド ーー ドー ドド ーーーーーーー 185 
PLAY (プレ イ ) (命令 ) ‥……… に ーー ドー ドド ーー ドー ドー ドーーー 186 
PLAY (プレ イ ) (関数 ?) ‥…… で ドド ドゥ ドゥー ドゥー ツー ドー 187 
STOPM (スト ッ プ エム ) る さす そる 池 を 客人 
TEMPER 2 ヨー 時 生生 や ギヤ キャ セイ キャ ツヤ アテ イ ま マト キト 
TRANSPOSE Rm 人 EE 188 
VO1CE (ボイス ) CE を まま PO 189 
VO1ICE COPY RT コピ ビー つ CE だ まま まま まま まあ ある ある 189 

サン テル プロ ダラ ム 6 時 すす エド ャ すす で ドミ ミイ ツキ エイ ドス ミャオ 
リズ ム 音 用 MML ‥… ド ーー に ーーーーー 192 

音色 デー ター 覧 表 … バ で ドド ドド だ omronrrerererneoeoent 193 

音楽 用 語 の 解 認 ーー ドド ドド ーー 
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改 隊 か なす 1 と 選 っ た ら wereosseeseessssesscssseesscesssssesesssesssss の]4 
仕 様 ・ POOR EE EE E CECEEER EE 209 
本 簡 の 仕 機 eo 209 
付属 ソフ ト の 仕様 … ド ひひ ぬ …ー ド ーー ドー ドド ドー ーー mm m mm 210 
スロ ッ ト ・ マ ッ プ ーー ドド ドド に oon 2 人 1 
よく 使わ れる 用 語 の 解説 た た また またまた また また またまた ま た また すま すま たま たま すま すま すま すま すま 生還 4 / 
索 OR 214 
用 計れ の し か 。 tes 間組 217 
イコ ー サー ビス PCE で PCE ERRERORROROROEEEEE 218 
アフ ター サー ピス に つい て お わか り に な ら な いと き ーーーーー… 218 


こん な こと が で きま す 


5 件 穂 i 腰 

本 / 放 [SELECT) 級 / が か 
順 
Ns] 


30 誠 Cf2 て 8 
き (、12B24B82)77 


NR 本 (-2) ま 
[RETURMH 


信 ワ ー プ ロ ・ 標 準 ( 心 ワ ー プ ロ 使用 説明 書 ) 


ワー プロ 操作 に 慣れ て いる 人 に お すす めし ます 。 
いろ ん な 機能 を 搭載 し た 便利 な ワー プロ ソフ ト で す 。 


@ ワ ー プ ロ ・ 初 級 (② ワ ー プ ロ 使 用 説明 書 ) 


ワー プロ の 初心 者 向け モー ド 。 
画面 の 上 半分 に キー の 説明 な ど を 表示 し ます の で 、 宮 
キー の 機能 を 覚え て いな く て も 十分 使え ます 。 


ワー プロ ・ レ ッ ス ズン (⑤ ワ ー プ ロ 使 用 説明 書 ) 
「 ワ ー プ ロ を まっ た くさ わっ た こと が な い 」 と いう 人 
の た め に 用 意 され た 練習 用 プロ グラ ム 。 画面 を 見 な が 
ら 表 示 通 り に キー 操作 する と 、 文 章 の 入力 が 練習 で き 
ます 。 


人 アド レス (住所 録 )( ゆ ワー プロ 使用 説明 書 ) 


友人 の 住所 や 電話 番号 な ど を 入力 し て 、 覚 えて お きた 
い 人 の デー タ を 管理 し ます 。 


介 ネ ー ム カー ド (名刺 岩 )(② ワ ー プ ロ 使 用 説明 書 ) 


お 客 様 か らい た だ いた 名 和 刺 等 の 整理 に 使い ます 。 


信 ^A V ソ ラベ ル (② ウ ワー プロ 使用 説明 書 ) 


ビデ オデ ー プ 、 カカ セット デ ー ブ プ 、 フロ ッ ピー デイ 
の ラベ ル が 作れ ます 。 自 分 だ け の プラ イベ ー ト ラベ ル 
を 作っ て お 楽し みく だ さい 。 


人 @ デ ィ ス クツ ー ル 〇 79 ペ ー ジ ) 


画面 の 表示 に し た が っ て キー 操作 する だ け で 、 デ ィ ス 
ク の コピ ー や フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) な ど が で きま す 。 


人 @ グ ラフ フィック ツー ル (⑤103 ペ ー ジ ) 


パソ コン 画面 上 に 絵 を 描い た り 、 文 字 を 表示 する こと 
が で きる 「 お 絵 拉 き ソ フト 」 で す 。 


@ ギャ フリ ー 〇 173 ペ ー ジ ) 
写真 を 自然 に 近い 色 で 、 画 面 に 表示 し ます 。 


@ び BASIC⑤BAS1IC 入 門 ) 


プロ グラ ム 作 成 は モチ ロン 、 漢 字 BAS1C や FM 音 
源 用 拡張 BASIC「MSXーMUS | C」 も 使え る 
の で 、 幅 広く BAS 1C を お 楽し みい た だ け ま す 。 


こん な こと に 気 を つけ て 


本 体 に つい て の ご 注意 


「 使い か た を まち が える と 故障 の 原因 に な り ま す の で 、 以 下 の 注 意 を 守っ て 正しく 使い まし 
よう 。 
テレ ビ 、 プ リン タ な どの 周 (ポー ズ ) キー は 、 高温 、 低 温 、 多 湿 、 直 射 日 
辺 機器 と の 接続 や 、 カ ー ト 保存 、 呼 び 出し 中 に は 絶対 光 お よび ほこ り の 多い と こ 
リッ ジ の 抜き 差し は 、 必 ず に 押さ な いで ! ろ で 使わ な いで ! 


電源 スイ ッ チ が 切れ て いる (デー タ が こわ れる よ ! ) 使用 度 範囲 10-35C 


ラジ オ な どの 受信 機 を 近く 水 な ど を こぼさ な いで ! 本 体 の 中 に 異物 を 入れ な い 
で 使わ な いで ! 6 

受信 機 に 雑音 が 入る こと が 

あり ます 。 


分 解 し な いで ! 強い ショ ッ ク を 長 時 間 使 わな か いと き や 電 が 
内 部 に 手 を 触れ る と 危険 な 号 え な いで ! 鳴っ て いる と き は 、 電 源 ス 
うえ 、 故 障 の 原因 に な り ま イッ チ を 切り 、 電 源 コ ー ド 


ング を コン セン ト か ら 抜 いて ! 
ど / ら っ 1 い 


通気 口 を ふさ が な いで ! 重い も の を 上 に 
置か な いで ! 


異常 時 に は 、 販 売店 に 
お 問い 合わ せく だ さい 。 


一 : ー ーー こ - キ = 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に つい て の ご 注意 
フロ ッ ピー ディ スク は 、 プ ログ ラム や デー タ を 保存 し て お く た め に 使う も の で す 。 
取り 扱い か た を まち が うと 保存 し た プロ グラ ム や デー タ が 消え て し まっ たり 、 フ ロッ ピー 
ディ スク が 使え な く な っ た りす る こと が あり ます 。 


付属 の シス テム ディ スク は 絶対 に フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) し な いで ! 


フォ ー マ ッ ト す る と 、 付 属 ソ フト の プロ グラ ム が 消え て 、 付 属 ソ フト が 使え な く な っ て 
し まい ます 。 


ディ スク ドラ イデ の | N フロ ッ ピー ディ スク の 内 部 磁気 の ある と ころ (スピ ー 


USE (イン エー デス) ラン 「 選 触れ た り し な いで 1 カカ や モー タ の 近く ) で 使っ 
アガ が 所 知 じ で いる と き ば 、 た り 、 置 いた り し な いで ! 
フロ ッ ピー ディ スク を 出し 磁石 は 近づけ な いで ! 
凡 れ レ な CI 

少 多 


ほこ り の 多い と ころ や た ば この 煙 な どか ら 遠 ざけ て ご 使用 くだ さい 。 


この 本 の 読み か た 


この 本 は 大 きく 8 つの 章 に 分 か れ て いま す 。 
[第 1 章 準備 ] は 必ず お 読み くだ さい 。 
ワー プロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、A V ラ ベル に つい て は 、 別冊 の 「 ワー プロ 使用 
書 ]」 を 、B A S 1C に つい て は 、 別冊 の 「BAS1C 入 門 ] を お 読み くだ さい 。 


「 第 1 章 準 備 」 
各部 の 名 称 や 接続 の し か た な ど 、 電 源 ス イッ チ を 入れ る まで に 必要 な こと を 説明 し て 
いま す 。 必 ず お 読み くだ さい 。 

「 第 2 章 基 本 」 
スタ ー ト の し か た と 終わ りか た 、 キ ー ボ ー ド の 操作 の し か た や 市 販 ソ フト の 使い か た 
に つい て 説明 し て いま す 。 な お 、 パ ソコ ン な どの キー 操作 の 経験 の な い 方 は 、「 キ ー 
ボー ド の 操作 の し か た 」 で 、 キ ー の 基本 操作 を 覚え て くだ さい 。 


「 第 3 章 内 蔵 ソ フト 」 
時 計 表 示 機 能 や カレ ンダ ー 表 示 機 能 な ど 内 蔵 ソ フト の 使い か た に つい て 説明 し て いま 
す 。 実際 に 操作 し な が ら 読 み 進 め て くだ さい 。 な お 、 ワ ー プ ロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カ 
ー ド 、AV ラ ベル に つい て は 、 別冊 の 「 ワ ー プ ロ 使 用 説明 書 ]」 を お 読み くだ さい 。 


「 第 4 章 ディ スク ツー ル 」 
付属 の シス テム ディ スク 2 の ディ スク ツー ル の 内 容 お よび 操作 の し か た に つい て 説明 
し て いま す 。 必 要 な と き に 必要 な 機能 が 使い や すい よう に 機能 ご と に 説明 し て いま す 
の で 、 辞 書 を ひく よう に お 読み くだ さい 。 


「 第 5 章 グラ フィ ッ ク ツ ー ル 」 
付属 の シス テム ディ スク 2 の グラ フィ ッ ク ツ ー ル の 内 容 お よび 操作 の し か た に つい て 
説明 し て いま す 。 実際 に 操作 し な が ら 読 み 進 め て くだ さい 。 


「 第 6 章 ギャ ラリ ー」 . 
付属 の シス テム ディ スク 2 の ギャ ラリ ー の 内 容 お よび 操作 の し か た に つい て 説明 し て 
いま す 。 カ ンタ ン で すか ら 、 一 度 は 使っ て みて くだ さい 。 

「 第 7 章 FM 音源 用 拡張 BASIC MSX 一 MUSIC」 

内 蔵 さ れ て いる FM 音源 を B A S | C で 活用 する た め の 操 作 の し か た に つい て 説明 し 
て いま す 。 使 うと き に お 読み くだ さい 。 


「 付 録 ] 
こま っ た と き の 対 処 の し か た 、 仕 様 、 用語 解 説 、 索 引 等 を 記載 し て いま す 。 必要 な と 
き に 必要 な と ころ を お 読み くだ さい 。 


に 


明 


表記 上 の 約束 


この 本 の 表記 (書き 表し か た ) に は 、 次 の よう な 約束 が あり ます 。 


特に 注意 し て ほし いこ と の 説明 を し て いま す 。 
必ず 読ん で くだ さい 。 

各 頂 目 の 補 足 説明 や 、 操 作 内 容 が いく つか の 場合 に 
分 か れる と き の 説 明 を し て いま す 。 

知っ て お く と 役に立ち ます 。 


参照 ペー ジ を 示し ます 。 
@ キ ー の 表記 


・ カーソル キー は 次 の よう に 表記 し ます 。 ・ 必要 な 文字 だ け を 表示 する 場合 は 、 そ 
の 文字 を | | で 囲ん で 表示 し ます 。 


に 
1 
2 ke 
! 
に] 


人 @ 画 面 の 表記 
画面 の 色 や 、 表 示 は 実際 と は 異な る 場合 が あり ます 。 


聞き 慣れ な い 用 


説明 の 中 で 聞き 慣れ な い 用 語 (こと ば ) が で て くる こと が あり ます 。 付録 の 「 よ く 使 われ 
る 用 語 の 解説 | ( 〇 212 ペ ー ジ ) で 説明 し て いま す が 、 次 に あげ る も の は 基本 的 な 用 語 
で すか ら 、 あ ら か じ め 知 っ て お きま し ょ う 。 


ソ フ ト ソフ トウ ェ ア 。 コ ンピュータ に 何 か を させ る た め に 作ら れ た プロ グラ ム や 
デー タタ の こと 。 


プロ グラ ム コン ピュ ー タ に 何 か を させ る た め 、 一 連 の 病 令 を 組み 合わ せ た も の 。 
入 カカ コン ピュ ー タ に 命 令 や デー タ を 与え る こと 。 

実 行 入力 され た 病 令 る プロ グラ ム に し た が っ て 、 実 際 に 動作 を 行う こと 。 
メ モ リ コン ピュ ー タ の 内 部 で プロ グラ ム や デー タ を 記憶 する 部 分 。 


保 存 メモ リ 内 の プロ グラ ム や デー タ を フロ ッ ピー ディ スク に 書き 込ん で 残し て 
お く こ と 。 

呼び 出し ~ フロッピー ディスク に 保存 され た プロ グラ ム や デー タ を コン ピュ ー タ 内 に 
読み 込む こと 。 


プア イル プロ グラ ム や デー タ の 集合 を コン ピュ ー タ が 管理 し や すい よう に ひと ま と 
め に し た も の 。 フ ァイル 名 は その プロ グラ ム や デー タ の 保存 、 呼 び 出 し の 
と き に 便利 な よう に 付け て ある 名 前 の こと 。 


メニ ュー 操作 が いく つか に 分 か れる と き に 出る 画面 表示 。 そ の 中 の ひと つ を 選ぶ と 、 
次 の 段階 の メニ ュー が 表示 され ます 。 目的 の 機能 に 行き 着く まで これ を 繰 
り 返し ます 。 


アイ コン メニ ュー の 中 の 、 操 作 し た い 機 能 を 選ぶ た め の 絵 表示 。 


アイ コン を 選ぶ と き や 、 画 面 上 で 次 に 処理 を 行う 位置 を 示す マー ク の こと 。 


1 草 


各部 の 名 称 や は た らき 、 接 続 の し か た な ど 、 電 源 ス イッ チ を 入れ る まで に 
知っ て お か な けれ ば な ら な いこ と を 説明 し て いま す 。 必 ず 一 度 は お 読み く 
7 っ 人 


梱包 品 の チェ ッ ク 


パッ ケー ジ か ら 品 物 を 取り 出し て 、 次 の も の が 揃っ て いる か お 確か めく だ さい 。 
万 一 、 不足 が ある 場合 は 、 お 求め の 販売 店 に ご 連絡 くだ さい 。 


FS 一 A 1WX 本 体 (1 台 ) 映像 ・ 音 声 ケ テーブル (1 本) 


rm 


アン テ ナ 切 換 器 1) ワー プロ 機能 割当 表示 シー ル (1 枚 ) 


付属 ンス テム ディ スク (2 枚 ) ゴム 足 0 me 


は が き セ ッ タ ー (1 枚 ) 


単 3 乾電池 (2 コ ) 


保証 書 


サン プル 用 A V ラ ベル 用 紙 (2 枚 ) 


キキ 


取扱 説明 書 (本 書 ) (1 冊 ) 
ワー プロ 説明 書 (1 冊 ) 
BAS1C 和 門 (1 冊 ) 


ご 相談 窓口 一 覧 表 


@ 別 売り 用 品 や 消耗 品 に つい て は 、 巻 末 の 「 別 売り 用 品 一 覧 ] を ご 覧 くだ さい 。 


各部 の 名 称 と は た らき 


上 和 面 図 


連射 速度 調整 つま み 
連射 速度 を 調整 し ます 。 


SLOT( ス ロッ ト ) 1 
カー トリ ッ ジ の 差し 込 


連射 ラン プ み 口 で す 。 (使わ な い 

連射 状態 に する と 点灯 と き は フタ を し て お い 

し 、 設 定 さ れ た 連射 速 て くだ さい 。) 

度 に 応じ て 点滅 し ます 。 N 

| NILILHILH ILILLLI 

ファ ンク ション キ ー レー「 / 

あら か じ め 決 め ら れ た Re | | 

機能 を 実行 し ます 。 

2 ei ーー 


電池 ボッ クス (底面 ) 
内 蔵 の 時 計 を 動か し 続 
けた り 、 メ モリ の 一 部 
の 設定 を 記憶 させ て お 
く た め の 、 バ パック アッ 
プ 用 乾電池 を 入れ ます 。 


! 


ト rerr |Lrzg | F7/F2 | F8/F3 | 語 語 認 計 STOP 還 記 | 固 


特殊 キー 

入力 する 文字 の 選択 や 
修正 、 編 集 、 プ ログ ラ 
ム の 実行 、 制御 お ふ ど に 


使い ます 。( 忠 色 ) 
文字 キー 
文字 を 入力 し ます 。 au 。 
( 硬 色 ) 取消 キー スペ ー ズ スキ 一 
内 蔵 ソ フト で 操作 を 取 空白 (スペ ー ス ) を 入 
り 消す と き に 使い ます 。 力 し ます 。 


@ 実行 キー と 取消 キー は 内 蔵 ソ フト 以外 で は 無効 で す 。 


内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ 
本 機 の 内 蔵 ソ フト を 使 
う 場 合 は 「 入 」、BA 
S 1C や 市 販 の フロ ッ 
ピー ディ スク 版 ソ フト 
を 使う 場合 は 「 切 」。 


ULTTUUUTUUUWU UI I 


た ーーー た ーーー ョ と / 


実行 キー 
内 蔵 ソ フト で 操作 を 実 
行 す る と き に 使い ます 。 


PAUSE( ポ ー 
パソ コン の 動作 を 一 時 
的 に 止め ます 。 


RESET( リ セッ ト ) ボ タン 


現在 パソ コン が 記憶 し 
て プログ ラム や デ 
ー タ を 消し て 、 電 源 ス 
イッ チ を 入れ た 直後 の 
状態 に 戻し ます 。 (た 
だ し 、 日 付 、 時 刻 、 画 
面 表示 位置 の 設定 は 保 
存 さ れ ま す 。) 


テン キー 


数 字 や 記号 を 入力 し ま 
すず 。 (ジフ プ ト に よっ て 
は 使え な いも の が あり 


ます 。 ) (中 


に め 


カー ジル キー 
カー ソル を 移動 し ます 。 


( 園 色 ) 


ズ ) ボ タン 


前 面 お よび 右側 面 


ハ 

必 * 理  。 

玉 ーー を 名 ト 

つ ゃ さっ Sn の 
いぬ ロ OM 古 3 トマ や 
K や S 所 っ で 品 し 下 集 。 ご 
YY 人 N 紀 り 辱 1 や KRK 凍 p KS 
I ト を 條 こつ NN ち に にゃ SW! AA。 
1 ささ 」 さ ふう kk る FmK 忠 息 京 セ 
JJTNIDD8ho 品 ユ O ハ 心 振 証 お 

へ ふつ ちな ち ヾ YD 夏 員 K っ 

へ で て 口 口 護っ | 当 | 暫 
HINNR 員 p マ 民 斑 
4 n 


か な ラン プ 
キー を 押す と 点 
条 し ます 


| 

ハ 

IN 

く ヨ リロ 

| や 

Ws 

人 ハ 由 っ 。 に 和 

Y 上 し ゃ ッ 
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後面 お よび 左側 面 


映像 出力 端子 (黄色 ) 


カセ ッ ト 入 出 坊 端子 テレ ビ の 映像 (ビデ オ ) 
デー タレ コー ダ を 拉 入力 端子 に 接続 し ます 。 
する た め の 端 子 で す 。 
ー プリ ンタ 接続 端子 
テレ ビ の RG B21 ピ ン た め の 端 子 で す 
マル チ 端 子 に 接続 し ま ME 
す 。 
SLOT( ス ロッ ト ) 2 
カー トリ ッ ジ の 差し 込 
み 口 で す 。 
RE 
MMWW IT 
1 Uiiiiin 


音声 出力 端子 (白色 ) 

テレ ビ の 音声 (オー デ 

ィ オ ) 入力 端子 に 接続 RF 出力 端子 (茶色 ) / 協 源 スイ ッ チ 

し ます 。 8 押 | 8 
アン テ ナ 切 換 器 や RF 押し 込む と 「 入 」、 
ケー ブル を 通し て 、 テ うっ 一 庶 切 」 
レビ の アン テ ナ 端 子 に NIIN23 
接続 し ます 。 


RF チャ ン ネ ル 切 替 ス イツ チ 
R F 信号 の チャ ン ネ ル 
設定 用 の スイ ッ チ で す 。 
テレ ビ の 空き チャ ン ネ 
ル (1 ch また は 2 ch) 

に 合せ し ます 。 


昌 電 池 を セッ ト し ます 


本 機 に は 、 現 在 の 日 付 と 時 刻 を 記憶 し て いる 時 計 や ワー プロ ソフ ト の 学習 辞書 お など 、 い ろ 
いろ な 設定 値 を 記憶 する 機能 が あり ます 。 こ れ ら の 機能 を は た ら か せる た め に バッ クア ッ 
プ 用 乾電池 が 必要 で す 。 初 め て 使う と き は 、 付 属 の 乾電池 を 本 体 裏面 の 電池 ボッ クス に セ 
ッ ト し て くだ さい 。 ぞ の 後 は 約 1 年 ご と に 乾電池 を 交換 し て くだ さい 。 

ご 購入 後 、 初 め て 乾電池 を セッ ト し た と き は 、「 購 入 後 初め て 電源 スイ ッ チ を 入れ る 」 
(⑤②42 ペ ー ジ ) を 参照 し て くだ さい 。 


本 体 裏面 の 電池 ボッ クス の フタ 本 体 の 表示 に し た が っ て 、 乾 電 
を 開け ます 。 池 を セッ ト し ます 。 


フタ を 閉め ます 。 交換 し た 年 月 を ラベ ル に 書き 込 
み ま す 。 


交換 の 場合 は 電源 スイ ッ チ を 入れ た 
状態 で 行っ て くだ さい 。 


注意 @ 当 社 製 ネ オハ イト ッ プ 単 3 型 R 6 P (S UM 一 3 (NG) ) の ご 使用 を お すす めし ます 。 
ぞ れ 以外 の 乾電池 で は 、 寿 命 が 1 年 に 満た な い 場 合 が あり ます 。 
@ 交 換 す る と き は 、 2 本 同時 に 同じ タイ プ の 新しい 乾電池 を ご 使用 くだ さい 。 
@ 交 換 は 電源 スイ ッ チ を 入れ た まま 行っ て くだ さい 。 電源 スイ ッ チ を 切っ て 交換 を 行う と 、 時 刻 な 
どの 再 設定 が 必要 と な り ま す 。 
e 電源 スイ ッ チ を 切っ て 乾電池 の 交換 を 行っ た 場合 は 、 を 押し な が ら 電 源 ス イッ チ を 押し 、 
メイ ン メ ニュ ー 画 面 (内 蔵 ソフ ト 切 替 ス イッ チ を 「 切 」 に し て いる と き は B A S | C 画 面 ) が 表示 
され る まで キー を 押し 続け て くだ さい 。 


テレ ビ と の 接続 


正しく 接続 し な いと 、 画 面 が 表示 され な か っ た り 、 音 が 出 な か っ た り し ます 。 後 で 困ら な 
いよ う 、 よ く 説 明 を 読ん で 接続 し て くだ さい 。 ま た 、 テ レビ の 取扱 説明 書 も お 読み くだ さ 
0。 


テレ ビ の タイ プ は ? 


テレ ビ の タイ プ に よっ て 接続 の し か た が 違い ます 。 テ レビ の 裏面 を 調べ て くだ さい 。 


@9 


アン テ ナ 線 の 接続 端子 だ け RGB21 ピ ンマ ル チ 上 端子 が ビデ オ (映像 ) 入力 端子 が 


の テレ ビ の 場合 つい て いる テレ ビ の 場合 つい て いる テレ ビ の 場合 
(=「RF 接 続 」 [RGB 接 続 」 (= 「 ビ デオ 接続 」 
iP28 ペ ー ジ ) 27 ペ ー ジ ) 26 ペ ー ジ ) 


@ 接 続 する 前 に 、 必 ず 本 機 と 周辺 機器 の 電源 スイ ッ チ が 切れ て いる こと を 確か め て くだ さい . 
%「RGB 接 続 」 で 使用 され る と 、 よ り 美 し い 表示 画面 で お 楽し みい た だ け ま す 。 


ビデ オ 接 続 


付属 の 映像 ・ 音 声 ケ ー ブ ル で 接続 し ます 。 
本 機 を 使う と き は 、 テ レビ の 「 テ レビ ノビ デオ R GB 切 換 ] スイ ッ チ を 「 ビ デオ 」 に 合 
わせ ます 。 


オー ディ オ (音声 ) 入力 端子 ( 黄 ) 
ビデ オ (映像 ) 入力 端子 ( 白 ) 


FS 一 A1WX 


音声 出力 端子 ( 白 ) 
映像 ・ 音 声 ケ ー ブ ル (付属 品 ) 


RGB 接 続 


別売 り の RGB ケ ー ブ ル (当社 製 、FS-VC3011A) で 接続 し ます 。 
本 機 を 使う と き は 、 テ レビ の 「 テ レビ ノビ デオ RGB 切 換 ] スイ ッ チ を 「RGB」 に 台 
わせ ます 。 


RGB21 ピ ンマ ル チ 上 端子 
RGB 出 力 端子 
FS 一 A1WX 


人 


に 


RGB ケ ー ブ ル (別売 品 


還 ラ "RGB 入 力 端子 が 6 ピン の テレ ビ に は 援 続 で きま せん 。 ピ デオ 接続 か RF 接続 を し て くだ さい 。 
@R GB 出 力 端子 と カセ ッ ト 入 出力 端 を まち が わな いで くだ さい 。 (⑤ ゆ 23 ペ ー ジ ) 


RF 接続 


付属 の アン テ ナ 切 換 器 で 接続 し ます 。 
本 機 を 使う と き は 、 テ レビ の 「 テ レビ ノビ デオ RGB 切 換 ]」 スイ ッ チ を 「 テ レビ 」 に 、 
アン テ ナ 切 換 器 の 切換 スイ ッ チ を 「 パ ソコ ン 」 に 合わ せま す 。 


FS 一 A1WX 


アン テ ナ 貞 子 


^、 アン テ ナ 線 


] アン テ ナ 端 子 か ら の アン テ ナ 線 の は ず し か た 


アン テ ナ 線 が フィ ー ダ 線 の 場合 アン テ ナ 線 が 
ネジ 止め 型 端子 の 場合 F 型 端子 の 場合 同軸 ケー ブル の 場合 
VHF アン テ ナ 上 端子 750/3000 変 換 器 VHF アン テ ナ 端 子 


テレ ビ の アン テ ナ 薄 子 


2 アン テ ナ 線 と アン テ ナ 切 換 器 の 接続 
フィ ー ダ 線 の 場合 同軸 ケー ブル の 場合 


端子 (3000) 端子 (750) 


ネジ 止め 型 端 子 の 場合 F 型 端子 の 場合 


テレ ビ の 


アン テ ナ 端 子 テレ ビ の アン テ ナ 端 子 


750/3000 変 換 器 


アン テ ナ 切 換 器 の 


@ テ レビ の VHF アン テ ナ 端 子 が F 型 の 場合 は 、 別 売り の 75 Q /3000 変 換 コ ネ ク タ (F 型 ) が 必要 
で す 。 
メ 和 モ | アンテナ 線 の 信号 が U/V 混 合 の 場合 は 、 先 に 分 波 器 (別売 り 用 品 ) を 通し て か ら VHF の アン 
テ ナ 端 子 と アン テ ナ 切 換 器 を 接続 し て くだ さい 。 
e テレ ビ に 付属 の F 型 プ ラグ を な くさ れ た 場合 は 、 電 器 店 な ど で お 求め くだ さい 。 


ビ デオ テー プレ コー ダ を 使っ て いる 場合 


ビデ オ テ ー プ レコ ー ダ に アン テ ナ 線 を 接続 し て いる 場合 に は 、 次 の よう に し ます 。 


RF チャ ン ネ ル 切 替 ス イッ チ の 設定 


本 体 後面 R F 接続 で 本 機 を 使用 する と き は 、 テ レビ の VHF 
ーー チャ ン ネ ル を 1 か 2 の 空き チャ ン ネ ル に 合わ せま す 。 
間 また 、RF チ ャ ン ネ ル 切 替 ス イッ チ も 同じ チャ ン ネ 
チー ル に 合わ せ て お きま す 。 
ch ?h RF チャ ン ネ ル 切 替 ス イッ チ は 、 ボ ー ル ペン の 先 な 

ど を 使っ て 切り 替え て くだ さい 。 


@ 各 端子 へ の 取り 付け か た は 、 28 一 29 ペー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


@ こ の 他 の 接続 方 法 も あり ます 。 ビ デオ テー プレ コー ダ の 取扱 説明 書 も よく お 読み くだ さい 。 
@ 電 子 チ ュー ナ 式 の テレ ビ で 空き チャ ン ネ ル が 設定 され て いな い 場 合 は 、 テ レビ の 取扱 説明 書 を 参 
照 し て 、 い ずれ か の 選 局 ボタ ン を 空き チャ ン ネ ル (1 か 2 ) に 設定 し て くだ さい 。 


_ 3 較 


その 他 の 機 将 と の 接続 


本 機 を より 楽し く お 使い いた だ く た め の 機器 と の 接続 に つい て 説明 し ます 。 
周辺 機器 の 取扱 説明 書 も よく お 読み くだ さい 。 


プリ ンタ の 接続 


内 蔵 の ワー プロ ソフ ト で 作成 し た 文書 や 、 付 属 ソ フト 「 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル 」 で 作成 し た 
画像 を 印刷 し た り 、B AS1C を 使っ て プロ グラ ムリ スト な ど を 印字 する と き に は 、 プ リ 
ンタ が 必要 で す 。 


F S 一 PK 1 の 接続 例 


F SA1WX 


推奨 機種 当社 製 24 ド ッ ト 熱 転写 漢字 プリ ンタ  FS 一 PK1 (近日 発売 ) 


ジョ イ バ パッ ド 、 マ ウス の 接続 


ゲー ム や グラ フィ ッ ク ソ フト な ど で 楽 し む お と き に 、 キ ー ボ ー ド の 代わ り に 使え ます 。 特 に 
ジョ イ パ ッ ド は 、 ア クシ ョ ン ゲ ー ム な ど 素 早い 操作 を する と き に 便利 で す 。 ま た 本 機 に は 
連射 機能 ( 〇 57 ペ ー ジ ) が つい て いま す の で 、 連 射 機能 の な い 一 般 の ジョ イ パ ッ ド が 連射 
式 に 早変わり し ます 。 

マウ ス は 、 グ ラフ ィ ッ クソ フト な ど 画 面 上 で 自由 な 位置 を 指示 する 操作 に 便利 で す 。 


ジョ イ パ ッ ド 


隊 に 、 人 X 用 マウ ス 


推奨 機種 当社 製 ジョ イ パ ッ ド ド SーJS き 2 と 0、 ド は 一 びき る 2622 
当社 製 MS X 用 マウ ス FS お 一 JM 1 一 月 


@ ジ ョ イ パ ッ ド 、 マ ウス な ど を 1 個 だ け 使う 場合 、P OR T (ポー ト ) 1 また は 2 の どちら に 接続 


し て も か まい ませ ん が 、 ソ フト 側 で 指定 され て いる 場合 は 、 指 定 さ れ た P O R T に 接続 し て くだ 
さき 0。 
一 般 に は P OR T 1 が 多く 使わ れ ま す 。 


@ 連 射 式 ジョ イ パ ッ ド を お 使い の 場合 は 、 本 機 の 連射 機能 を 「OF F 」 の 状態 に し て お 使い くだ さい 。 


し 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ の 増設 


本 機 に も う 1 台 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 接続 する と 、 フ ァイル (プロ グラ ム や デー 
タ ) を コピ ー す る と き に た い へ ん 便利 で す 。 
内 蔵 シ フト 切替 スイ ッ チ を 「 切 」 に し て お 使い くだ さい 。 


( 例 ) F S 一 F D 1 A (増設 ドラ イブ ) き 


すでに お 持ち の イー ジフ キャ ナ (FS-RSS00) を 使う と き 


本 機 の 付属 ソフ ト 「 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル 」 で は 、 当 社 製 イメ ー ジ ・ ス キャ ナ (F S 一 RS 
5 0 0) に より 、 イ ラス ト な どの 画像 の 取り 込み が 可能 で す 。 
接続 の し か た に つい て は 、FS 一 RS5 0 0 の 取扱 説明 書 を 参照 し て くだ さい 。 


回 ミ 謀 。 $ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 増設 する と 、 メ モリ の 自由 に 使え る 領域 が 少し 小さ く な り ま す の 
で 、 ソ フト に よっ て は 動か な く な る こと が あり ます 。 
この よう な と き は 、 増 設 し た フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ を は ず し て ソフ ト を 動か し て くだ さい 。 
@ 本 機 の 付属 の シス テム ディ スク 内 の ソフ ト は 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 2 台 以 上 増設 し た 
状態 で は 動き ませ ん 。 (内 蔵 ド ライ ブ と 増設 ドラ イブ 1 台 の 場合 は 動き ます 。) 
@ 周辺 機器 と の 接続 は 、 必 ず 電源 スイ ッ チ を 切っ た 状態 で 行っ て くだ さい 。 
@BAS1C や MSXーDOS で の ドラ イブ 名 は 、 増 設 ド ライ ブ が 「A : 」、 内 蔵 ド ライ ブ が 「C 
:・ 」 に な り ま す 。 た だ し コン トロ ー ル 立ち 上 げ (②61 ペ ー ジ ) を し た と き は 、 増 設 ド ライ ブ が 
「A : 」、 内 蔵 ド ライ ブ が 「B : 」 に な り ま す 。 付 属 の シス テム ディ スク 内 の ソフ ト を 使う 場 


合 は 、 コ ント ロー ル 立 ち 上 げ を 行わ な いで くだ さい 。 ー 議 


カー トリ ッ ン の 接続 


ゲー ム な どの ソフ ト や ー 部 の 周辺 機器 の 中 に ( 例 ) 
は 、「 カ ー ト リッ ジ 」 と 呼ば れる 右 の よう な 
形 を し た も の が あり ます 。 


1 個 ど だけ で 使う 場合 、 通常 は 2 つの SLOT 
(スロ ッ ト ) の どちら に 差し 込ん で も か まい 
ませ ん 。 2 価 同時 に 使う 場合 は 、S LOT が 
指定 され て いる 場合 が あり ます 。 ソ フト の 説 
明 書 に し た が っ て くだ さい 、。 


差し 込み か た 


電源 ラン プ が 消え て いる こと を 確認 
し ます 。 


前 (SLOT 1 の 場合 ) 、 ま た は 上 
(SLOT 2 の 場合 ) に し て 、 ま っ す 
ぐに 差し 込み ます 。 


抜き 取り か た 


電源 ラン プ が 消え て いる こと を 確認 
し て 、 ま っ すぐ に 抜き 取り ます 。 


カー トリ ッ ジ の ラベ ル 面 (タイ トル 
や 商品 名 が 表示 され て いる 面 ) を 手 


@ カ ー ト リッ ジ の 抜き 差し は 、 必 ず 電 源 ス イッ チ を 切っ た 状態 で 行っ て くだ さい 。 電源 スイ ッ チ が 
入っ て いる 状態 で 抜き 差し する と 、 カ ー ト リッ ジ の 内 容 や 本 機 が こわ れる こと が あり ます 。 


リー 株 纏 家 示 ツ ー ル の 肌 り 作 7 廊 た 


ワー プロ 使用 時 に は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー や [STOP ] [ CLS/HOME 」[ SELECT JLINS 
の 各 キ ー に いく つか の 機能 が 割り 当て られ ます 。 ワ ー プ ロ を 使用 する 前 に 、 付属 の シー ル 
を 貼る と 便利 で す 。 


第 
ー 


時 


み リリ | 。 みく < ーー テー mmm 月 
F6/f F7. F8/F Fg/F4 F10/F5 STOF CLS/HOMI 


ゴム 足 の 貼り 付け か た 


ビデ オ ・ テ ロッ パ (当社 製 、F S 一 UV 1 ) や MS X オ ー デ ィ オ ユニ ッ ト (当社 製 、F S 
ーCA 1 ) を お 使い に な る 場合 は 、 接 続 する 前 に 本 機 に 付属 の ゴム 足 を 図 の よう に 貼り 付 
け て くだ さい 。 


FS 一 UV1 
(FS 一 CA1) 


F SA1WX 


還 。 " づ ム 足 を 貼り 付け な いで 接続 する と 、F S 一 UV 1 や F S 一 CA 1 が ぐら つき 、 部 障 の 原因 と な 
り ます 。 必ず 本 機 に 付属 の ゴム 足 を 貼り 付け て お 使い くだ さい 。 
@ 必ず 本 機 に 付属 の も の を お 使い くだ さい 。 
FS 一 UV 1 や F S 一 CA 1 に 付属 の ゴム 足 と は 高 さ が 異な り 、 本 機 で は 使え ませ ん 。 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に つい て 


フロ ッ ピー ディ スク は 、 ワ ー プ ロ で 作成 し た 文書 や B A S | C 画 面 で 入力 し た プロ グラ ム 、 
付属 ソフ ト の グラ フィ ッ ク ツ ー ル で 作っ た 絵 な ど を 保存 し 、 必 要 な と き に 呼び 出す こと が 
で きる よう に する た め の も の で す 。 (保存 し な い 場 合 は 、 入 力 し た プロ グラ ム や 文書 な ど 
は 、 電 源 ス イッ チ を 切る と 消え て し まい ます 。) 


使え る フロ ッ ピ ビー ディ スク は 


F S 一 A 1 WX で 使え る フロ ッ ピー ディ スク は 、3.5 イ ンチ フロ ッ ピー ディ スク の 両面 また 
は 片面 倍 密度 倍 ト ラッ クタ イプ で 、 箱 に 「2DD」 ま た は 「1DD」 と 表示 され て いる も の で す 。 
その 他 の 表示 (2HD な ど ) の も の は お 使い に な ら な いで くだ さい 。 

当社 製 3.5 イ ンチ フロ ッ ピー ディ スク AF-MF2DD11 (両面 倍 密 度 倍 ト ラッ クタ イプ ) を お す 


すめ し ます 。 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の 各部 の 名 称 
っ 放 ツ ジャ リタ ラブ (5 0) 本 の し ブ 
オー トシ ャ ッ タ ・……‥‥…… フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 内 部 の プロ グラ ム や デー タ を 記録 する 部 分 
(磁気 シー ト ) を 保護 する フタ の 役目 を し ます 。 絶 対 に まで あけ 
た り し な いで くだ さい 。 


ライ ト プ ロ テク ト タ ブ ‥‥ フロ ッ ピー ディ スク に 保存 され て いる 大 切な プロ グラ ム や デー タ 
を 誤っ て 書き 換え た り 、 消 し た り し な いよ うに 、 書 き 込 みや 消去 
を 禁止 する こと が で きま す 。 こ れ を 「 ラ イト プロ テク ト (書き 込 
み 禁 止 ) する 」 と 呼び ます 。 


ご 注意 @ 付属 の シス テム ディ スク は 保存 用 で は あり ませ ん 。 保存 用 に は 新しい フロ ッ ピー ディ スク を 購入 
し て くだ さい 。 
@ 付 属 の シス テム ディ スク は 、 保 存 さ れ て いる 付属 ソフ ト な ど を 誤っ た 操作 で 書き 換え た り 消 し た 
り で き な い 状態 (ライ ト プ ロ テク ト 状 態 ) に な っ て いま す 。 プ ログ ラム の 保存 の た め に は 、 新 し 
い フ ロッ ピー ディ スク を 用 意 し て くだ さい 。 


ライ ト プ ロ テク ト の 状態 に な っ て いる と き は 、 下 図 の よう に 、 フ ロッ ピー ディ スク に 穴 が 
見 える 状態 に な か っ て いま す 。 ラ イト プロ テク ト タ プ を スラ イド させ て 穴 が 見 えな い 状 態 に 
する と 、 ラ イト プロ テク ト が 解除 され ます 。 


ライ トド トロ テク タ ト タ ジ 


SS 
書き 込み 可能 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク の フォ ー マ ッ ト に つい て 


プロ グラ ム や デー タ の 入っ て いな い 市 販 さ れ て いる フロ ッ ピー ディ スク は 、 初 め て 使用 す 
る 前 に 「 フ ォ ー マ ッ ト (初期 化 ) 」 と 呼ば れる 準備 が 必要 で す 。 フ ォ ーー マッ ト す る に は 、 
BAS1C や MSXーDOS の フォ ー マ ッ ト 命 令 を 使う 方 法 と 、 付 属 ソ フト 「 デ ィ ス クツ 
ー ル 」 の フォ ー マ ッ ト 機 能 (⑦99 ペ ー ジ ) を 使う 方 法 が あり ます が 、 デ ィ ス クツ ー ル を 使 
えば 必要 な 操作 が すべ て 画面 に 表示 され ます の で 便利 で す 。 


IN USE( イ ン ユ ー ス ) ラ ンプ に つい て 


IN USE ラン プ ( 〇 ひ 22 ペ ー ジ ) は 、 フ ロッ ピー ディ スク に プロ グラ ム や デー タ を 保存 し た 
り 、 呼 び 出し た り し て いる と き に 点灯 し ます 。 

IN USE ラン プ が 点灯 し て いる と き に RESET (リセ ッ ト ) ボタ ン や PAUSE (ポー ズ ) ボ 
タン を 押し た り 、 電 源 ス イッ チ を 切っ た り 、 フ ロッ ピー ディ スク を 取り 出し た りす る と 、 
フロ ッ ピー ディ スク や その 内 容 を こわ し て し まう こと が あり ます 。 

注意 し て くだ さい 。 


ー* 注 意 @ フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) する と 、 フ ロッ ピー ディ スク の 内 容 が すべ て 消去 され ます の で 、 ご 注意 
演 くだ さい 。 
@$ フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) は 、 フ ロッ ピー ディ スク に デー タ を 保存 で きる よう に する た め の 準 備 作 
業 で 、 は じ め の 1 回 だ け 必 要 な 操作 で す 。 


ノ フロッピ ー デ イス ク の 出し 入れ の し か た 
に ANN 


フロ ッ ピー ディス ク は 、 表 面 を 上 に し て 、 オ ー ト シャ ッ タ の 方 か ら 「 カ チッ 」 と 音 が する 
まで 差し 込み ます 。 | 


オー トシ ャ ッ タ の 方 か ら 入 れる 。 


きき 
め 
ン 表面 を 上 に する 。 


取り 出し か た 
IN USE ラ ンプ が 消え て いる こと を 確か め 


る 。 
ジ ) ディ スク 取り 出し ボタ ン を 押す 。 


ご 注意 @|N USE ラ ンプ が 点灯 し て いる と き に 、 デ ィ ス ク 取 り 出 し ボタ ン を 押さ な いで くだ さい 。 フ 
ロッ ピー ディ スク の 内 容 が こわ れ た り 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ が 故障 する こと が あり ます 。 

@|N USE ラ ンプ が 点灯 し て いる と き に 、PAUSE ボ タン や RESET ボ タン を 押さ な いで 
くだ さい 。 フ ロッ ピー ディ スク の 内 容 が こわ れる こと が あり ます 。 


スタ ー ト の し か た と 終わ りか た 、 キ ー ボ ー ド の 操作 の し か た 、 市 販 ソ フト 
の 使い か た 、 連 射 速度 調整 つま み と ポ ー ズ ボタ ン に つい て 説明 し て いま す 。 


購 人 後 初 の (電源 人 イツ ナ を 人 れる 


さあ 、 ス ター ト し まし ょ う 。 で も 、 そ の 前 に も う 一 度 、 次 の こと を 確認 し まし ょ う 。 
層 電 源 コ ー ド は コン セン ト に 差し 込ま れ て いま すか ? 
や 本 機 は テレ ビ に 正しく 接続 され て いま すか ? (⑦25 ペ ー ジ ) 
避 乾 電池 を 電池 ボッ クス に セッ ト し まし た か ?⑦ ( 〇 24 ペ ー ジ ) 


電源 スイ ッ チ の 入れ か た 


ここ で は 、 内 蔵 ソ フト を スタ ー ト する と き の 最 も 一 般 的 な 電源 スイ ッ チ の 入れ か た を 説明 
し ます 。 


接続 し て いる テレ ビ な どの 周辺 機器 の 電 
源 ス イッ チ を 入れ ます 。 


内 蔵 ソフ ト 切 替 スイ ッ チ が 「 入 」 に な っ 
て いる こと を 確か め 、 を 押し な 
が ら 電 源 ス イッ チ を 入れ ます 。 次 ページ 
の メイ ン メ ニュ ー 画 面 が 表示 され る まで 、 
キー を 押し 続け ます 。 


※ 次 回 か ら は 電源 スイ ッ チ を 入れ る だ け 
CO 


左 の よう な 画面 が 表示 され ます 。 
これ は 本 機 が スタ ー ト し た こと を 表す 画 


面 で 、「MS X の タイ トル 画面 」 と 呼び 
ます 。 


まだ を は な さ な い で くだ さい 、。 


(MS X の タイ トル 画面 ) 


@ ゲー ム な どの 市 販 の ソフ ト を 使う 場合 は 、「 市 販 ソ フト の 一 般 的 な スタ ー ト の し か た 」 
(②60 ペ ー ジ ) を お 読み くだ さい 。 


し ば らく する と 、 本 機 の 内 蔵 ソ フト が ス 
ター ト し 、「 メ イン メニ ュー 画面 」 が 表 
示さ れ ま す 。 


これ で 内 蔵 ソ フト が スタ ー ト で きま し た 。 
(内 蔵 ソ フト ウ 65 ペ ー ジ ) 


(XX オッ メニ ュー 
電源 スイ チ の 切り か た 


フロ ッ ピー ディ スク を 使っ て いる 場合 は 、 
IN USE (イン ユー ス ) ラン プ が 消 
えて いる こと を 確か め 、 フ ロッ ピー ディ 
スク を 取り 出し ます 。 


電源 スイ ッ チ を 切り ます 。 


周辺 機器 の 電源 スイ ッ チ を 切り ます 。 


雪 。“* デ ー タ の 保存 機能 や 書き 換え 機能 の ある ソフ ト を 使っ て いる 場合 は 、 ソ フト の 使用 説明 書 の 指示 
に し た が っ て 電源 スイ ッ チ を 切っ て くだ さい 。 他 の 方 法 で 電源 スイ ッ チ を 切る と 、 ソ フト が こわ 


れる 場合 が あり ます 。 
@ う まく スタ ー ト で き な か っ た と き は 、「 こ ん な こと が 起こ っ たら ! 」 (⑤ 〇 64 ペー ジ ) を 参照 し て 
くだ さい 、。 


@ 内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ が 「 切 」 に な っ て いる 場合 は 、 メ イン メニ ュー 画面 は 表示 され ず 、 BA 
S1C が スタ ー ト し ます 。 


キー ボー ド の 操作 の し か た 


内 蔵 ソ フト や 付属 の シス テム ディ スク ソフ 
ト 、 市 販 の ソフ ト 、BAS 1C を 使う と き 
な ど 、 キ ー ボ ー ド を 操作 し な けれ ば な ら な 
いと き が あり ます 。 こ こ で は 、 キ ー ボ ー ド 
の 操作 の し か た に つい て 説明 し ます 。 


まず 、 キ ー ボ ー ド に 慣れ る こと が 大 切 で す 。 ひ と つの キー で 何 種類 も の 文字 や 記号 を 入力 
で きる の で 、 最 初 は むずかしい よう で す が 、 何 度 も 練習 し て いる うち に すぐ に 慣れ ます 。 


と に か ぐ く 実 際 に さわ りな が ら 、 キ ー ボ ー ド の 操作 の し か た を 覚え まし ょ う 。 
で は 、B AS | C の 画面 を 使っ て 、 練 習 し ます 。 メ イン メニ ュー 画面 で [9 ) を 押し て 、 
BAS 1C を 選ん で か ら 始 め て くだ さい 。 


(BAS1C の 初期 画面 ) 


@ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ に 付属 の シス テム ディ スク が 入っ て いる 場合 は 、 先 に 取り 出し て か 
ら [ 9 ) を 押し て くだ さい 。 
@ 連射 速度 調整 つま み は 、 左 端 の 「OFF」 の 位置 に 移動 し て お いて くだ さい 。 
@ ワー プロ の 文字 の 入力 は 、 別冊 の 「 ワ ー プ ロ 使 用 説明 書 」 を 参照 し て くだ さい 。 


色 の キー が 文字 キー で す 。 


El に に 回 中 由貴 


用 | 財 | 且 | 用 | 肛 | 也 | 開 | 財 | 則 |! 間 半 有 | 性 昌明 旧 


還 選出 | 肛 | 則 | 則 | 販 | 財 隔 | 陣 | 還 昌 
議 宮 ほ ! 届 


呈 TO 彰 


ーーー ト ー ト ュー 4 
思 IKeSez 
キー 入力 に は 、 次 の 6 つの モー ド (人 入力 状態 ) が あり ます 。 
英 小文字 モー ド 英字 の 小文字 と 数 字 、 英 記号 を 入力 し ます 。 
英 大 文字 モー ド 英字 の 大 文字 と 数 字 、 英 記号 を 入力 し ます 。 
ひら が な モー ド ひら が な を 入力 し ます 。 
カタ カナ モー ド カタ カナ を 入力 し ます 。 
ロー マ 字 か な 変換 モー ド ローマ 字 の つづ り で 、 か な を 入力 し ます 。 
グラ プ フ ィ ッ タ クモ ー ド グラ フィ ッ ク 記 号 を 入力 し ます 。 


入力 モー ド は 、 [か な ) や [CAPS ) で 切り 替え る こと が で きま す 。 
、[ CAPS 」 、 と 入力 され る 文字 の 関係 は 、 下 表 の よう に な り ま す 。 


y を 押す ご と に 、 ぞ それ ぞ れ の キー の ラン プ が 点灯 消灯 し ます 。 


用 NG る 斑 2 
モー ド 
英 小 文字 と 数 字 英 大 文字 と 英 記号 


英 大 文字 と 数 字 英 小 文字 と 英 記 号 
ひら が な ひら が な 小文字 と か な 記号 
カタ カナ 小文字 と カナ 記号 
( 較 : ラン プ が 消え て いる 、 口 : ラン プ が つい て いる 。 ) 
* 1 キー と 一 緒 に 押し た と き 。 


SN で 


文字 の 入力 の し か た 


これ か ら の 説明 で は 、 各 モー ド で の [ CAPS |) キー と [か な キー の ラン プ の 状態 と 、 
キー の 状態 を 次 の よう に 表し ます 。 


本 ( ロ ) ……… キー の ラン プ が 消え て いる (つい て いる ) 。 
思 () ……… [CAPS ) キ ー の ラン プ が 消え て いる (つい て いる ) 。 
一 ( 量 ) …… [SHIFT ] キー を 押し て いる (は な し て いる ) 。 


英 小 文字 モー ド ( EGRESS ga ) 
まず キー ボー ド の 左上 か ら 順 番 に 文字 キー を 押し て み ま し ょ う 。 次 の よう に 表示 され ます 。 


(SHIFT ) 只 ) 


1 で ロコ ロー ギコ mM ロビ ドキ ロロ 1 ロビ BE ュ ミ ロロ 
に RnBdBil ま Rd 


キー 上 の 左下 (⑦ の 位置 ) に 書か れ て いる 英 小 文字 、 
数 字 、 英 記号 が 入力 され ます 。 


先 に 入力 し た 文字 と 区 別 す る た め 、 を 押し て 行 を 変え て くだ さい 。 
この と き 、「Syntax error」 と 表示 され ます が 、 気 に せ ず 進め て くだ さい 。 


今度 は 、 を 押し な が ら 、 同 じ よ うに 入力 し て み ま し ょ う 。 
(SHiFT) = ) 


1 本 ま 千 "で 2 う = ツ IRMERTYUTOP*tHSDFG 


HIEL+ オ キキ) 2REUEHHY ラ マー 


英 小文字 モー ド で を 押し な が ら 入 力 す る 
と 、 英 字 の 大 文字 また は キー 上 の 左上 (⑥ の 位置 ) に 
書か れ て いる 英 記号 が 入力 され ます 。 


英 大 文字 モー ド ( KEI 古 3| ) 


( [ SHIFT ] 時 ) 
| 1 で きす コロ 記 昌 引 回 一生 避 軸 ERTTHEHP ロ ESDEF 」 


50ENSAEK2ESRBMUUENHN IE 捕 


( SHIFT) っ) 


| 1 リ 柱 生 客 計 "で コ ニコ meFt ロ uinP 【 ュ ミ ロキ ヨコ | 


NN や 5 マ り RIRIIS 


英 小文字 モー ド の 場合 と 、 英 字 の 大 文字 、 小 文字 の 入力 され る 状態 が 反対 に な っ て いま す 。 


ひら が な モー ド ( RIESB | 2 紀 四 ) 
( [SHIFT ) 邊 ) 


品 皮 あう そお 全店 よわ ほぼ …ー た て いす が 広和 き に ロ は せ "「 ちと し は 
まま 山中 けむ つと す 店 二 叶 を ね 訪中 ち 


ひら が な モー ド で は 、 キ ー 上 の 石 下 (の の 位置 ) に 書 
か れ て いる ひら が な 、 長 音 記号 、 濁 点 、 半 滴 点 が 入力 & 中 
お 


され ます 。 


( SHIFT) っ) 


本 品 吉 コ エ 志 党 中 よ を ーー た そい す 才 上 富 にせ "「 記 だ 


くま の の けれ け 」 っ さそ 下 こ 財 を 、。・ 証 


キー 上 の ご の 位置 に 書か れ て いる ひら が な の 小文字 、 
か な 記号 が 入力 され ます 。 

ここ に 何 も 書 か れ て いな い キ ー は 、 ⑦ の 位置 の ひら が 
な が 入力 され ます 。 


人 敵前 ME 


カタ カナ モー ド ( ECCS m Sam) 


(し SHIFT ] 量 ) 
コア ウエ オド ユ ヨ ロホ トー タテ エイ マイ ーッ オニ コモ リッ キト Bi 
キュ 条 司 呈 人 せり ヒコ ミ モ ネ 引 日 
| 
カタ カナ モー ド で は 、 キ ー 上 の 右 下 (⑦ の 位置 ) に 書 
か れ て いる 文字 の カタ カナ が 入力 され ます 。 & | | 
6 お の 
(SHIFT) 一 ) 
半 KCud が rsh ココ ヨ inUh ニ 20cn405OHSME に SEI 間 キ 9 和 5 
キマ コメ に 条 」m 二 ロコ ヒコ ミ モ ロ 


ロー マ 字 か な 変換 モー ド 


英 小文字 モー ド ま た は 英 大 文字 モー ド の と き [ SHIFT ] を 押し な が ら [か な ) を 押す と 、 ロ 
ー マ 字 か な 変換 モー ド に な り ま す 。 この と き 、[ CAPS ] の ラン プ が 消え て いる と ひら が な 
が 、 ラ ンプ が つい て いる と カタ カナ が 入力 され ます 。 


ロー マ 字 か な 変換 モー ド は 、「 ロ ー マ 字 」 で 読み を 入力 し て 「 か な 」 を 表示 させ る 方 法 で す 。 
押す キー の 種類 は 少な く て すみ ます が 、 キ ー を 押す 回 数 は 増え る こと が あり ます 。 
( 例 : 「 う み 」 と 入力 し た いと き は [U)[M)( と 押す 。) 


ロー マ 字 の つづ りか た は 、「 ロ ー マ 字 ・ か な 変換 表 」 ( ゆ ⑦BAS1C 人 入門) を ご 覧 くだ さい 。 

ロー マ 字 の つづ り に は 、 次 の よう な 規則 が あり ます 。 

・「 ん 」 「 ン 」 は NN (N ま た は 母音 (A・|・U・E・O) 以外 の 文字 が 次 に くる 場合 
は 、N ひ と つ だ け で も 「 ん 」 「 ン 」 を 入力 で きま す 。) 

・A、1|、U、E、0、X、N 以 外 の 文字 を 2 つ 続 ける と 、 小 文字 の 「 っ 」 ま た は 「 ッ 」 
に な り ま す 。 

・L の あと に 入力 され た A、1|、U、E、O、YA、YU、YO は 、 小 文字 の 「 ぁ 」「 ぃ 」 
「 う 」「 え 」 「 ぉ お 」「 ゃ 」 「 ゅ 」「 ょ 」 ま た は 「 ァ 」「 イ 」「 ゥ 」「 エ 」「 ォ 」「 ャ ] 
「 ュ 」「 ョ 」 に な り ま す 。 


語 に 5= 当 ) “BAS 1C で 使え る ロー マ 字 か な 変換 と 、 内 蔵 ワー プロ ソフ ト で 使え る ロー マ 字 入力 モー ド は 、 
ー 部 異な る 部 分 が あり ます 。 


また 、 名 読点 や 記号 は 、 次 の キー を 押し ます 。 
) 


・ 読 点 (、) ーー ・ 長 音 (一 ) 


・ 左 カギ か っ こ (「) ・ 右 カギ か っ ご (」 ) 


SHFT ||+ 


SHIFT 


還 当 央 TO 湘 


ロー マ 字 か な 変換 モー ド を や め て 、 か な モー ド に し た いと き は 、[〔 か な を 2 回 押し ます 。 


グラ フィ ッ ク モ ー ド ( 還 品 語 ) 


[GRAPH] を 押し な が ら 文字 キー を 押す と 、 キ ー 上 の 
右上 (あの 位置 ) に 書か れ て いる 文字 や 記号 (グラ 
フィ ッ ク 記 号 ) が 入力 され ます 。 ④ の 位置 に 何 も 書 
か れ て いな い キ ー は 、 [GRAPH] を 押し な が ら 入 力 し 
て も 何 も 和 表示 され ませ ん 。 


入力 で きる 文字 や 記号 は 次 の 通り で す 。 


回 峰 峰 略 周 園 彫 同 周 号 且 品 還 に に 
ーILILWaI 選 首 し URLUILUMI | 則 喝 理 召 
瑞生 国司 上 過 に 選 旧 王 
ーー 
HL 【 7 ご 


ご 注意 @ グ ラフ ィ ッ クモ ー ド は 、 ロ ー マ 字 か な 変換 モー ド や 市 販 ソ フト 使用 時 に は 使え ませ ん 。 


上 了 


[ SPACE ] は 、 1 文字 分 の 空白 (スペ ー ス ) を 入力 する た め の キ ー で す 。 こ の キー も 文字 
キー の ひと つ で す 。 


テン キー ( 下 の キ ー ボ ー ド 図 の 軒 色 の キー) 


宅 P | 
Noz4 
KS 


司 W 
N 


テン キー は 文字 キー と 違っ て 、 、 し CAPS )、( SHiFT ] の 状態 に 関係 な く 、 数字 、 
を 入力 で きま す 。 


ファ ンク ショ ン キ ー を 押す と 、 各 キー ご と に あら か じ め 定 義 さ れ て いる 内 容 が 入力 され 
ます 。 ま た 、 ぞ その 内 容 は 、 画 面 下 部 に ファ ンク ショ ン キ ー と 対応 し て 表示 され て いま す 。 
(定義 され て いる 内 容 を K E Y 命 令 で 変更 する こと も で きま す 。 BAS 1C 入 門 ) 


AUO 
60T0 
F10 ( 上 ) | CLSTRUN 十 回 


[F6 ~[ F10 ] は 、[ SHIFT ] を 押し な が ら [ F1 ]~[ F5 ] を 押し ます 。 


応寺 “ 吉 射 速度 調整 つま み が 左 端 の 「OFF」 の 位置 に な いと (連射 ラン プ が 点灯 し て いる と 、) 
pa を 押し て も 正しく 動作 し な いこ と が あり ます 。 
@ 機 械 語 で 書か れ た プロ グラ ム の 中 に は 、 テ ン キ ー が 使え な いも の が あり ます 。 こ の よう な 場合 に 
は 、 文 字 キ ー 上 部 の 数 字 キ ー を 使っ て くだ さい 。 
@ ワー プロ を 使用 する と き は 、 別冊 の 「 ワ ー プ ロ 使 用 説明 書 」 を 参照 し て くだ さい 。 


特殊 キー (前 ペー ジ の キー ボー ド 図 の 軒 色 の キー) 


入力 する 文字 の 選択 や 修正 、 編 集 、 プ ログ ラム の 実行 な ど に 使う キー で す 。 
BAS | C 使 用 時 の それ ぞ れ の キー の 機能 は 次 の 通り で す 。 (内 蔵 ソ フト や 付属 ソフ ト 、 
市 販 の ソフ ト で は 、 多 少 機能 が 違う こと が あり ます 。) 


キー ボー ド か ら 入 力 さ れ た デー タ を パソ コン に お くる と き に 使い 
ます 。 


画面 上 で 次 に 入力 する 文字 位置 を 表す カー ソル を 、 上 下 左右 に 移 
動 す る と き に 使い ます 。 
カー ソル は 画面 上 で は 、 次 の よう な 形 を し て いま す 。 


カー ソル 位置 に カー ソル 位置 に 挿入 モー ド の 場 
文字 が な い 場 合 文字 が ある 場合 生 
(文字 が C の と き ) (文字 が C の と き ) 
カー ソル の すぐ 前 の 1 文字 を 削除 し 、 そ れ に 続く 文字 列 を カー ソ 
ル と と も に を へ 1 文字 ずら し ます 。 


バッ クス ペー スキ ー 


カー ソル 位置 の 文字 を 1 文字 を 削除 し 、 そ れ に 続く 文字 列 を を へ 
1 文字 ずら し ます 。 


挿 人 モー ド に し 、 カ ー ソ ル の 形 を 変え ます 。 ( 品 王 ) 
挿入 モー ド で 文字 キー を 押す と 、 カ ー ソ ル の 直前 に 文字 が 挿入 さ 
れ 、 そ ぞ それに 続く 文字 列 を カー ソル と と も に 右 に 1 文字 ずら し ます 。 
も う 一 度 を 押す か 、 カ ー ソ ルキ ー や 同 を 押す と 、 挿 入 モ 
ー ド か ら 抜 け 出 て 、 カ ー ソ ル の 形 も 元 に 戻り ます 。 


0 他 の キー と 一 緒 に 押す と 、 そ の キー の 別 の 機能 を 働か せま す 。 
SHIFT 


ご 注意 @ ワー プロ を 使用 する と き は 、 別 型 の 「 ワ ー プ ロ 使 用 説明 書 」 を 参照 し て くだ さい 。 


ホー ムキ ー カー ソル を ホー ム 位 置 (画面 の 左上 すみ ) に 移動 し ます 。 
| と 一 緒 に 押す と 、 画 面 上 の 表示 を 消し 、 カ ー ソ ル を ホー 
ム 位 置 に 移動 し ます 。 
スト ッ プ キー プロ グラ ム の 実行 や リス ト 表 示 を 一 時 停止 させ ます 。 も う 一 度 押 
す と 再開 し ます 。 
LCTRL ] と 一 緒 に 押す と 、 プ ログ ラム の 実行 を 中 断 し ます 。 
この と き は 有 再開 で きま せん 。 
コン トロ ー ル キー と 同じ よう に 、 こ の キー だ け で は 使え ませ ん が 、 他 の キ 
ー と 一 緒 に 押す と いろ いろ な 働き を し ます 。 


カー ソル を 次 の タブ 位置 まで 進め ます 。 タ ブ 位 置 は 、 画 面 圧 より 
9 、17、25 文 字 と 8 文字 ご と に 右 に 進み ます 。 


内 蔵 ソ フト や 付属 の シス テム ディ スク 内 の ソフ ト 、 市 販 ソ フト で 


内 蔵 ソ フト や 付属 の シス テム ディ スク 内 の ソフ ト 、 市 販 ソ フト で 
使い ます 。 


内 蔵 ソ フト で 使い ます 。 


内 蔵 ソ フト で 使い ます 。 


ポー ズ ボ タ ン ゲー ム や プロ グラ ム の 実行 を 一 時 的 に スト ッ プ させ ます 。 も う 一 
度 押す と 、 プ ログ ラム が 再開 され ます 。 
デー タ や プロ グラ ム を 保存 し た り 呼 び 出し た り し て いる と き は 、 
絶対 に 押さ な いで くだ さい 。 
※ [ PAUSE ] ボ タン は 誤動作 を 防ぐ た め 、 キ ー ボ ー ド に 押し 込む よ 
うに な っ て いま す 。 


e PAUSE (ポー ズ ) ボタ ン を 押し た 状態 で 画面 が 一 部 乱れ る こと が あり ます が 、 履 障 で は あり ま 
せん 。 


よく 似 た 形 の 文字 に 注意 し まし ょ つう 


文字 キー の キー 上 の 文字 に は 、 よ く 似 た 形 の も の が あり ます 。 パ ソコ ン は 少し で も まち が 
っ た 文字 を 入力 する と 正しく 働き ませ ん 。 
特に 次 の よう な 文字 は 注意 し て 、 正 し く 入 力 す る こと が 必要 で す 。 


: 」 セミ コロ ン ( 英 記 号 ) 

ハイ フン 、 マ イナ ス ( 英 記号 ) 
コロ ン ( 英 記 号 ) 

長音 (ひら が な カタ カナ 記号 ) 
半 濁音 (ひら が な カタ カナ 記号 ) 
濁音 (ひら が な カタ カナ 記号 ) 
アン ダー ライ ン (和英 記 号 ) 

中 点 (ひら が な カタ カナ 記号 ) 
句点 (ひら が な カタ カナ 記号 ) 
ピリ オド (和英 記 号 ) 

読点 (ひら が な カタ カナ 記号 ) 
カン マ ( 英 記 号 ) 


o 


IE 
に ーーー 


レー) 
目 | 選 品 ! 思 りら I デ シ ミク 
に デー リ 


ヽ 


」 
」 
」 
」 
」 
od 
」 
」 
」 
」 
」 


記号 の 呼び か た を 覚え まし ょ う 
記号 の 呼び か た を 覚え て お く と 便利 で す 。 


国 是 間 イク スク ラメ イシ ョ ン 痢 座主 コ 

| ? | ダブ ルク ォ ー ト | @ | アッ トマ ー ク 
シャ ー プ | * | アス タリ スク 
関 還 較 ダラ ー  " 還 記 半 圧 大 か っ こ 、 右 大 か っ こ 
較 還 是 アン パー サン ド 凌 記 証人 中 か っ こ 、 右 中 か っ こ 


左 カ ギ か っ こ 、 右 カギ か っ こ 
シン グル クォート ライ ト 


く | 不 等 号 (レス ザン 、 
入っ と sa に 。 | | ター ター の 


指数 記号 、 ア ッ プア ロー スラ ッシュ 


|: | セミコロン = | @ | クエ スチ ョ ン 


アポ スト ロフ ィ ー、 ま た は 


人 思 た 双 の 修 目 の し か た 


文字 の 入力 を まち が っ て も あわ て る 必要 は あり ませ ん 。 次 の 4 つの 方 法 を 覚え て お け ば 簡 
単に 修正 する こと が で きま す 。 


(1 ) [DEL] を 押し て カー ソル 位置 の 不要 な 文字 を 削除 する (削除 ) 。 
(2 ) [BS) を 押し て カー ソル 前 の 不要 な 文字 を 削除 する (前 削除 ) 。 
(3 ) 上 か ら 正 し い 文字 を 入力 する (上 書き ) 。 
(4 ) INS] を 押し た 後 、 抜 け て いる 文字 を 入力 する (挿入 ) 。 
で は 、 具体 的 に 説明 し まし ょ う 。 
画面 を きれ い に し て お く 。 
SHIFT | を 押し な が ら っ 


CLS/HOME | を 押す 。 


英 小文字 モー ド に する 。 
と [ か な を 押し 


て ラン プ を 消す 。 


し LSHIFT ] を 押し な が ら [S) Sin9 a Son9. 画 
を 押し 、[ 1] [N][Gj 

LSPACE ) [A] [SPACE 
〔s)(9j(NJ(G](」 を 才 す 。 


EE3 キー で カー ソル の すぐ 前 の 文字 を 消す 


|s on9gl| を 消す 。 


丁 崩 キー で カー ソル 位置 の 文字 を 消す 


カー ソル を 「3」 に 移動 する 。 | 軸 
KC > を 2 回 押す 。 ーー 
「 a 」 を 消す 。 ] 
上 書き で 文字 を 修正 する 
カー ソル を 「S] に 移動 する 。 
/ KC > を 5 回 押す 。 ins 


「S」 を 「s」 に 変え る 。 
有 回 sliln g 


四 


キー で 文字 を 挿入 する 


カー ソル を | S 」 に 移動 する 。 
思 
KC > を 1 回 押す 。 ns 


挿入 モー ド に する 。 
を 押す 。 


「Th e y | を 入力 する 。 5 
を 押し な が ら ら 

を 押し 

LSPACE 」 を 押す 。 


ます 


2 カー ソル を 「 9 | の 後ろ に 移動 する 。 
1 】 They sin9 玉 


ぐ )】 を 4 回 押す 。 
「. 」 を 入力 する 。 
[. を 押す 。 


オー トリ ピート 機 能 


同じ キー を 押し 続け る と 、 そ の 文字 が 連続 し て 入力 され ます 。 こ の 機能 を 「 オ ー ト リピ ー 
ト 機能 」 と 呼び ます 。 文字 キー だ け で な く 、 カ ー ソ ルキ ー や な ど で も 利用 で きま 
す 。 


e 説 明 通 り に な ら な か っ た 人 は 、( SHIFT ] を 押し な が ら [GLS/HOME) を 押し て 画面 に 表示 され て い 
る 文字 を すべ て 消し て か ら 、 も う 一 度 最初 か ら や り 直し て くだ さい 。 


連射 速度 調整 つま み に つ いて 


連射 機能 の な い 一 般 の ジョ イ パ ッ ド や 
ジョ イス ティ ッ ク が 、 連 射 式 に 早 変 わ 
り し ます 。 


連射 速度 調整 つま み 


連射 速度 の 調整 の し か た 


連射 速度 は 、 連 射 速度 調整 つま み を 左 
石 に 動か し て 調整 し ます 。 


を 端 の 「OFF」 の 位置 に する と 連射 OFFIIIIIIIIIIIMAX 
消え ます 。 右 に 動か す と 連射 機能 が 働 っ 速い 


いて 連射 ラン プ が 点滅 し 、 連 射 速 度 が 補 埋 な し 
速く な り ま す 。 ラン プ 消 える 。 
また 、 ト リガ ー ボ タン A (TI ) だ け に 

働き ます 。 


た だ し 、 お 使い に な る ジョ イ パ ッ ド や ジョ イス ティ ッ ク 、 ま た 組み 合わ せ て お 使い に な る 
ソフ ト に よっ て は 、 連 射 速度 調整 つま み が 中 間 位 置 の と き に 連射 速度 が 最高 に な る も の も 
あり ます の で 、 最 適 な 位置 に 合わ せ て お 使い くだ さい 。 


また 、 お 使い に な る ソフ ト に よっ て は 連射 機能 が 働か な い 場 合 も あり ます 。 ぞ の と き は 、 
連射 速度 調整 つま み を 左端 の 「OFF」 の 位置 に し て お 使い くだ さい 。 


二 ラ = 衣 連射 式 ジ ョ イ パ ッ ド を お 使い の 場合 は 、 本 機 の 連射 機能 を 「O FF」 の 状態 に し て お 使い くだ さい 。 
% キ ー ボ ー ド の で も 連射 機能 を 使え ます 。 

た だ し 、 プ ログ ラム の 入力 中 や 通常 に 使用 する と き は 、 連 筑 束 度 調整 つま み を 左端 の 「OFF」 

の 位置 に 移動 し て お 使い くだ さい 。 


PAUSE ボ ー ス ボタ ン に つい て 


ゲー ム な どの プロ グラ ム を 一 時 停止 の 
状態 に し ます 。 
これ を 「 ポ ボー ズ 機 能 ]」 と 呼び ます 。 


[ PAUSE ] ボ タン を 押す と 、PAUSE 
(ポー ズ ) ラン プ が 点灯 し ます 。 


@ フ ロッ ピー ディ スク へ の 保存 、 呼 び 出し 中 に は 、 絶 対 に ボタ ン を 押さ な いで くだ さい 、。 
その 後 、 正 常 な 動作 を し な く な り ま す 。 

@ 一 時 停止 状態 に な っ た と き 、 画 面 上 の キャ ラク タ が 消え た り 増 えた り し て 画面 が 乱れ る こと が あ 
り ま す が 、 故 障 で は あり ませ ん 。 もう一度 [[ PAUSE 」 ボタ ン を 押す と PAUSE ラン プ が 消え 、 ボ タ 
ン を 押す 前 の 状態 か ら ゲ ー ム な ど を 続け る こと が で きま す 。 

@ ソ フト に よっ て は PAUSE ラン プ が 点灯 する の が 遅く な る 場合 も あり ます 。 

@ ソ フト に よっ て は ポー ズ 機 能 を 取り 消し た と き に 、 ジ ョ イ パ ッ ド な ど に よる コン トロ ー ル が で き 
な く な る も の が あり ます 。 


市 販 ソ ノ ト を 使う 


FS-A1WX で 使え る ソノ フト は ? 


パソ コン の 販売 店 な ど で は 、 ゲ ー ム や ワー プロ な どの た くさ ん の ソフ ト が 売ら れ て いま す 。 
し か し 、 こ れ ら の ソフ ト す べ て が F S 一 A 1 WX で 使え る わけ で は あり ませ ん 。 

本 機 は 「MS X」 「MSX 2 」「MSX 2 士 」 と いう 共通 の 規格 (約束 ご と ) に し た が っ 
て 作ら れ た ソフ ト だ けが 使え ます 。 この よう な ソフ ト は 、 箱 の 上 な ど に 次 の よう な マー ク 
が 必ず つい て いま す 。 


上 54 *cs 四 2 ce 42+ 


た だ し 、 上 の マー ク が つい て いる ソフ ト で も 、 次 の よう な も の は 使え ませ ん 。 


@ [RAM 128K 以 上 | 「 要 RAM 128K」 の 表示 が ある ソフ ト 。 
(本 機 は R AM 64K、VR AM 128K の MS X 2 二 パ ソコ ン で す 。) 

人 @ 特 別 な 周辺 機器 が 必要 な ソフ ト 。 
(通常 、 箱 の 上 に 「 〇 〇 〇 〇 が 必要 で す 。」 や 「 要 〇 〇 〇 〇 」 な どの 表示 が あり ま 
人 ま 。J 


よく わか ら な いと き は 、 販 売店 の か た に 聞い て 確か め て か ら お 買い 求め くだ さい 。 


市 販 ソ フト の 種類 


ソフ ト の 形状 に は いく つか の 種類 が あり ます 。 


ROM 本 体 の SLOT (スロ ッ ト ) に 差し 込ん 
カー トリ ッ ジ | で 、 す ぐに 使え ます 。 


フロ ッ ピー 内 蔵 ド ライ ブ プ に 入れ て 、 す ぐに 使え ま 
ディ スク [ す 。 
記 デー タレ コー ダ と オー ディ オカ セッ ト 
可 還 RE 


上 ノ 條 の 上 』 な 人 ター ト の し が た 


まず 、 ぞ それぞれ の ソフ ト の 説明 書 の 指示 通り に スタ ー ト し て みて くだ さい 。 


説明 書 に スタ ー ト の し か た が 書か れ て いな か っ た り 、 説 明 書 の 指示 通り に し て も スタ ー ト 
し な い 場 合 は 、 次 の 方 法 で 試し て くだ さい 。 そ ぞ それで も スタ ー ト し な いと き は 、 販 売店 に お 
問い 合わ せく だ さい 。 


ーA 1 WX 本 体 の 電源 スイ ッ チ を 切っ て 、 内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ を 「 切 」 に し 


電源 スイ ッ チ を 入れ る と 、 多 く の カ ー ト リッ ジ や フロ ッ ピー ディ スク の ソフ ト は 、 
自動 的 に スタ ー ト し ます 。 


カセ ッ ト テ ー プ 版 の ソフ ト の と き は 、 テ ー プ を 巻き 戻し て か ら 、 [R](UJ〔NJ(")(C) 
[AJ(SJ(:) (回 (また は ソフ ト の 説明 書 に 書か れ て いる 命令 ) と 入力 し 、 デ ー タ 
レコ ー ダ の 再生 ボタ ン を 押し ます 。 


ソフ ト を SLOT (スロ ッ ト ) や 内 蔵 ド ライ ブ (フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ を 増 
設 し て いる と き は 増設 ドラ イブ ) に 差し 込む か 、 デ ー タ レコ ー ダ に セッ ト し ます 。 


@ ソ フト に よっ て は 、 ス ター ト す る まで 多少 時 間 の か か る も の も あり ます 。 

@ ソ フト に よっ て は 、BAS1C や MS XーDOS の 画面 が 表示 され た と き に 、 特 別 な 命令 を 入力 
し な けれ ば な ら な い 場 合 が あり ます 。 そ の 場合 は 必ず ソフ ト の 説明 書 に 必要 な 命令 が 書か れ て い 
ます の で 、 説 明 書 を よく 読ん で 命令 を 入力 し て くだ さい 。 

@ 上 の 説明 や ソフ ト の 説明 書 の 通り に し て も スタ ー ト し な い 場 合 は 、 次 の 「 特 別 な が スタ ー ト の し か 
た 」 を 試し て みて くだ さい 。 

@ リ モー ト 端 子 を 接続 し て いな い 場 合 は 、 画 面 に 「O k 」 と 表示 され た ら 、 デ ー タ レコ ー ダ の スト 
ッ プ (STOP/ ノ 停止) ボタ ン を 押し て 、 テ ー プ を 止め て くだ さい 。 

@ 画 面 に 「 Device |/O error 」 と 表示 され た と き は 、 テ ー プ を 巻き 戻し て デー タレ コー ダ の 音質 、 
音量 な ど を 少し ずつ 調整 し な が ら 、 上 の 操作 を 繰り 返し て くだ さい 。 


市 務 リ の 販 史 な 人 ター ト の し か た 


本 機 は フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ を 内 蔵 し て いる の で 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 
持た な い 機 種 に くら べ て 、 フ リー エリ ア (メモ リ の 中 の 自由 に 使え る 部 分 ) が 少し 小さ く 
な っ て いま す 。 こ の た め 、 カ セッ ト テ ー プ 版 の ソフ ト な どの 中 に は 、 メ モリ が 不定 し て 正 
常に 動か な か いも の が あり ます 。 こ の よう な 場合 に は 、 次 の 2 つの 方 法 を 試し て みて くだ さ 
生 有 


コン トロ ー ル 立ち 上 げ 


フロ ッ ピー デ ィ ス ク ド ラ イブ が 使う メモ リ の 一 部 を フリ ー エ リア に 変え ます 。 こ の た め 、 
フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ の 一 部 の 機能 が 制限 され ます が 、 フ ロッ ピー ディ スク は 使用 
で きま す 。 デ ー タ の 保存 な ど に フロ ッ ピー ディ スク を 使う ソフ ト で 、 メ モリ 不足 の た め に 
正常 に スタ ー ト で き な い 場合 な ど に 試し て くだ さい 。 


F S 一 A 1 WX 本 体 の 電源 スイ ッ チ を 切っ て 、 内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ を 「 切 」 に し 
す 。 


ソフ ト を SLOT (スロ ッ ト ) や 内 蔵 ド ライ ブ (フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ を 増 
設 し て いる と き は 増設 ドラ イブ ) に 差し 込む か 、 デ ー タ レコ ー ダ に セッ ト し ます 。 


画面 が 表示 され る まで 押し 続け ます 。 (カー トリ ッ ジ 版 や フロ ッ ピー ディ スク 版 の 
ソフ ト の 場合 は 、 ソ フト が スタ ー ト し て 最初 の 画面 が 表示 され る まで 押し 続け ます 。) 


カセ ッ ト テ ー プ 版 の ソフ ト の と き は 、 テ ー プ を 巻き 戻し て か ら 、 [RJLuj〔NJ("J(G) 
[AJ(S](:J(") 回 (また は ソフ ト の 説明 書 に 書か れ て いる 命令 ) と 入力 し 、 デ ー タ 
レコ ー ダ の 再生 ボタ ン を 押し ます 。 


3 を 押し な が ら 、 電 源 ス イッ チ を 入れ ます 。 は BA S | C の 最初 の 


寺 庄 計 詳 コント ロー ル 立 ち 上 げ を し た 場合 は 、B AS 1C や MS XーDOS の COP Y 命 令 を 使っ て 、 プ 
ログ ラム や デー タ の ファ イル の コピ ー を 作る こと は で きま せん 。 
電源 スイ ッ チ を 入れ 直し て くだ さい 。 


ga 細 当 央 TO 彰 


シノ フト 立ち 上 げ 


フロ ッ ピー ディ スク ドラ イプ が 使う メモ リ を すべ て フリ ー エ リア に 変え ます 。 と の た め プ 
ロッ ピー ディ スク は 使用 で きま せん 。 


F S 一 A 1 WX 本 体 の 電源 スイ ッ チ を 切っ て 、 内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ を 「 切 」 に し 
ます 。 


ソン フト を SL OT (スロ ッ ト ) に 差し 込む か 、 デ ー タ レコ ー ダ に セッ ト し ます 。 


画面 が 表示 され る まで 押し 続け ます 。 (カー トリ ッ ジ 版 の ソフ ト の 場合 は 、 ソ フト が 
スタ ー ト し て 最初 の 画面 が 表示 され る まで 押し 続け ます 。) 


カカ セッ ト テー プ 版 の ソフ ト の と き は 、 テ ー プ を 巻き 戻し て か ら 、[RJ(UJ[NJ(".)(C) 
[AJLS][ : (回 (また は ソフ ト の 説明 書 に 書か れ て いる 命令 ) と 入力 し 、 デ ー タ 
レコ ー ダ の 再生 ボタ ン を 押し ます 。 


ki を 押し な が ら 電 源 ス イッ チ を 入れ ます 。 は BAS | C の 最初 の 


CALL 命 令 


ソフ ト に よっ て は 、B A S 1 C の 画面 で CALL 命 令 ([C][AJ[LJ[LJ(5] [5] を 入 
力 す る と スタ ー ト する も の も あり ます 。 ( [?⑦] は ソフ ト に よっ て 異な り ま す 。) 


@ リ モー ト 端 子 を 接続 し て いな い 場 合 は 、 画 面 に 「O k 」 と 表示 され た ら 、 デ ー タ レコ ー ダ の スト 
ッ プ (STOP ノ 停止) ボタ ン を 押し て 、 テ ー プ を 止め て くだ さい 。 
@ 画 面 に 「 Device |/O error 」 と 表示 され た と き は 、 テ ー プ を 巻き 戻し て デー タレ コー ダ の 音質 、 
音量 な ど を 少し ずつ 調整 し な が ら 、 上 の 操作 を 繰り 返し て くだ さい 、。 


ソフ ト の スタ ー ト の し か た で は あり ませ ん が 、 次 の よう な 立ち 上 げ か た も あり ます 。 


エス ケー ブ 立 ち 上 げ 


エス ケー プ 立 ち 上 げ を 行う と 、BASIC の 「SET SCREEN」、「SET BEE 
P」、「SET TITLE」、「SET PROMPT」、「SET PASSWORD] 
の 各 命 令 で 設定 し た 内 容 が 取り 消さ れ ま す 。 

また 、 内 蔵 ソ フト で の 画面 表示 位置 の 調整 ( 〇 71 ペ ー ジ ) も 取り 消さ れ ま す の で 、 調整 

し 直し て くだ さい 。 


を 押し な が ら 電 源 ス イッ チ を 入れ 、 メ イン メニ ュー 画面 が 表示 され る まで 、 
押し 続け ます 。 


際 必要 に 応じ て 、 画面 表 示 位 置 の 調整 (71 ペ パージ) や BAS1C の 各 SE 「T 病 令 を 
行い ます 。 


付属 ソフ ト を スタ ー ト する 場合 


シス テム ディ スク 2 を フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ に 差し 込ん で お きま す 。 

内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ が 「 入 」 の 場合 
電源 スイ ッ チ を 入れ る と 、 本 機 の 内 蔵 ソ フト が スタ ー ト し ます の で 、 メ イン メニ ュー 画 
面 で [9 ) を 押し て BAS 1C を 選ぶ と 、 付 属 ソ フト が スタ ー ト し ます 。 

内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ が 「 切 」 の 場合 
電源 スイ ッ チ を 入れ る と 、 付 属 ソ フト が スタ ー ト し ます 。 


EE @ お 買い 上 げ 後 初め て 電源 スイ ッ チ を 入れ る と き や 、 電 源 ス イッ チ を 切っ て 乾電池 を 交換 し た 後 は 、 


エス ケー プ 立 ち 上 げ を 行っ て くだ さい 。 
@BAS1C の 各 SE T 症 令 に つい て は 、 別冊 の 「BAS | C 入 門 」 を お 読み くだ さい 。 


a 央 「O 湘 


こん な こと が 起こ っ た ら 


ここ まで で 「 説 明 し て ある 通り に 操作 を 行っ た は ず な の に うま くい か な か っ た 」 と いう 
か た の た め に 、 よ く あ る 失敗 の 原因 と 対策 の 例 を あげ て お きま す 。 


電源 スイ ツナ を 人 入れ て か らし は らく た つて も 何 も 表示 され な い 


因 本 機 と テレ ビ の 電源 コー ド が コン セン ト か ら は ずれ て いる 。 
人 策 本 機 と テレ ビ の 電源 コー ド を コン セン ト に 正しく 接続 する 。 


に 


原 因 FS 一 A 1 WX と テレ ビ が 正しく 接続 され て いな い 。 
特に よく ある まち が い は 、 
・ ビ デオ 接続 の と き 、 本 機 の 映像 出力 端子 と テレ ビ の 映像 入力 端子 を 違う 色 の プ 
ラグ で 接続 し て いた 。 
・RGB 接 続 の と き 、RGB ケ ー ブ ル を カセ ッ ト 入 出力 端子 に 接続 し て いた 。 
・RF 接 続 の と き 、 本 機 の RF 出力 端子 で は な く 、 映 像 出力 端子 に 接続 し て いた 。 
テレ ビ の チャ ン ネ ル を 空き チャ ン ネ ル ( 1 また は 2 ) に 合わ せ て いな か っ た 。 
また は 、RF チ ャ ン ネ ル 切 替 ス イッ チ を 設定 し な か っ た 。 ア ン テ ナ 切換 器 を テ 
レビ 側 に し て いた 。 
・ 画面 切替 スイ ッ チ の ある テレ ビ で 、 接続 に 合わ せ た 画 面 に 切り 替え て いな か っ 
た 。 
対 策 「 テ レビ と の 接続 」 (②25 ペ ー ジ ) を 参照 し て 、 正 し く 接 続 する 。 


原 因 [PAUSE) (ポー ズ ) ボタ ン を 押し て いる 。 
対 策 ポー ズラ ンプ が 点灯 し て いる 場合 は 、 [ PAUSE ] ボタ ン を 押す 。 


MSX の タイ トル 画面 が 表示 され た 人 後 、 何 も 動か な い 


原 因 BAS1C の SET 便 令 で パス ワー ド を 設定 し て いる 。 
対 策 電源 スイ ッ チ を 切っ て 、 内 蔵 ソフ ト 切 替 スイ ッ チ を 「 切 」 に し ます 。 続 いて 、 
と を 押し な が ら 、 電 源 ス イッ チ を 入れ ます 。 そ れ ぞ れ の キー 
は 、BAS 1C の 最初 の 画面 が 表示 され る まで 押し 続け ます 。 

B A S | C の 最初 の 画面 が 表示 され た ら [S)(E)(TJ(SPAcE)(TIUD(T(L(E) 
(回 と 入力 し 、 パ スワ ー ド を 解除 し ます 。 


第 づ 章 


内 席 ソ フト 


ワー プロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル の 他 に 、 電 卓 、 時 計 ・ カ 
レン ダー 表示 、 画 面 の 表示 位置 調整 の 機能 が あり ます 。 カ ンタ ン で 使い や 
すい 、 こ れ ら の 内 蔵 ソ フト を お 楽し みく だ さい 。 


※ ワ ー プ ロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル に つい て は 、 別 冊 の ワー 
プロ 使用 説明 書 を ご 覧 くだ さい 。 


ナ \」 ヾ ご 民 計 冊 0O 相 


内 蔵 ソ フト の 使い か た 


「 購 入 後 初め て 電源 スイ ッ チ を 入れ る 」 ( 層 42 ペ ー ジ ) に し た が っ て 、 内 蔵 ソ フト を スタ 
ー ト ざき 世 事 しょ う 。 


これ が メイ ン メ ニュ ー 画 面 だ ! 


付属 ソフ ト を ス 
ター ト き せる と 
き な ど 


(メイ ン メ ニュ ー 画 面 ) 


画面 に いく つか の 絵 が 表示 され て いま すね 。 こ れ ら の 繧 は 、 各 機能 を スタ ー ト させ る た め 
の スイ ッ チ の 役目 を し 、 ア イコ ン と 呼び ます 。 


| [s) | ワー プロ ・ 初 級 | ワー プロ 使用 説明 書 
| (3) | ワー プロ ・ レ ッ ス ン | ワー プロ 使用 説明 書 
| (5) | ネー ムカ ー ド  。 | ワー プロ 使用 説明 書 。 | 
ワー プロ 使用 説明 書 
本 書 67 ペ ー ジ 
| A1 コ ッ ク ピ ッ ト | 本書 7 ペ ー ジ "= 6 パパ. | 


デモ の 止め か た 


表示 され た ば か り の メイ ン メ ニュ ー 画 面 は 、「ME NU」 の 文字 が 点 減 し し ば らく し て 音 
楽 も 鳴り ます 。 文字 の 点 減 と 音楽 は 、 い ずれ か の キー を 押す と 止ま り ま す 。 ここ で は 、al 
(RETURN) キ ー を 押し ます 。 


人 出力 機 葵 を 指定 する 


入力 機器 と し て キー ボー ド の 他 に 、 別 売り 
の ジョ イ パ ッ ド 、 マ ウス を 接続 し て 使え ま 
す 。 ど れ を 使う か 決め まし ょ う 。 


また 、 ワ ー プ ロ な ど で 印 刷 を 行う 場合 は 、 
接続 し て いる プリ ンタ の 種類 も 選び まし ょ 


9。 
づ 
草 
入力 機器 を 決め る ( 例 : ジ ョ イ パ ッ ド を 選ぶ ) 四 
ey ン 
入出 力 セレ クト を 選ぶ 。 ? 
920 RM 
を 押す 。 2 居 択 PK1 PWI PO0 カル 婦 カル 2 
[SHFTHI カ ーッ で 画 遇 科 較 肉 
入力 デバ イス を 選ぶ 。 
AM クト 
人 キ ボ ド ボド マウ ス パッ ド 
2 を 押す 。 っ | ル テ RY PHO 2 結 カ ル 29 
ISHFTHI カ で 画 遇 本 護 
入力 機器 を 決め る 。 
入 人 スキ ボ ド マウ ス パッ ド 
KC〉 く ))] を 押す 。 っ | フル テ 台 PKI PWI PD プル 2 カルテ.2 
「 ISHFTHH カ ーM で 本 較 


@ 入 出力 機器 は 電源 スイ ッ チ を 入れ る 前 に 接続 し て くだ さい 。 
@ ジ ョ イ パ ッ ド 、 マ ウス を 選ん だ と き で も 、 キ ー ボ ー ド の カー ソル キー な ど を 使う こと が で きま す 。 


@ 実 際 に は 接続 し て いな い 入 力 機器 を 選ん だ 場合 は 、 キ ー ボ ー ド を 選ん だ 場合 と 同じ に な り ま す 。 
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プリ ンタ を 決め る ( 例 :FS 一 PK1) 


プリ ンタ ー 選 択 を 選ぶ 。 
を 押す 。 了 き 


接続 し て いる プリ ンタ を 選ぶ 。 


| 入出 寺 し 外 


選 胃 6 キ ボ ド 証 ミ ウス MV ド 
プア 旭 吾 PK PWI PO0 ルカ 2 
[SHFTH[ カ ー 人 で 本 位 較 尋 


人 H カ セレ 條 
っ | 認 旨 キキ 9 ド 生 (72 ッッ ド 
KC> く ) を 押す 。 プル 先 PK1 PWI PO カル 凶 プ ル タ 2 
[SHF TH カー で 本 人 


に 
6 を 押す 。 


詞 ES) 入出 力 セレ クト の 設定 を 電源 スイ ッ チ を 切っ た 後 も 残し た いと き は 、 一 度 ワ ー プ ロ を スタ ー ト し 、 
ワー プロ 使用 説明 書 の 19 ペ ー ジ に し た が っ て 終了 し て か ら 電 源 ス イッ チ を 切っ て くだ さい 。 
@M S X 仕 様 の 24 ド ッ ト 漢 字 プリ ンタ 以外 は 使え ませ ん 。 
@ [ 取消 また は [ ESC を 押す と 、 設定 され ず に メイ ン メ ニュ ー 画 面 に 戻り ます 。 
@ ま ちがっ て 選ん だ 場合 は 、 カ ー ソ ル KC 〇 ぐ 】 キ ー を 使っ て 選び 直し て くだ さい 。 


プリ ンタ に つい て 
画面 に 表示 され る プリ ンタ の 種類 は 、 次 の 機種 を 表し ます 。 


・FS 一 PK 1 (当社 製 、 近 日 発売 ) 
…: FS 一 PW 1 (当社 製 ) 
… FS 一 P400 (当社 製 ) 
・HBPーF 1 (SONY 製 ) 


……・ 将来 の 発売 機種 に 対応 し ます 。 第 

推 機 種 当社 製 24 ド ッ ト 誠 転 写 漢字 プリ ンタ FS 一 PK1 発売 ) き 

内 

プリ ンタ に よっ て は 、 ワ ー プ ロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル 使用 時 に 次 の よう 隊 
な 制限 が あり ます 。 ( 〇 : 可 、X : 不可 ) ? 


* 1 * Z 

還 還 還 還 還 提 打 利和 間 間 7 間 の 

A4、B4、B5 

gmgWeo| O | < | X| 
gs m mlmmammmal CO| 9| *|C 
使 用 時 | 横書き 、 縦 書き 

行 印刷 の 

還 雪 時 玉 O | *| *| *| 一 | 
を 有 lmWeagmsal O|19|X|19|1ー 
使 用 時 | 横書き 、 縦 書き 
邊 昌 lemmel O|19|X|19| 一 
使 用 時 | 横書き 、 縦 書き 
較 識 前 間 半 較 C| Co|o|oCl- 
使 用 時 


*1 用 紙 の 位置 合わ せ に つい て は 、 微 調整 が 必要 で す 。 
*2 プリ ンタ の 取扱 説明 書 に て 確認 し て くだ さい 。 


ご 注意 @ 実 際 に 接続 し て いな い プ リン タ を 選ん だ 場合 は 、 印 刷 さ れ な か っ た り 、EH 刷 が ズレ た りす る こと 
が あり ます 。 


入力 機器 に よる 操作 の ちがい 


選ん だ 入力 機器 に よっ て 、 操作 の し か た が ちがい ます 。 
機能 の 選び か た 


全 キ ー ボ ー ド を 選ん だ 場合 
ai 数 字 キー で 入力 する 。 
ー ソ ル 〔 つ 名 ) キー を 押し て 、 カ ー ソ ル | | を 選び た い 機 能 に 合わ せ 、 


を 押す 。 


ジョ イ パ ッ ド 、 マ ウス を 選ん だ 場合 
" ・ 各 機能 に 対応 する 絵 に カー ソル に 。 を 合わ せ 、 ト リガ ー ボ タン A ま た は トリ ガー (1 ) 
( を 押す 。 


メイ ン メ ニュ ー 画 面 へ の 戻り か た 


選び た い 機 能 と ちがう も の を 選ん で し まっ た り 、 操作 する 機能 を 変え た こい と き な ど は 、 次 
の よう に し ます 。 


キー ボー ド を 選ん だ 場合 
を 押す 。 
ジョ イ パ ッ ド 、 マ ウス を 選ん だ 場合 
・ 画面 に 表示 され て いる マー ク に カー ソル K。 を 合わ せ 、 ト リガ ー ボ タン A ま 
た は トリ ガー (1 ) を 押す 。 


これ か ら の 説明 は 


キー ボー ド を 選ん だ 場合 で 説明 を し て いま す 。 ジ ョ イ パ ッ ド や マウ ス を 使う と き は 、 特 に 
何 も 書か れ て いな いか ぎり 、 次 の よう に 置き 換え て 操作 し て くだ さい 。 


キー トリ ガー ボタ ン A ま た は トリ ガー (1) 
キー トリ ガー ボタ ン B ま た は トリ ガー (IL) 


@ ジ ョ イ パ ッ ド 、 マ ウス を 選ん だ と き は 、 キ ー ボ ー ド を 選ん た 場合 と 同じ 操作 も で きま す 。 
@ [ 取消 を 押し た 場合 は 、 ひ と つ 前 の 画面 に 戻り ます 。 


画面 表示 位置 を 調整 する 


テレ ビ に 表示 され た 画面 の 端 が 切れ る と き な 
ど に 、 画 面 の 表示 位置 を 調整 し て 、 見 や すく 
する 機能 で す 。 


入出 力 セ レク ト を 選ぶ 。 


を 押す 。 


SHF TH カー ルル で 本 位置 座 


@ 電源 スイ ッ チ を 切っ た あと も 乾電池 に より 記憶 され る の で 、 電 源 ス イッ チ を 入れ る た びに セッ ト 
する 必要 は あり ませ ん 。 た だ し 、 テ レビ を 変え た 場合 は 、 設 定 し 直す 必要 が あり ます 。 
@ テレ ビ に よっ て は 画面 が すべ て 入ら な いこ と が あり ます の で 、 見 や すい 位置 に 調整 し て くだ さい 。 


を 押し な が ら 
G@S@ を 押す 。 ュ > 画面 表示 位置 が 移動 する 。 


gi (CD 直 


電卓 を 使っ て 計算 する 


8 桁 ま で の 四則 演算 (た し 算 、 ひ き 算 、 か け 之 ly 
算 、 わ り 算 ) が で きま す 。 テンキー と [Al キ の 

ー、[〔C] キー だけ で 操作 で きる の で 、 た い へ 
ん 便利 で す 。 


操作 方 法 


A 1 コックピット を 選ぶ 。 
| アッセ リリ 関 語 記 還 


時 計 ・ カ レン ダー | 
時 刻 ・ 日 付設 定 
(A 1 コッ ク ピ ッ ト 画 面 ) 


[ 8 ] を 押す 。 


電卓 を 選ぶ 。 


e 
> ヶ < を 押す 。 
い 


| アセ リリ 回 証 衣着 


時 刻 ・ 日 付設 定 


「 実 行 ] を 押す 。 


e 回 で [取消 ) を 押す と 、A 1 コッ ク ピ ッ ト 画 面 に 戻り ます 。 


@ [ ESC ] を 押す と 、 メ イン メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 


計算 の し か た 


キー ボー ド を 使っ て 入力 する と き の キ ー は 、 次 の 通り で す 。 


一 度 に 入力 で きる 数 字 は 8 桁 (小数 点 を 除く ) まで で 、 表 示 で きる 計算 結果 も 8 桁 まで で 


す 。 
計算 結果 が 9 桁 ( 1 億 ) 以上 に な る 場合 は エラ ー に な り 、 次 の よう に 表示 され ます 。 


この と き は 、[A) キー を 押し て 消去 し て くだ さい 。 


また 、 小 数 部 を 含め て 9 桁 以 上 に な る 場合 は 、 上 位 8 桁 ま で が 表示 され 、 そ れ 以 下 の 桁 は 
切り 捨て られ ます 。 


( 例 ) 61728.392x2= ニ 123456.784 中 123456.78 
61728.394X2=123456.788 只 123456.78 
本 
・ 数 字 を まち が えて 入力 し た と き は 、 


 [C] キ ー を 押す 。 必 正しい 数 字 を 入力 する 。 


・ 十 、 一 X 、 そ を まち が えて 入力 し た と き は 、 
その まま 正しい キー を 押す 。 


・ 計 算 結果 を 消す と き は 、 
や [A] キー を 押し ます 。 


gs 川 (OO 赴 


時 刻 と 日 付 を 合わ せる 


内 蔵 の 時 計 機 能 に 、 日 付 と 時 刻 を セッ ト し ま 
す 


| この 設定 を 行う と 、 内 蔵 ソ フト の 「 時 計 ・ カ 
レン ダー」 が 正しく 表示 され ます 。 
また 、 電 源 ス イッ チ を 切っ た あと も 乾電池 に 
より 記憶 され る の で 、 電 源 ス イッ チ を 入れ る 
本 8 か 昭 


A 1 コック ピッ ト を 選ぶ 。 


[ 8 」 を 押す 。 し 2 
時 刻 ・ 日 付設 定 を 選ぶ 。 
2 を 押す 。 に 3 


を 押す 。 ゥ 


e | で [取消 を 押す と 、A 1 コッ ク ピ ッ ト 画 面 に 戻り ます 。 


@ [ ESC ] を 押す と 、 メ イン メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 


「A] を 「P」 に する 。 


[ P ] を 押す 。 (また は 
[ DEL ] で 切り 替え る 。) 本 


カー ソル を | 45 分 」 の 4 に 第 
合 まる o L 2 1 
トー ゴ 
旦 
内 
正しい 時 刻 を 入力 する 。 の 
フ 
設 ト 
を 押す 。 有 人 
日 付 |19 88 年 10 日 25 晶 
72t9 サ リー| | 
/ [ 案 穫 ) っ 還 還 


時 刻 ・ 日 付設 定 


を 押す と A 1 コッ ク ピ ッ ト 画 面 に 戻り ます 。 


還っ "時 計 の 精度 は 日 差 土 10 秒 以内 で す 。 必要 に 応じ て セッ ト し 直し て くだ さい 。 
@ 時 刻 が 大 きく 狂っ て きた と き は 、 乾 電池 が 消耗 し て いる と 考え られ ます 。 新しい 乾電池 に 交換 し 、 
時 刻 を 設定 し 直し て くだ さい 。 (24 ペ ー ジ ) 
6 日付 を 設定 する と き は 、 カ ー ソ ルキ ー で カー ソル を 移動 し て 、 同 様 に 操作 し ます 。 
@ 設 定 で きる の は 、1980 年 1 月 1 日 か ら 2079 年 12 月 31 日 まで で す 。 
@ ま ちがっ た 場合 は 、 ま ちがっ た 数 字 の 位置 に カー ソル を 合わ せ 、 正 し い 数 字 を 入力 し 直し ま 
す 。 
@1979 年 以前 や 2080 年 以降 、 あ る い は 「13 月 」 の よう に あり えな い 数 字 の と き は 、 人 入力 で きま せん 。 


時 計 ・ 力 レン ダー を 表示 する 


「 今月 の カレ ンダ ー と 現在 時 刻 を 表示 し ます 。 
| また 、1900 年 1 月 か ら 2099 年 1 月 まで の カレ 
ンダ ー も 表示 で きま す 。 


A 1 コックピット を 選ぶ 。 
| アク セリ リー | 還 遇 
[ 8 ] を 押す 。 際 時 計 ・ カ レン ダー 
時 刻 ・ 日 付設 


(A 1 コック ピッ ト 画 面 ) 


時 計 ・ カ レン ダー を 選ぶ 。 


Il アク セリ リー 関 題 語音 
> を 押す 。 呆 
[ンマ 
を 押す 。 和 


(時 計 ・ カ レン ダー 画面 ) 


e 回 で [取消 を 押す と 、A 1 コッ ク ピ ッ ト 画 面 に 戻り ます 。 


@ [ ESC ] を 押す と 、 メ イン メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 


現在 時 刻 
今日 の 日 付 


今月 の カレ ンダ ー 
今日 (緑色 ) 


他 の 年 月 の カレ ンダ ー を 表示 する に は 


西暦 1900 年 1 月 か ら 2099 年 1 月 まで の カレ ンダ ー を 表示 で きま す 。 以 下 の 操 作 を 組み 合わ 
せ て 、 見 た い 月 の カレ ンダ ー を 表示 させ て くだ さい 。 


・ 前 月 を 表示 し た いと き ( ぐ ) キー また は DEL ) キー を 押す 。 
・ 翌 月 を 表示 し た いと き 多 ] キー また は [INS ] キー を 押す 。 


・ 前 年 同月 を 表示 し た いと き [SHIFT ] キ ー を 押し な が ら に キー を 押す 。 
・ 翌 年 同月 を 表示 し た いと き [SHIFT ] キ ー を 押し な が ら ) キー を 押す 。 


祝祭 日 の 表示 に つい て 


カレ ンダ ー は 、1988 年 10 月 現在 の 祝祭 日 を 採用 し て いま す 。 祝 祭日 の 施行 年 に か か わら ず 、 
すべ て の 年 が 祝祭 日 表示 され て いま す 。 ま た 、 そ ぞ れ 以後 に 制定 され た 祝祭 日 は 表示 され ま 
せん 。 

た だ し 、 春 分 の 日 、 秋 分 の 日 は 、 毎 年 政府 の 刊行 物 で 発表 され る た め 、 将 来 の 予想 日 を 表 
示し て いま す 。 

また 、 日 曜日 と 重なっ て いる 場合 は 、 月 曜日 を 振替 休日 と し て 表示 し ます 。 


@ 時 計 ・ カ レン ダー 画面 は 、「 時 刻 ・ 日 付設 定 」 で 内 蔵 の 時 計 機能 に 設定 し た 時 刻 と 日 付 に 量 づ い 
て いま す 。 
@ ビ デオ 接続 や R F 接続 で 操作 し て いる 場合 は 、 日 曜 お よび 祝祭 日 の 赤い 表示 が や や か すれ て 見 え 
ます が 、 故障 で は あり ませ ん 。 


第 4 章 


上 7 ス クジ ヒル 


内 蔵 さ れ て いる フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ は 、 プ ログ ラム や デー タ の 保 
存 、 呼 び 出 し に 使い ます 。 

フロ ッ ピー ディ スク を 利用 する に は 、 フ ォ ー マ ッ ト (初期 化 ) な どい くつ 
か の 特別 な 操作 を し な けれ ば な り ま せん 。 そ ん な と き に ディ スク ツー ル を 
使え ば 、 画 面 の 表示 に し た が っ て キー 操作 する だ け で 、 ぞ そ れ ら の 操作 を 行 
うこ と が で きる の で 、 た い へ ん 便利 で す 。 


スタ ー ト の し か た と 終わ りか た 


メイ ン メ ニュ ー 画 面 か ら の スタ ー ト の し か た と 、 時 本 的 な 操作 の し か た を 説明 し ます 。 


スタ ー ト の し か た 


アデ ブイ) 付属 の [シス テム ディ スク 2」| を 
昌 . 必 | 路 四 司 の ディ スク ドラ イブ に 差し 入 
Er み ま す 。 
B AS 1C を 選ぶ 。 
[ 9 ) を 押す 。 ウッ 
H [ 1 ] を 押す 。 っ 


@ | で シス テム ディ スク 2 を フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ に 差し 込ん で いな い 場合 は 、B AS | 
C の 画面 に な り ま す 。 
この と き は 、 シ ステ ム デ ィ ス ク 2 を フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ に 差し 込み 、RE SET (リセ 
ッ ト ) ボタ ン を 押し て や り 直 し て くだ さい 。 
@ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 増設 し て いる 場合 は 、 内 蔵 ソフ ト 切 替 スイ ッ チ を 「 切 」 に し て 、 
増設 ドラ イブ に シス テム ディ スク 2 を 差し 込み 、[ CTRL ] を 押し な が ら 電 源 ス イッ チ を 入れ て や 
り 直し て くだ さい 。 は メイ ン メ ニュ ー 画 面 が で る まで 押し 続け て くだ さい 。 


・ キ ー ボ ー ド を 選ぶ と き [1] 
ee ディ スク を 内 蔵 ドライブ 
ジョ イ パ ッ ド を 選ぶ と き ~ | に セッ ト し て くだ さい 


・ マ ウス を 選ぶ と き に RETURN ESC 
シス テム ディ スク 2 を 取り 出し 
て 、 操作 し た い フ ロッ ピー ディ 
スク を 差し 込み ます 。 


に 
に 
(RETURN) キー を 押す と 、 
右 の コン ソー ル 画 面 に な り 
ます 。 
に 


e ディ スク ツー ル で は perunw 攻 二 創 、 Esc 慌 請 放 の 表示 が よく で ます 。 この と き の 
慌 弱 還 は アイ コン で 、 [実行 ] キ ー、 [ 取消 ) キ ー は 無効 で す 。 
CRETURN) キー と キー を お 使い くだ さい 。 

@ 還 で フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) 操作 を 行い た い 場合 や 、 ま だ どの 機能 を 使う か わか ら な いと き は 、 

シス テム ディ スク 2 を 入れ て お きま す 。 

@ 開 | の 表示 が 出 て いる と き に 、 フ ォ ー マ ッ ト (初期 化 ) され て いな い 新しい フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
を 入れ て 品 | キー を 押す と 、「 フ ロッ ピー エラ ー」 の メッ セー ジ が 表示 され ます 。 

@ フ ォ ー マ ッ ト (初期 化 ) を 行う 場合 は 、 99 ペ ー ジ を 参照 し て くだ さい 。 


終わ りか た 


タイ スタ ヴー ル 
を 押す 。 っ | を 終了 し ます 
RETURN ESC 


[| を 押す 。 = 


MS メーD0S 画 面 > 


電源 スイ ッ ツチ を 切る 。 


@ 還 | で [ESC ] を 押す と 、 コ ン ソ ー ル 画面 に 戻り ます 。 


@MSXーD0OS 画 面 が 表示 され て いる と き に 付属 ソフ ト を 楽し みた い 場合 は 、[ T][O](O] 
(小文字 で も か まい ませ ん ) と キー を 順に 押し た 後 人 (RETURN) キー を 押す と 、 付 属 ソ フト の 


メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 


コン ソー ル 画 面 に つい て 


コン ソー ル 画 面 に は 、 デ ィ ス クツ ー ル が 持っ て いる すべ て の 機能 が アイ コン と し て 表示 さ 
れ て いま す 。 


カー ツル し ーー) 


コッ クビ ピッ ト 
画面 に 戻る ドラ イプ 
切り 替え 
指定 ドラ イブ 
表示 
ディ レク トリ 
表示 欄 サイ ズン 日 付 
表示 切り 替え 
EiI 
ファ イル ーー 
ジジ ケ ー 導 スラ イド 
スイ ッ チ ヂ 
機能 名 表示 


(コン ソー ル 画 面 ) 


ディ レク トリ 表示 欄 


ディ レク トリ 表示 欄 に は 、 フ ロッ ピー ディ スク に 保存 され て いる ファ イル が 、 8 個 ま で 表 
示さ れ ま す 。 
表示 の 内 容 は 次 の よう に な っ て いま す 。 


DISKTOOL.APL 88-04-02 00:00 
ラテ イル 名 ュー 作成 時 刻 
拡張 子 作成 日 (年 一 月 一 日 ) 


@e サイ ズ 機 能 を 使う と 、 作 成 日 時 の 表示 を ファ イル の 大 き さ の 表示 に 切り 替え る こと が で きま す 。 
(②100 ペ ー ジ ) 


ES の ESU 皮相 


カー ソル ー コ の 動か し か た 


バッ ク が 緑色 に な っ て いる 行 は 、 次 に 行う 操作 の 対象 の ファ イル を 表し て いま す 。 こ の 緑 
色 の 部 分 を 「 カ ー ソ ル し 」 と 呼び ます 。 
カー ソル ビー つづ は 次 の よう に し て 動か し ます 。 


全 キ ー ボ ー ド で 操作 する 場合 
キー ボー ド の カー ソル に を 押す と 、 カ ー ソ ルピー か 1 行 ず っ 上 下 し ます 。 


ジョ ヨイ パッ ド 、 マ ウス で 操作 する 場合 
・ 画面 上 の カー ソル を 、 指 定 し た い フ ァイル に 合わ せ て トリ ガー ボタ ン A を 押す と 、 
その 行 に カー ソル ビーーー] が 移動 し ます 。 
・ カ ー ソ ル K を 画面 の また は に 合わ せ て トリ ガー ボタ ン A を 押す と 、 カ 
ー ソ ル し ___ _ が 1 行 ず つ 上 下 し ます 。 


すべ て の ファ イル を 一 度 に 表示 で き な い と き は 


フロ ッ ピー ディス ク に 8 個 以 上 の ファ イル が ある と き 、 現 在 表示 され て いな い フ ァイル 名 
を 表示 させ る に は 、 次 の (1 ) か ら (3 ) の 方 法 が あり ます 。 


(1) スク ロー ル 
ディ レク トリ 表示 欄 の すべ て の 行 を 1 行 繰り 上 げ (また は 繰り 下げ ) て 、 一 番 下 (また 


は 一 番 上 ) の 空い た 行 に 新しい ファ イル を 表示 する 方 法 で す 。 


キーボード で 操作 する 場合 
カー ソル ピー が 一 番 下 に ある と き に カー ソル 名 ] を 押す と 、 ひ と つ ず つ 続 き の 
ファ イル を 表示 で き 、 一 番 上 に ある と き に カー ソル に じ ) を 押す と 、 前 に 見 た 部 分 に 戻 
る こと が で きま す 。 


ジョ ヨイ パッ ド 、 マ ウス で 操作 する 場合 
カー ソル ピー が 一 番 下 に ある と き は 画面 の アイ コン を 選び 、 一 番 上 に あ 
る と き は [ 人 | を 選び ます 。 


( 2 ) ペー ジ め くり 
現在 ディ レク トリ 表示 欄 に 表示 され て いる グル ー プ ( 8 ファ イル ) の 表示 を 切り 替え 、 
新しく 次 の (また は 前 の ) グル ー プ を 表示 する 方 法 で す 。 
ペー ジ め くり は キー ボー ド の み で 行う こと が で き 、 を 押し な が ら カ ー ソ ルツ 
(て) を 押し ます 。 


( 3 ) スラ イド スイ ッ チ で 指定 する 

アイ コン を 使う た め 、 ジ ョ イ パ ッ ド 、 マ ウス の み で で きる 方 法 で す 。 
スラ イド スイ ッ チ は 、 現在 表示 され て いる ファ イル が その フロ ッ ピ 
ー デ ィ ス ク の すべ て の ファ イル の どの あたり の 順番 に ある の か を 示 
し て いま す 。 

カー ソル K。 を スラ イド スイ ッ チ の 上 (また は 下 ) に 合わ せ て トリ 
ガー ボタ ン A を 押す と 、 ス ライ ドス イッ チ が その 位置 まで 移動 し 、 
同時 に ディ レク トリ 表示 欄 の ファ イル 表示 も その 位置 に ある ファ イ 
ル の 表示 に 切り 替わり ます 。 回 


ファ イル イン ジ ケ ー タ の 読み か た 
ファ イル イン ジ ケ ー タ は 、 フ ロッ ピー ディ スク に 保存 され て いる ファ イル が 、 人 容量 に 対 


し て どれ だ け の 容量 を 占め て いる か を 示し て いま す 。 黄色い 部 分 が ファ イル の 占め て いる 
容量 の 大 き さ で 、 左側 の E に 近い ほど 小さ く 、 右 側 の F に 近い ほど 大 きい こと を 示し ます 。 


ゅ | 
EK が ES 作 い 直 


フロ ッ ピー ディ スク の 
F 314K free 残り 容量 (単位 KB) 
男 14 file(s) ファ イル 数 


回 
較 較 固 圏 圏 較 男 較 [LILILILI 


時 


@ 1 枚 の フロ ッ ピー ディ スク に は 、 最 大 1 1 2 個 ま で の ファ イル が 入り ます 。 
デー タ の 容量 に よっ て は 、 フ ァイル 数 が 少な く な る こと が あり ます 。 


に REN DSCSSSRSSPRSGSESSSSSSNSGN い 2 Oh 議 


ノ ァ イル の リバ ト を 表示 する 


ディ スク ツー ル で は 、 操作 中 に フロ ッ ピー 
ディ スク を 入れ 替え る こと が で きま す 。 


フロ ッ ピー ディ スク を 入れ 替え た あと 
(ディ レク トリ ) を 選ぶ 
と 、 新 し く 入 れ た フロ ッ ピー ディ スク の フ 
ァイル リス ト が 表示 され ます 。 


操作 方 法 


1 DIRECTORY | を 選ぶ 。 器 19-91 8: 
(ディ レク トリ ) 88-10-28 20:36 
88-11 3 17:OB 
[1 ) を 押す 。 し 2 88-11 -O3 21:OO 
8O-11 -O3 23:58 
E "で: 368K free 
罰 国 較 較 剛 国司 口 口 口 口 ロロ ロロ 13 file(s) 
』 デイ スク ドラ イブ 増設 
10:21 
O9:17 
ファ イル 一 覧 1 
ドラ イブ を 指定 し て ら 4 17:08 
くだ さい 29:98 
立 | こい レ ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ーー 
e Sa を 押す 。 上 mmm 和夫 


file($) 


(増設 ドラ イプ の ファ イル リス ト ) 


@| N USE (イン ユー ス ) ラン プ が 点灯 し て いる と き に 、 フ ロッ ピー ディ スク を 出し 入れ し な 
いで くだ さい 、。 


ファ イル 名 を 変更 する 


2 RENAME |( リ ネー ム ) は 、 フ ロッ ピー 
ディ スク に 保存 し た ファ イル の 名 前 を 変え 
た いと き に 使い ます 。. 


操作 方 法 
1 加 呈 2 RENAME | を 選ぶ 。 ファ イル 名 の 変更 


NMR ファ イル を 指定 し て 


[ 2 ] を 押す 。 っ く 守 きい 
RETURN ESC 


』 デイ スク ド ライ ブ 増 設 時 


ファ イル 一 覧 


ファ イル 名 の 変更 


くだ さい 姜 和 枯 
中 内 成 議 4 外部 還 3 取 消 旧 放 35 と 


RETURN ESC 


と 3 生 共 @ 付 属 の シス テム ディ スク に 入っ て いる ファ イル の 名 前 は 変更 し な いで くだ さい 。 
変更 する と 正しい 動作 を し な く な り ま す 。 


る 前 を 変更 し た い フ ァイル を 指定 する 。 
て を 押す 。 


] SAMPLEB BAS 80- 1 -O3 23: 58 
368K free 


( 例 は 「TEST1 .PIC」) Wammmmmmpon5 科 168| 


SAMPLE2 JPIC 


ファ イル 名 の 変更 
変更 前 "TEST1 plc 
を 押す 。 ae 変更 後 


RETURN ESC 


4 新しい ファ イル 名 を 入力 する 。 ファ イル 名 の 変更 


変更 前 TEST 
ts(A(WPCGGCO | 


を 押す 。 変更 後 


( 例 は 「SAMPLE1 」) に ESC 


拡張 子 を 入力 する 。 の の の 
を 入力 し て か ら 変更 前 "TEST1 pic 


な - ek 変更 後 SAMPLE1PIC 
(PJL」 を 押す RETURN ESC 


( 例 は 「PIC」 ) 


@ デ ィ レ クト リ 表 示 欄 に は 、 あ ら か じ め | 1 DIRECTORY | で 、 名 前 を 変更 し た い フ ァイル の 入っ て い 
る フロ ッ ピー ディ スク の ファ イル リス ト を 表示 させ て お いて くだ さい 。 た だ し 、 フ ロッ ピー ディ 
スク ドラ イブ 増設 時 は 、 不 要 で す 。 

@ フ ァイル 名 の 入力 を まち が えた と き は 、 [ BS を 押し て まち が えた と ころ まで の 文字 を 消し 、 正 し 
い 文 字 を 入力 し 直し ます 。 
@ フ ァイル 名 に は 8 文字 まで の 英文 字 、 数 字 、 カ タカ ナ が 使え ます 。 
英文 字 の 大 文字 と 小文字 は 区 別 さ れ ま せん 。( 同 じ フ ァイル 名 に な り ま す 。) 
3 人 MIE 8 まま Am 
せん 。 


ファ イル 名 の 変更 


た だ いま 処理 中 で す 
iu ~ | 少し お 待ち くだ さい 


2 


ファ イル 名 の 変更 


変更 終了 


「 変 更 終了 」 の 表示 は 、 い ずれ か の キー を 押す か 、 ト リガ ー ボ タン A を 押す と 消え ます 。 


@ グラ フィ ッ ク ツ ー ル 、 ワ ー プ ロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル で 作成 し た ファ イル の 
拡張 子 は 変更 し な いで くだ さい 。 変 更 す る と 呼び 出せ な く な り ま す 。 

@ 同 じ フ ロッ ピー ディ スク に ある 他 の ファ イル と 同じ 名 前 を 入力 する と 、 元 の ファ イル を 新しい フ 
ァイル に 書き 換え て も 良い か 確認 を 求め る メッ セー ジ が 表示 され ます 。 
この と き を 押す と 、 元 の ファ イル の 内 容 は 消さ れ て し まい ます 。 


に KGN が ESI 凡 灯 


ファ イル を 削除 する 


3 ERASE | (イレ ー ス ) は 、 必 要 の な く な っ た 
ファ イル を 削除 し ます 。 そ の 結果 、 フ ロッ ピー 
ディ スク の 残り 容量 が 増え ます 。 . 


3 ERASE | を 選ぶ 。 ファ イル の 削除 
(イレ ー ス ) ファ イル を 指定 し て 
計 くだ さい 
3 を 本 ru 関 凡 ex 國 識 


! ディ スク ドラ イブ 増設 時 


epcenrr の ファ イル の 削除 
"の ファ イル を 指定 し て 
Pi | くだ さい 


) 加計 : 較 量 ec 国 開 | また は 


RETURN ESC 


RA 
著 
計 


計 3 当 付属 の シス テム ディ スク に 保存 され て いる ファ イル は 削除 し な いで くだ さい 。 


削除 し た い フ ァイル を 指定 する 。 


の we - 


( 例 は 「TEST1 .PIC」 ) 邊 “ 1 


誠 ア イル | TEST1 ER CC 
を 拓 す 。 + | 削除 を 実行 し ます 
RETURN ESC 


ファ イル の 削除 
た だ いま 処理 中 で す 
[| を 押す 。 っ 少し お 待ち くだ さい 


! 


EKN が ES 内 直 


ファ イル の 削除 


削除 終了 


「 削 除 終了 」 の 表示 は 、 い ずれ か の キー を 入力 する か 、 ト リガ ー ボ タン A を 押す と 消え ま 
す 。 


@ デ ィ レ クト リ 表 示 欄 に は 、 あ ら か じ め | 1 DIRECTORY | で 、 名 前 を 変更 し た い フ ァイル の 入っ て い 
る フロ ッ ピー ディ スク の ファ イル リス ト を 表示 させ て お いて くだ さい 。 た だ し 、 フ ロッ ピー ディ 
スク ドラ イブ 増設 時 は 、 不 要 で す 。 


@ | で 、 削除 し た い フ ァイル と ちがう 場合 は を 押し ます 。 


ファ イル を 複写 する 


(コピ ー) を 使う と 、 フ ァイル 名 
を 変え て 同じ フロ ッ ピー ディ スク に 、 ま た は 
他 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 複写 (コピ ー) 
する ご と が で きま す 。 


操作 方 法 ( フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 増設 じ て い な い 場 合 ) 


を 選ぶ 。 ファ イル の コピ ー 
4 コピ ー 元 を 指定 し て 
[ 4 」 を 押す 。 っ | くだ さい 
RETURN ESC 


コピ ー 元 を 指定 する 。 sm pe 
LE3 PIC 
3 難 昌 能 
ヶ < を 押す 。 BAS 8 
う BAS 
|E 


( 例 は 「TEST1 .PIC」) 


ファ イル の コピ ー 
コピ ー 元 暫 ES 訓 請 本 6 
[ を 押す 。 っ | コピ ー 先 


Ear csc 国 訂 


SE 計 “コビー 先 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク は 、 フ ォ ー マ ッ ト (初期 化 ) され た も の で な けれ ば 使用 で きま せ 
ん 。 フ ォ ー マ ッ ト 機 能 ( 〇 99 ページ ) を ご 利用 くだ さい 、。 
@ フ ァイル を 同じ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に コピ ー する と き は 、 コ ピー 元 の ファ イル 名 と コピ ー 先 の フ 
ァイル 名 は 必ず 変え て くだ さい 。 
@ デ ィ レ クト リ 表 示 欄 に は 、 あ ら か じ め で コピ ー 元 の ファ イル の 入っ て いる フロ ッ 
ピー ディ スク の ファ イル リス ト を 表示 させ て お きま す 。 た だ し 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ 増設 
時 は 、 不 要 で す 。 


コピ ー 先 の ファ イル 名 を 上 ⑳ 還 本 寺 
入力 する 。 コピ ー 元 TEST1 PC 


(sjLAJ(M(P] っ ュ | コピ ー 先 SAMPLE1PIC 
[. [P」 中 目 を 押す 。 RETURN ESC 


( 例 は 「SAMPLE1 .PIC」 ) 


ファ ギ 劇 @ 思 居 二 
コピ ー 元 を 内 蔵 ドラ イブ 
[| を 押す 。 * | に セッ ト し て くだ だ き い 


RETURN ESC 


コピ ー 元 の ファ イル の 入っ て いる フ ー 

ロッ ピー ディ スク が 内 蔵 ド ライ ブ に 人 

入っ て いる こと を 確認 し て 、 コピ ー 先 を 内 蔵 ドラ イブ 
* | に セッ ト し て くだ きい 

[ 由 を 押す 。 RETURN ESC 


コピ ー 先 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 入 ファ イル の コピ ー 
れ 和 替え て 、 
[ を 押す 。 


「 フ ァイル コピ ー 終 了 」 の 表示 は 、 い ずれ か の キー を 押す か 、 ト リガ ー ボ タン A を 押す と 
消え ます 。 


@ フ ァイル 名 は 8 文字 まで の 英文 字 、 数 字 、 カ タカ ナ で 、 拡 張子 も 使え ます 。 
@ 図 で 、 同じ フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に コピ ー す る と き は 、 そ の まま 【』 を 押し ます 。 
@ 一 度 に コピ ー で き な い と き は 、 [ 同 の メッ セー ジ が ふた た び 表 示さ れ ま す 。 そ の と き は 、 内 蔵 ド 
ライ ブ に コピ ー 元 の フロ ッ ピー ディ スク を 入れ て | を 押し ます 。 ぞ の 後 は [| - 圏 の 操作 を 
「 フ ァイル コピ ー 終 了 」 と 表示 され る まで 繰り 返し 行い ます 。 
SR (キロ バイ ト ) の コピ ー が 行え ます 。 フ ァイル の 容量 の 大 き さ に 応 


、 必 要 な 差し 替え 操作 も 多く な り ま す 。 


操作 方 法 (ブフ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 増設 し て いる 場合 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ を 増設 し て いる 場合 は 、 サ イズ の 大 き な フ ァイル を コピ ー す 
る と き で も 、 内 蔵 ド ライ ブ で コピ ー 元 と コピ ー 先 の フロ ッ ピー ディ スク を 入れ 替え る 必要 


が な い の で 、 た い へ ん 便利 で す 。 


コピ ー 元 を 内 蔵 ドラ イ の の my 
ブ に セッ ト し 、 コピ ー 元 を 指定 し て 
を 選 ぶ 。 ラ くだ さい 
(コピ ー) RETURN ESC 


[ 4 ] を 押す 。 


コピ ー 元 を 指定 する 。 時 
ATP PIC 88- 
マリ 
lg E F 996K free 
( 例 は 「TEST1 .PIC」 ) mmmmmmmn ーーー コ fe 
ファ イル の コピ ー 
コピ ー 先 の ドラ イブ 
を 押す 。 1 
。 || を 指定 し て くだ さい 
1 2 SC 
コピ ー 先 に 外部 を 選ぶ 。 フラ ァ ィ ル の = ピー 
[ 2 ] を 押す 。 m = 
L_ EE 宇 行 村 反 消 


@ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 増設 し て いる 場合 で も 、 コ ピー 元 は 必ず 内 蔵 ド ライ プ に な り ま す 。 
コピ ー 元 の フロ ッ ピー ディ スク を 内 蔵 ド ライ ブ に 入れ て 操作 を 始め て くだ さい 。 
@ 同 じ フ ロッ ピー ディ スク に ファ イル を コピ ー す る と き に は 、 半 で 「 内 蔵 」 を 選び ます 。 


it 1 ファ イル の コピ ー 

に コピ ー 元 間 ESTI PIG 
[MLP]J(LUEJL) 。 | コピ ー 先 SAMPLEtPIC 

[. [P ロロ を 押す 。 RETURN ESC 


( 例 は 「SAMPLE1 .PIC」 ) 


|| ファ イル の コピ ー 

コピ ー 先 を 外部 ドラ イブ 
ey に セツ ッ ト し で ください) 
cr 還 食 ec 回 較 


を 押す 。 


ファ イル の コピ ー 


増設 ドラ イブ に コピ ー 先 の フロ ッ ピー 
ディ スク を 入れ て 
ュ ファ イル コピ ー 終 了 


を 押す 。 


「 フ ァイル コピ ー 終 了 」 の 表示 は 、 い ずれ か の キー を 押す か 、 ト リガ ー ボ タン A を 押す と 消 
えま す 。 


@ コ ピー 先 に 「 内 蔵 」 を 選ぶ と 、 同 じ フ ロッ ピー ディ スク 内 に コピ ー す る こと に な り ます 。 この た 
め 、 コ ピー 先 の フロ ッ ピー ディ スク を セッ ト す る メッ セー ジ は 表示 され ませ ん 。 


すべ て の ファ イル を 複写 する 


(ディ スク コピ ー) は 、 
フロ ッ ピー ディ スク 内 の すべ て の ファ イル 
を コピ ー す る 機能 で す 。 フロ ッ ピー ディ 
スク の バッ クア ッ プ を と る (重要 な フロ ッ 
ピー ディ スク を コピ ー し て 保管 し て お く ) 
と き に 使い ます 。 


探 作 方 法 (ブロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ を 増設 じ て い な い 場 合 ) 
1 を 選ぶ 。 


ディ スク の コピ ー 
コピ ー 元 を 内 蔵 ドラ イブ 
に セッ ト し て くだ さい 

RETURN ESC 


ーー 


(ディ スク コピ ー) 


[ 5 ] を 押す 。 っ 


ディ スク の コピ ー 


コピ ー 元 の フロ ッ ピー ディ スク を 内 基 | コラ ー ム を 内 蔵 ド ライ ブ 


ドラ イブ プ に 入れ 、 M 
ュ > | に セッ ト し て くだ さい 
[を 押す 。 RETURN ESC 


主 き 衣 “コピ ー 先 の フロ ッ ピー ディス ク は 、 フ ォ ー マ ッ ト (初期 化 ) され た も の で な けれ ば 使用 で きま せ 
ん 。 フォー マッ ト 機 能 (上 〇 99 ペ ー ジ ) を ご 利用 くだ さい 。 
@ 市 販 ソ フト に よっ て は 、 コ ピー で き な い よう に し て いる (コピ ー プ ロ テ ク ト 機能 ) も の も あり ま 
す 。 

@ 一 度 に コピ ー で き な い と き は 、 較 の メッ セー ジ が ふた た び 表 示さ れ ま す 。 ぞ の と き は 、 内 蔵 ド 
ライ ブ に コピ ー 元 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 入れ て 同 | を 押し ます 。 その 後 は 、 較 ~ 賠 の 操作 
を 「 デ ィ ス クコ ピー 終了 」 と 表示 され る まで 繰り 返し 行い ます 。 
1 回 の 差し 替え 操作 で 約 64KB (キロ バイ ト ) の コピ ー が 行え ます 。 フ ァイル の 容量 の 大 き さ に 応 


じ て 、 必 要 な 差し 替え 操作 も 多く な り ま す 。 


| ディ スク の コピ ー 諸 誠 


コピ ー 先 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 
内 茂 ド ライ ブ に 入れ 、 ー 
っ ディ スク コピ ー 終 了 


[ 訓 を 押す 。 


「 デ ィ ス クコ ピー 終了 」 の 表示 は 、 い ずれ か の キー を 押す か 、 ト リガ ー ボ タン A を 押す と 
消え ます 。 


探 人 方法 ( フロッピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ を 増設 じ て い る 場合 


フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ を 増設 し て いる 場合 は 、 多 く の フ ァイル が 保存 され て いる フ 
ロッ ピー ディ スク を ディ スク コピ ー す る と き で も 、 ヨ ピ ー 売 と コピ ー 先 の メロ ッ ピ ー デ ィ 
スク を 入れ 替え る 必要 が な い の で 、 た い へ ん 便利 で す 。 


コビー を 内 導 ド ライ ント に | 
セッ ト し 、| 5 DISKCOPY ] コピ ー 先 の ドラ イブ 
IE を 指定 し て くだ さい 
[ 5 ] を 押す 。 RETURN 革 全 SW 取消 | 


ト 2 


コピ ー 先 に 外部 を 選ぶ 。 の 020 
コピ ー 元 を 内 蔵 ドラ イブ 
に セッ ト し て くだ さい 


RETURN ESC 


[ 2 を 押す 。 と 


@ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 増設 し て いる 場合 で も 、 コ ピー 元 は 必ず 内 蔵 ド ライ ブ プ に な り ま す 。 
コピ ー 元 の フロ ッ ピー ディ スク を 内 蔵 ド ライ プ に 入れ て 操作 を 始め て くだ さい 。 


@ フ ロッ ピー ディ スク 増設 時 、 コ ピー 先 に 「 内 蔵 」 を 選ん だ 場合 の その 後 の 操 作 は 、 フ ロッ ピー ディ 


スク ドラ イブ を 増設 し て い な い 場 合 と 同じ に な り ま す 。 


コピ ー 元 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 内 蔵 
ドラ イブ に 入れ 、 

可 
を 押す 。 


コピ ー 先 の フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 増設 
ドラ イブ に 入れ 、 

に 2 
を 押す 。 


デイ スタ の al 

コピ ー 先 を 外部 ドラ イブ 

に セッ ト し て く 祥 ざい 
RETURN ESC 


2 の の 本 全 


ディ スク コピ ー 終 了 


ドー 


「 デ ィ ス クコ ピー 終了 」 の 表示 は 、 いずれ か の キー を 押す か 、 


トリ ガー ボタ ン A を 押す と 消え ます 。 


フロ ルー アハ 24 初 期 人 (オー マ 小 


(フォ ー マ ッ ト ) は 、 買っ た 
ば か り の 新しい フロ ッ ピー ディ スク を 、MS 
X パ ソコ ン で 使え る 状態 に する 機能 で す 。 
フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) を する こと に より 、 
フロ ッ ピー ディ スク に 保存 され て いる ファ イ 
ル が すべ て 消え て し まい ます の で ご 注意 くだ 
さい 。 


操作 方 法 


6 FORMAT | を 選ぶ 。 ディ スク の 初期 化 
(ウォ ー マ ッ ト ) フォ ー マ ッ ト タ イプ 
[ 寺 時 。 っ > | を 指定 し て くだ さい 


1 議 有 2 se 取消 | 


EEKSESI 川相 


フォ ー マ ッ ト タ イ プ を 選ぶ 。 
内 蔵 ド ライ ブ に 
また は 、| 2 ] を 押す 。 * | セト し て く 定 きい 


RETURN ESC 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク を 内 蔵 ド キー テク の 幼 期 人 
ライ ブ に セッ ト す る 。 し ディ スク の 拓 
[| を 押す 。 っ フォ ー マ ッ ト 終 了 


「 フ ォ ー マ ッ ト 終 了 」 の 表示 は 、 い ずれ か の キー を 押す か 、 ト リガ ー ボ タン A を 押す と 消え 
ます 。 


ご 注意 @ 付 属 の シス テム ディ スク は 、 絶 対 に フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) し な いで くだ さい 。 保 存 さ れ て いる 


プロ グラ ム が すべ て 消え て し まい ます 。 
@2DD (両面 倍 密 度 倍 ト ラッ ク ) は 、1DD (片面 倍 密度 倍 ト ラッ ク ) の 2 倍 の 記憶 容量 が あり 
ES 上 応 


@ 初 期 化 に は 約 2 分 半 か か り ま す 。 


ノ ファ イル の 大 き さ を 表示 する 


| 7 SIZE (サイ ズ ) は 、 デ ィ レ クト リ 表 示 欄 の フ 
ァイル 作成 日 時 の 表示 を 、 各 ファ イル の 大 き さ 
(容量 ) の 表示 に 切り 替え る 機能 で す 。 


ファ イル 作成 の 日 付 と 時 刻 の 表示 


DISKTOOL.APL 88-04-02 00:00 


を 選ぶ 。 
を 押す 。 


し 2 す 舎 。 [7] を 押す た びに 切り 替わる 。 


DISKTOOL.APL 37504 


ファ イル の 大 き さ (単位 : バイ ト ) 


@ デ ィ レ クト リ 以 外 の 機能 を 操作 し て いる 間 は 、 サ イズ を 選ん で も 無視 され ます 。 


内 語 と 億 設 7 を 功 り 夫 える 


フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ を 増設 し 
て いる と き に 、 デ ィ ス クツ ー ル の 操作 
の 対象 を 内 蔵 ド ライ ブ (MAIN DRIVE) 
と 増設 ドラ イブ (EXTRA DRIME ) の 間 で 
切り 替え る 機能 で す 。 


2 NN そ 
アア アベ ペ ーー タテ 
ラブ チワ ワ CC ググ / グ 


操作 方 法 


内 蔵 ド ライ ブ を 選ぶ と き 。 


KC を 押す 。 ッ 


EN が ES 内 下 


増設 ドラ イブ を 選ぶ と き 。 


ぐ ) を 押す 。 \ 


@ ジ ョ イ パ ッ ド や マウ ス を お 使い の と き は 、 画面 上 の | っ | [③ | に カ ー ソ ル を 合わ せ て トリ ガー ボ 
タン A (1 ) を 押し ます 。 

@ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 増設 し て いな いと き は 、 こ の 機能 を 選ん で も 無視 され ます 。 

@ ド ライ ブ 切 り 替 え を し て も 、 増 設 ド ライ プ で は フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) は で きま せん 。 

@ コ ピー、 デ ィ ス クコ ピー の コピ ー 元 は 、 必 ず 内 蔵 ド ライ ブ に な り ま す 。 


ちょ っ と 餅 い 使い か た 


こう する と 安全 で 便利 


| 付属 の シス テム ディ スク に は 、 デ ィ ス クツ ー ル や グラ フィ ッ ク ツ ー ル な どの 多く の ファ イ 
ル が 保存 され て いま す 。 誤っ て 消し た り 書 き 換え た り し て し まう と 、 取 り 返 し が つか な く 
な っ て し まい ます 。 

ぞ そこ で 同じ フロ ッ ピー ディ スク を 1 枚 コ ピー し て お く (バッ クア ッ プ を と っ て お く ) と 、 
安全 な うえ 便利 で す 。 

まず 新しい フロ ッ ピー ディ スク を 2 枚 用 意 し 、 フ ォ ーー マット (初期 化 ) ( ぱ 99 ペ ー ジ ) し 
ます 。 次 に 付属 の シス テム ディ スク 1 と 2 に 保存 され て いる 内 容 を 、 こ の フォ ー マ ッ ト し 
た フロ ッ ピー ディ スク に それ ぞ れ ディ スク コピ ー ( 必 96 ペ ー ジ ) すれ ば 、 ま っ た く 同 じ フ 
ロッ ピー ディ スク が で き あ が り ま す 。 元 の 付属 の シス テム ディ スク は 保管 し て お き 、 通 常 
は 新しく 作っ た フロ ッ ピー ディ スク を 使い ます 。 


さら に 便利 な 方 法 


グラ フィ ッ ク ツ ー ル を よく 使う か た は 、 付 属 の シス テム ディ スク 2 や 上 記 の 方 法 で コピ ー 
し た フロ ッ ピー ディ スク に デー タ を 保存 し て いく と 、 す ぐに フロ ッ ピー ディ スク が いっ ぱ 
い に な っ て し まう こと が あり ます 。 そ ぞ そこで 、 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル 専用 の フロ ッ ピー ディ ス 
ク を 作る と 、 よ り 一 層 便 利 に な り ま す 。 フ ォ ー マ ッ ト し た 新しい フロ ッ ピー ディ スク に 、 
付属 の シス テム ディ スク に 保存 され て いる 内 容 を コピ ー (92 ペ ー ジ ) し ます 。 コ ピー す 
る ファ イル は 、 次 の 通り で す 。 


MSXDOS .SYS COMMAND .COM AUTOEXEC.BAT TOOL  .COM 
GRAPHTOL.APL 


この 方 法 で 作っ た フロ ッ ピー ディ スク を 使う と 、 よ り 多 く の デ ー タ を 保存 で き 、 ま た 、 フ 
ロッ ピー ディ スク を 入れ 替え る 操作 も 必要 な い の で 、 た い へ ん 便利 で す 。 


第 〇 章 


クラ ワ ィ | ッ ク ッ ツール 


簡単 に 画面 に 絵 を 描け る よう に し た の が グラ フィ ッ ク ツ ー ル で す 。 
すでに イメ ー ジ ・ ス キャ ナ (F S 一 RS 5 0 0) を お 持ち の 方 は イラ スト を 
取り 込む こと が で きま す 。 ま た 、 プ リン タ を 使え ば 印刷 する こと も で きま す 。 


さ ー ご と とい さ NJMIN 岬 半 


スタ ー ト する 前 に 


グラ フィ ッ ク ツ ー ル を スタ ー ト する 前 に 、 次 の こと を 知っ て お いて くだ さい 。 


入力 機器 に つい て 


グラ フィ ッ ク ツ ー ル で は 、 画面 に 表示 され た カー ソル い 。 を 動か すこ と で 操作 を 行い ます 。 


キー ボー ド を 使う と き と 、 マ ウス や ジョ イ パ ッ ド を 使う と き と で 使用 で きる 機能 は 同じ で 
す が 、 操作 し た と き の カ ー ソ ル の 動き か た が 少し 異な り ま す 。 


キー ボー ド  。 カー ソル は 上 下 を 右 と 冬 め の 8 方 向 に だ け 動 きま す 。 
垂直 、 水 平方 向 の 直線 を 描く と き に 便利 で す 。 


マ ウ ス カー ン ル 【 の 移動 方 向 に 制限 が な い の で 、 片 手 で 自由 に 曲線 を 描く 
こと が で き 、 ま た カー ソル を 速く 移動 させ る 場合 も や 、 た い へ ん 操 
作 し や すく な り ま す 。 
(ジョ イ パ ッ ド を 使う 場合 は 、 キ ー ボ ー ド と ほぼ 同じ で す 。) 


入力 機器 を マウ ス に 指定 し た 場合 で も キー ボー ド の カー ソル キー が 使え ます か ら 、 垂直 、 
水平 方 向 の 直線 を 描く 場合 は キー ボー ド 、 他 の と き は マウ ス を 使う と 便利 で す 。 


グラ フィ ッ ク ツ ー ル で 使う 周辺 機器 に つい て 


グラ フィ ッ ク ツ ー ル に は 、 作 成 し た 絵 を プリ ンタ で 印刷 し た り イ メー ジ ・ ス キャ ナ (F S 一 
R S 5 0 0 ) を 使っ て 印刷 物 か ら イ ラス ト を 取り 込ん だ りす る 機能 が あり ます 。 
これ ら の 機能 を 使う 場合 は 、 次 の こと に 注意 し て くだ さい 。 


・ 使 用 で きる プリ ンタ は 、MS X 仕 様 の 24 ド ッ ト 漢 字 プリ ンタ だ け で す 。 
推奨 機種 当社 製 24 ド ッ ト 熱 転写 漢字 プリ ンタ FS 一 PK1 GG 日 発売 ) 


・ イ メー ジ ・ ス キャ ナ (F S 一 R S 5 0 0) と 増設 ドラ イブ を 同時 に 接続 し て 使用 する と き 
は 次 の こと を 守っ て くだ さい 。 
・ 内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ を 「 切 」 に する 。 
・ シ ステ ム デ ィ ス ク 2 は 増設 ドラ イブ に 差し 込む 。 
・ [CTRL ] を 押し な が ら 、 電 源 ス イッ チ を 入れ る 。[ CTRL ] は 付属 ソフ ト の メニ ュ 
ー 画 面 (次 ペー ジ ) が 表示 され る まで 押し 続け る 。 


@ プ リン タ や イメ ー ジ ・ ス キャ ナ は 、 電 源 ス イッ チ を 入れ る 前 に 接続 し て お いて くだ さい 。 


スタ ー ト の し か た と 終わ りか た 


メイ ン メ ニュ ー 画 面 か ら の スタ ー ト の し か た と 、 基 本 的 な 操作 の し か た を 説明 し ます 。 


スタ ー ト の し か た 


BAS1C を 選ぶ 。 


[ 9 を 押す 。 マ 


付属 の シス テム ディ スク 2 を 内 茂 
ドライ ブナ に 差し 込む 。 


(付属 ソフ ト の メニ ュー 画面 ) 


グフ フィ イッ クツ ソール を 選ぶ 。 
[ 2 ] を 押す 。 2 


・ キ ー ボ ー ド を 選ぶ と き 
・ ジ ョ イ パ ッ ド を 選ぶ と き [32) 
・ マ ウス を 選ぶ と き 


(グラ フィ ッ ク ツ ー ル の メイ ン メ ニュ ー) 


@ 間 で シス テム ディ スク 2 を フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ に 差し 込ん で いな い 場 合 は 、B A S | 
C の 画面 に な なり ま す 。 シ ステ ム デ ィ ス ク 2 を フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク ド ラ イブ に 差し 込み 、R E SE 
T (リセ ッ ト ) ポタ ン を 押し て や り 直 し て くだ さい 。 


@ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 増設 し て いる 場合 は 、 内 蔵 ソフ ト 切 替 スイ ッ チ を 「 切 ] に し て 、 
増設 ドラ イプ に シス テム ディ スク 2 を 差し 込み 、 を 押し な が ら 電 源 ス イッ チ を 入れ て や 
り 直し て くだ さい 。 


に カー ソル を 合わ せ て 


LSPACE ) を 押す 。 


| 
を 押す か 、 
| Q | に カー ソル を 合わ せ て 、 
を 押す 。 

に カー ソル を 合わ せ て 、 

を 押す 。 


『l 電源 人 イッ ナチ を 切る 。 


(イジ メル ニュー) 


し 
か の 5 拓 っ 


[YES| 


(MS XーDOS 画 面 ) 


@ 画 面 に 表示 され て いる 絵 を 保存 し な いで 終了 する と 、 絵 が 消え ます 。 先 に フロ ッ ピー ディ スク に 


保存 し て くだ さい 。(⑤164 ペ ー ジ ) 


@ | | で [ESC] を 押し て も 、 画面 は 変わ り ませ ん 。 


e | | で の か わり に 表示 右上 の | Q | を 選ぶ と 、 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル の メイ ン メ ニュ ー に 


戻り ます 。 


@M S XーD 0 S 画 面 が 表示 され て いる と き に 付属 ソフ ト を 楽し みた い 場合 は 、[T] [O]〔O] 
(小文字 で も か まい ませ ん ) と キー を 順に 押し た 後 に (RETURN) キー を 押す と 、 付 属 ソ フト の 


メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 


基本 的 な 近 作 の し か た 


この 赤い 四角 (アイ コン ) に 
カー ソル を 合わ せ て [SPACE ) 
キー を 押す と 、 メ イン メニ ュ 
ー が 消え ます 。 もう一度 押 す 
と メイ ン メ ニュ ー が 現われ ま 


一 選 必 ーーー ニ ーー す 。 


カー ソル の 動か し か た 


カー ソル RS は カー ソル KC くつ 】 キ ー で 動き ます 。 斜め に 移動 させ る と き 、 た と えば 石 下 
に 移動 させ る と き は 、 師 キー と ぐ 』』 キ ー を 同時 に 押し ます 。 
また を 押し な が ら カ ー ソ ルキ ー を 押す と 、 カ ー ソ ル は ゆっ くり 動き ます の 
で 、 細か い 部 分 の 修正 を 行う と き な ど に 利用 し て くだ さい 。 


メニ ュー と アイ コン 


メイ ン メ ニュ ー の アイ コン を 選ぶ と 、 そ の 機能 の 細か い 操 作 を 行う た め の メ ニュ 一 が 表示 
され ます 。 この 名 機能 別 の メニ ュー を サ プ メ ニュ ー と 呼び ます 。 


……ーー・ 機能 の 選択 また は 終了 


の St 72 ジー Ne サブ メニ ュー | 操作 の 詳細 の 指定 


また は 中 止 


@ カ ー ソ ル に は 、 移 動 中 に 画面 の 上 下 左右 な ど に か くれ て し まう こと が あり ます 。 
これ は 、 テ レビ の 画面 と パソ コン が 表示 する 画面 の 大 き さ の ちがい に よる も の で す 。 
また 画面 上 の 位置 に よっ て は 、 カ ー ソ ル を 移動 し た と き に カー ソル が 波打つ こと が あり ます が 、 


操作 の 効果 に は 関係 あり ませ ん 。 


た と えば 人 少 | を 選ん で み ま し ょ う 。 
メイ ン メ ニュ ー の アイ コン [ ウ | に カー ソル を 合わ せ て [SPACE ) を 押す と 、 新 
し い メ ニュ ー が 表示 され ます 。 これ が (ペン ) の サブ メニ ュー で す 。 


(ペン の サ プ メ ニュ ー) 


サブ プ メ ニュ ー か ら メ イン メニ ュー に 戻り た いと き は 、 サ ブ メ ニュ ー の | Q | の アイ コン に 
カー ソル トト を 合わ せ て [SPACE ) を 押し ます 。 
を 選ん だ と き は 、 [ESC ) を 押す と メイ ン メ ニュ ー に 戻り ます 。 


実行 し た い 操作 の 選び か た 


実行 し た い 操 作 を あら わす アイ コン に カー ソル を 合わ せ て 、[ SPACE ] を 押し ます 。 


以降 の 説明 で は 、 この 操作 を 「 [| | を 選び ます 。」 と 表現 し ます 。 


※ 以 降 の 説明 で は 、 キ ー ボ ー ド を 使っ た 場合 の 操作 の し か た を 説明 し て いま す 。 マ ウス や 
ジョ イ パ ッ ド 、 ジ ョ イス ティ ッ ク を 使う 場合 は 、 特 に こと わり が な いか ぎり 、 〔SPACE ) 
キー を トリ ガー ボタ ン A ま た は ( 1 ) に 、 [ ESC ] キー を トリ ガー ボタ ン B また は (I ) に 読み 
か えて 操作 し て くだ さい 。 


特に いく つか の 種類 の 中 か ら 線 種 め パ ター ン を 選ぶ 場合 は 、 選 ん だ アイ コン の 色 を 反転 し 
て 表示 する こと が あり ます 。 


選ば れ て 色 が 反転 し た 
アイ コン 


サ プ メ ニュ ー の 中 で は 、 実際 に 抽 い た り 色 を 塗っ た りす る アイ コン ( 例 : 少 | ゃ [ 必 | ) 
より も 、 色 の 指定 や 線 種 の パタ ー ン を あら わす アイ コン ( 例 : や | 孤 ] ) を 先 に 選 
ん で くだ さい 。 

実際 に 描い た り 色 を 塗っ た りす る アイ コン を 選ぶ と 、 


[Q | を 残し て 、 サ ブ プ メ | 選ん だ 機能 を あら わす アイ コン 
四 Mai 区 還 


この 状態 で | Q | を 選ぶ と 、 再び サブ メ ニュ ー が 表示 され ます 。 
選ん だ 操作 の 終わ りか た 


選ん だ 機能 の 操作 を 終わ り 、 別 の 機能 を 操作 し た いと き は 、 | Q | の アイ コン を 選ん で ひ 
と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 

表示 され た サ プ メ ニュ ー の 中 に 操作 し た い 機 能 が な い 場合 は 、 も う 一 度 | Q | を 選ん で メ 
イン メニ ュー まで た 戻り ます 。 

この 他 に も を 選ぶ 場合 や 、 を 押す 場合 が あり ます 。 


サブ メニ ュー の 移動 の し か た 


画面 に 絵 を 描い て いる と き に 、 メ ニュ ー の 表示 が 邪魔 に みな か る と き は 、 左 側 の アイ コン ( 選 
ん だ 機能 を あら わす アイ コン ) に カー ソル を 合わ せ 、( SPACE ] を 押し な が ら カ ー ソ ル を 動 
か す と 、 メ ニュ ー を 移動 する こと が で きま す 。 


NR まる き NINN* Ei 


ン 
ン 


ペー 
に 


@ 画 面 に 絵 を 描く こと に 直接 関係 し な い 機 能 (印刷 や 保存 、 呼 び 出 し な ど ) の サブ メニ ュー は 移動 
で きま せん 。 


直前 に 描い た も の を 消し た い 場 合 


線 を 描い た り 、 塗 りつ ぶす 操作 で 失敗 し た と き は 、 あ わ て ず に を 押し て くだ さい 。 
操作 する 前 の 状態 に 戻り ます 。 . 

た だ し 、 直 前 に 描い た 部 分 し か 消え ませ ん 。 ま た を 押す ご と に 、 操 作 する 前 の 画面 
と 操作 し た 後 の 画面 を 交互 に 表示 し ます 。 


先 に 描い た 線 後 で 描い た 線 消え な い 消え る 


を 押す 。 
(操作 後 の 画面 ) (操作 前 の 画面 ) 


機能 と アイ コン 一 覧 


ここ で 、 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル の 機能 と メイ ン メ ニュ ー の アイ コン を 、 簡 単に まとめ て お き 
まし ょ う 。 く わし く は 、 次 ペー ジ 以 降 を お 読み くだ さい 。 


バー ン : 線 を 描く (鉛筆 、 筆 ) 。 


円 、 四 角 、 直線 : 円 、 四 角 ( 枠 だ け 、 枠 の 中 を 塗り つぶ す ) 、 
直線 (実線 、 点 線 、 二 点 鎖線 ) を 描く 。 


塗り つぶ し : 画面 を 塗り つぶ す (は け 、 ペ ン キ 向 ) 。 

消し ゴム : 絵 を 消す (消し ゴム 、 全面 消去 ) 。 

コピ ー : 同一 画面 上 に コピ ー (複写 ) する ( 原 サ コピ ー、 
拡大 ・ 縮 小 コ ピー、 不 定形 コピ ー) 。 

文字 表示 : 画面 に 文字 を 表示 する 。 


イメ ー ジ ・ : 印刷 物 や 手書き の イラ スト を 画面 に 取り 込む 。 
スキ ャ ナ 入 力 (すでに イメ ー ジ ・ ス キャ ナ (FS-RS500) 
を お 持ち の 方 だ けが 使え ます 。) 


保存 ・ 呼 び 出 し : 描い た 絵 を フロ ッ ピー ディ スク に 保存 する 、 呼 び 出す 。 


一 * | 
印 刷 : 描い た 絵 を プリ ンタ で 印刷 する 。 ル 
終了 ・ グラフィック ツー ル を 終了 する 。 


右 の 絵 を 描い て み ま す 。 


バル ー ン 
スタ ー ト の し か た (105 ペ ー ジ ) 
に し た が っ て 、 メ イン メニ ュー 
( ゆ 107 ペ ー ジ ) を 表示 させ て お 
いて くだ さい 。 
コン ドラ 


まず 、 大 きい ほう の バル ー ン の 円 を 描き ます 。 


円 の 中 心 位置 に カー ソル を 
移動 する 。 


@ ミ の 2 に の 半 還 間 


@「 一度 や っ て み ま し ょ う 」 の 操作 の 最後 に 、 保 存 機能 を 使い ます 。 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル を 始め る 
前 に 、 フ ォ ー マ ッ ト (初期 化 ) (②99 ペ ー ジ ) し た フロ ッ ピー ディ スク を 用 意 し て くだ さい 。 
@ 画面 に 絵 が 表示 され て いる 場合 は 「 描 いた 絵 の す べ て を 消す (全面 消去 )」 (⑦144 ペ ー ジ ) を 参 
照 し て 、 消 し て か ら 始 め て くだ さい 。 


を 押し た まま 
を 押す 。 暫 


カー ソル の 動き に 対応 し て 、 
円 が 大 きく な っ たり 小さ く な っ た り し ます 。 


ちょ うど よい 大 き さ で 


SPACE | を は な す 。 mi 


四角 を 描く 


つづ いて ゴン ドラ の 四角 を 描き ます 。 


@ 失 敗 し た 場合 は を 押す と 、 直 前 に 描い た 円 を 消す こと が で きま す 。 


四角 の 左上 角 に カー ソル を 移動 する 。 


を 押す 。 
を 押し た まま 


KO つつ を W す 。 、 


カー ソル の 動き に 対応 し て 、 始 点 と カー ソル 
の 位置 を 対 角 と する 四角 が 描か れ ま す 。 


ちょ うど よい 大 き さ で 


を は な す 。 較 


直線 を 描く 


次 に バル ー ン と ゴン ドラ を 結ぶ ロー プ の 線 を 描き ます 。 


@ 失 骸 し た 場合 は を 押す と 、 直 前 に 描い た 四角 を 消す こと が で きま す 。 


鐘 人 2 ュー ー ーーー 


直線 の 始点 に カー ソル を 移動 する 。 


ツン 
を 押す 。 


SPACE | を 押し た まま 


を 押す 。 


カー ソル の 動き に 対応 し て 、 始 点 と カー ソル 
を 結ぶ 直線 が 描か れ ま す 。 


ちょ うど よい と ころ で 


SPACE | を は な す 。 4 


同様 に し て すべ て の ロー プ を 描く 。 


ロ を 押し な が ら カ ー ソ ルキ ー を 押す と 、 細 か い 位 置 指 定 が で きま す 。 
@ 失 敗 し た 場合 は [ESC ] を 押す と 、 直前 に 描い た 直線 を 消す こと が で きま す 。 


NN まる NRNINI 冊 1 半 


線 を 描く 


バル ー ン の 中 の 折れ 線 を 拉 きま す 。 


(ペン ) を 選ぶ 。 ゅ 


(鉛筆 ) を 選ぶ 。 


す 


| ーー こつ > 上 r つ コー 
K 


9 を 押し な が ら カ ー ソ ルキ ー を 押す と 、 細 か い 位 置 指 定 が で きま す 。 


線 を 描く 始点 に カー ソル を 
移動 する 。 


に 2 
KO つく つ 】 を Ws。 


SPACE | を 押し た まま 


3 
を 押す 。 隊 


描く 線 の 終点 で 


SPACE | を は な す 。 は 


同様 に し て バル ー ン の 中 の 


も うつ ひと つの 線 を 描く 。 


こさ NJMIN Ei 


ン 
ン 


「C つ っ ov 上 Wo 


ペー 
ご ーー 


ご 注意 @ バ ルー ン の 中 の 線 が 途中 で は な れ て いた り 、 バ ルー ン の 円 と 中 の 線 の 接点 が は な れ て いた りす る 
と 、 次 の 塗り つぶ し が うま く で きま せん 。 き っ ちり と 線 を 描い て お いて くだ さい 。 


* 失 敗 し た 場合 は を 押す と 、 直 前 に 描い た 線 を 消す こと が で きま す 。 


色 を 準 る 


バル ー ン ( 左 か ら 緑 、 ピ ンク 、 黄色) と ゴン ドラ (青色 ) に 色 を 塗り ます 。 


緑色 の 枠 (上 段 、 左 か ら 3 つ 目 ) 
に カー ソル を 移動 する 。 


を 押す 。 y 


N 
因 
2 


カー ソル を 、 絵 の 具 に 移動 する 。 
を 押し た まま 


2 只 

を 押す 。 
を は な す 。 
止 | 守 = 


カー ソル を 色 を 塗る 位置 に 
移動 する 。 


を 押す 。 且 


9 を 押す 。 ゅ 


| で ら ーJWov 上 Wo つ 。 


人 半 さ へ NMIY Ei 


ン 
ン 


ペー 
に 


同様 に バル ー ン の 中 央 を ピン ク 色 
(下段 左 か ら 3 番目 )、 右 側 を 黄 

色 (上 段 左 か ら 4 番目 )、 ゴ ンド 

ラ を 青色 (上 段 左 か ら 6 番 目 ) で 叶 

塗り つぶ す 。 


文字 を 表示 する 


今度 は バル ー ン に 「PANA」 と いう 文字 を 書き ます 。 


@ 失 敗 し た 場合 は を 押す と 、 直 前 に 塗り つぶ し た 部 分 を 元 に 戻す こと が で きま す 。 


す 


画面 下部 の | SEL」 を 
| 英 数 」 に する 。 
を 何 回 か 押す 。 


文字 を 入力 する 位置 に 
カー ソル を 移動 する 。 


に 】 
を 押す 。 


[Pl[A][N][A] を 押す 。 


ご ー ご ざさ へ 親 


@ [ SHIFT ] を 押し な が ら カ ー ソ ルキ ー を 押す と 、 細 か い 位 置 指定 が で きま す 。 
@ 文 字 の 入力 を まち が えた と き は 、 ま ち が え た 文字 に カー ソル を 合わ せ 、 を 押し て 消し 、 
正しい 文字 を 入力 し 直し て くだ さい 。 


これ で 気球 が 描け り ま し た 。 で は 、 ご この 気球 を 小さ く コ ピー し て み ま す 。 


1 を 押す 。 叶 


<" 画 CE 
を 選ぶ 。 っ 


コピ ー 元 べ へ カ ー ソ ル を 
移動 する 。 


を 押す 。 ュ 


コピ ー 元 を 四角 で 囲み 指定 する 。 
を 押し た まま 


に 
を 押す 。 
を は な す 。 e ゆ 


コピ ー 先 へ カー ソル を 移動 する 。 


ご 
を 押す 。 


コピ ー 先 を 四角 で 囲み 指定 する 。 
を 押し た まま 


を 押す 。 


9 を は な す 。 骨 


@ 失敗 し た 場合 は を 押す と 、 直 前 に コピ ー し た 部 分 を 元 に 戻す こと が で きま す 。 


| oo 一) つつ > 上 < 


バッ ク に 色 を る 


仕上 げに バッ ク に 色 を 塗り ます 。 
要領 は 「 色 を 塗る ( 必 118 ペ ー ジ ) 」 を みて くだ さい 。 バ パッ ク の 色 は うす い 青 緑色 が いい 
で し ょ う 。 登録 枠 ( 必 132 ペ ー ジ ) の 下段 生か ら 4 番目 で す 。 


保存 する 


せっ か く 描 いた 絵 で すか ら 、 フ ロッ ピー ディ スク に 保存 し ます 。 
フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) し た フロ ッ ピー デ ィ ス ク を フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ に セッ ト 
し まず す 、 


1 1Q を 選ぶ 。 に 


e 画面 を 保存 する の に 約 50 秒 か か り ま す 。 


4 を 選ぶ 。 y 


ファ イル 名 を 入力 する 。 
[P] [Al [N] [A] を 押す 。 只 


(また は を 押す 。) 


に こい が ます さい |N】 冊 m 


線 を 指 く ( 鉛 革 ) 


昭 当 を 使っ て 、 線 を 描い て み ま し ょ う 。 


(ペン ) に カー ソル ぐ を 
合わ せ て 、 を 押す 。 


描き た い 線 の 色 を 決め る 。 
m 
( 色 の 指定 只 132 ペ ー ジ ) 


(ペッ の サブ プ メ ニュー) 


@ [Q| に カー ソル を 合わ せ て [SPACE を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 


鉛筆 を 選ぶ 
3 | (鉛筆 ) に 
カー ソル を 合わ 
"て sPseg を " 
押す 。 
描き 始め た い 場 
KO みう 。 所 に カー ソル を 
移動 する 。 
[ SPACE ) 
を 押し た まま カー ソル が 通 つ 
や 、 中 た あと に 線 が 描 。 只 
か れ ま す 。 針 
5 5 
上 - ゴ 
旦 
グ 
描く 線 が 止ま り ぁ ラ 
を は な す と 表す 。 2 
ク 
ィ 
ル 
/ 旧 旧 を 繰り 返し て 続き を 描き ます 。 


@ 株 を 描く の を 失敗 し た 場合 は 、 他 の 操作 を する 前 に を 押す と 、 直 前 に 描い た 線 を 消す こと 
が で きま す 。 


線 を 指 く ( 健 ) 


筆 を 使っ て 、 線 を 描い て み ま し ょ う 。 4 種類 の パタ ー ン が 選べ ます 。 


に カー ソル KS を 合わ せ て 、 
を 押す 。 


描き た い 線 の 色 を 決め る 。 
( 色 の 指定 132 ペ ー ジ ) 


(ペン の サ プ メ ニュ ー) 


% [Q| に カー ソル を 合わ せ て (SPACE) を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 


人 律 を 選ぶ 


B 群 の 中 か ら 描 
きた い パ ター ン 
KO 叶 に カー ソル を 合 呈 
わせ て 、[ SPACE ) 
を 押す 。 
Sg 。 各 5ec 
人 只 
CO 
を 押す 。 
描き 始め た い 場 
CO】 。 * 衣 に カー ソル を 
移動 する 。 四 
トー ゴ 
旦 
II = 
を 押し た まま 、 カー ソル が 通っ 外 
時 っ た あと に 線 が 衝 = 3 
Ke ペッ か れ ま す 。 が 
ク 
ツ 
ル 
描く 線 が 止ま ) 。 、 
を は な す と 。 法 ます 。 


還 ー 賠 を 繰り 返し て 続き を 描き ます 。 


@ 近 を 描く の を 失敗 し た 場合 は 、 他 の 操作 を する 前 に を 押す と 、 直 前 に 描い た 線 を 消す こと 
が で きま す 。 


X 


EE EE に 3 に 


修正 する ( 虫 め が ね ) 


虫 め が ね を 使っ て 、 修正 し まし ょ う 。 


に カー ソル を 合わ せ て 、 
を 押す 。 


(ペン の サ プ メ ニュ ーー) 


@ [Q] に カー ソル を 合わ せ て [SPACE を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 


虫 め が ね を 選ぶ 


を 合わ せ て 
KC2 く |  "* ウ 
を 押す 。 


くつ 0 
に カー ソル 
AM 了 委 、 は 
を 押す 。 


枠 内 の 修正 し た カー ソル 6 慎 の が 
と い 場所 に カー ソ 変わ り ます 。 
っ ルル を 移動 し 、 了 (1 ドッ ト ず つ 修 下 

[SPACE ) を 押す 。 され ます 。) 


ご ー と こい NJMIN 貼 m 半 


を 繰り 返し て 続き を 修正 し ます 。 


修正 し た い 色 を 指定 する 。 ( 色 の 指定 132 ペ ー ジ ) 
指定 し た 色 で 修正 され ます 。 


@ 修 正 の 途中 で 色 を 変え る こと も で きま す 。 


@ 他 の 場所 を 修正 し た いと き は 、 |3| の 虫 め が ね の サブ メニ ュー で |[ 有 | を 選び 、 要 の 外 に カー ソ 
ル を 移動 し て SPACE] を 押す と 、 そ の 位置 の 拡大 画面 が 表示 され 修正 で きま す 。 


色 を 指定 する 


線 を 描く 色 は 赤 、 緑 ( 各 1000%、8 段 階 ) 、 青 (1000%、4 段階) の 3 色 を 組み 合 
わせ て 、 合 計 255 色 を 自在 に 使う こと が で きま す 。 た だ し 、 赤 第 8 段階 、 緑 第 8 段階 、 青 
第 3 段階 の 色 と 、 赤 第 8 段階 、 緑 第 7 段階 、 青 第 3 段階 の 色 は 同じ で す 。 


線 や 円 、 加 角 な ど は 、A の 位置 に ある 絵 の 見 の チュ ー ブ の アイ コン に 表示 され て いる 色 で 


描か れ ま す 。 


還 寺 圭 還 本 | C 
言 書 言 本 


登録 梓 


す 。 が 変わ り ま す 。) 


[| - | に カー ソル を 
合わ せ て 、 色 の 濃度 が 薄く な り ま す 。 
6@ る 5 ゆ LSPAGE を 中 (絵の具 の チュ ー ブ の 色 


が 変わ り ま す 。) 


| + | に カー ソル を 
ie 合わ せ て 、 色 の 濃度 が 濃く な り ま す 。 
くそ? 層 を 押 中 。 (絵の具 の チュ ー ブ の 色 


@ 赤 、 青 、 緑 と も に 第 1 段階 (0 %) の と き は 、 表 示 上 は 黒 で す が 、 実際 に は 透明 色 で す 。 


作っ た 色 の 登録 


前 ペー ジ の よう に し て 、 作 成 し た 色 を 、 登 録 す る こと も で き 、 必 要 な と き に 取り だ し て 使 
えま ます 」 登録 の し か た は 、 次 の 通り で す 。 


KC22】 色 が で きた ら 、 
絵の具 の アイ コン に カー ソル を 移動 する 。 


『】 届 人 | SPACE | を 押し た まま 、 


登録 枠 の 必要 の な い 色 に カー ソル を 移動 し 、 中 登録 され ます 。 
| SPACE | を は な す 。 


登録 梓 の 色 の 使い か た 


は じ め か ら 12 の 色 が 登録 され て いま す 。 こ の 色 は 自由 に 取り 出し て 使う こと が で きま す 。 


和 ゆ 使い た い 色 の 登録 要 に 、 カ ー ソ ル を 移動 する 。 


| SPACE | を 押し た まま 、 絵 の 具 の 絵具 の チュ ー ブ の アイ 
チュ ー ブ の アイ コン に カー ソル を 移動 し 、 中 コン の 色 が 変わ っ て 、 
| SPACE | を は な す 。 次 の 操作 か ら 使え ます 。 


育 景 色 に つい て 


C の 位置 の アイ コン ( 必 132 ペ ー ジ ) は 画面 の 背景 の 色 を 表し ます 。 登録 欄 に ある 色 を こ 
こ に セッ ト す る と 、 背 景 の 色 が その 色 に 変わ り ま す 。 (テレ ビ の 表示 領域 と パソ コン の 表 
示 領 域 の 違い に より 、 変 わっ た の が 見 えな い 場 合 も あり ます 。) 

また 、 消 し ゴム ( ツ 142 ペ ー ジ ) を 使っ て 消し た 部 分 や 、 塗 りつ ぶし (140 ペ ー ジ ) の B 
群 の パタ ー ン を 使っ て 準 り つぶ し た と き の 背 景 の 色 も この 色 に な り ま す 。 セ ッ ト の し か た 
は 、 色 を 登録 する と き と 同 じ で す 。 

背景 の 色 が 登録 され る と 、 画 面 の まわ り の 方 の 色 が 変わ り ま す 。 


@ 画 面 に 描い た 絵 の 色 を 登録 する こと も で きま す 。 登録 し た い 色 の 位置 に カー ソル を 移動 し 、 
を 押し な が ら 必 要 の な い 登 録 柏 に カー ソル を 移動 し て キー を は な し ます 。 


ー こ と いさ NJMIN 岬 末 


ペー 
ペー 


円 を 描い て み ま し ょ う 。 


に カー ソル KS を 合わ せ て 、 
を 押す 。 


描き た い 円 の 色 を 決め る 。 
( 色 の 指定 や 132 ペ ー ジ ) 


(円 、 四 角 、 直 線 の サ プ メ ニュ ー) 


e [Q] に カー ソル を 合わ せ て (SPACE] を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 


[ 〇 | に カー ソル 


マフ を 合わ せ て 
C の こく? 2 2 
を 押す 。 
円 の 中 心 に し た 
KO うい 位置 に カー ソ 
ル を 移動 する 。 


コン E カー ソル の 動き 
を 押し た まま 、 本 

た まま 、 に 応じ て 、 円 の 。 
大 き さ が 変わ る 。 


ee 


SPACE YE 
を は な す と 只 円 が 固定 され る 。 叶 


@ 失 敗 し た 場合 は を 押す と 、 直 前 に 描い た 円 を 消す こと が で きま す 。 
_ 例 円 の 外周 が 画面 の 外 枠 に あたる と 、 円 は それ 以上 大 きく な り ま せん 。 で すか ら 、 画面 の 枠 を は み 

出す よう な 円 を 描く こと は で きま せん 。 
@ カ ー ソ ルド KO 〇 つつ 】 で は 、 円 の 大 き さ を 変え る こと は で きま せん 。 


四角 を 指 く 


四角 を 描い て み ま し ょ う 。 


[ 口 | 枯 ) は 、 枠 だ け を 描き ます 。 
[ 贈 | (塗り つぶ し ) は 、 枠 の 中 を 塗り つ 
ぶし て 四角 を 描き ます 。 


円 、 四 角 、 直 線 を 選ぶ 


に カー ソル KS を 合わ せ て 、 
を 押す 。 


描き た い 四 角 の 色 を 決め る 。 


( 色 の 指定 必 132 ペ ー ジ ) 


(円 、 四 角 、 直 線 の サブ メニ ュー) 


% [Q| に カー ソル を 合わ せ て (SPACE] を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 


四角 を 選ぶ 


B 群 の 中 か ら 
加 四 (9) か 
し 】 (塗り つぶ 回 
KC し ) に カー ソル 
を 合わ せ て 、 
[SPACE ] を 押す 。 
3 I 口 に カー ソル 
を 合わ せ て 
くそ @〉 2 
を 押す 。 
四角 を 描く 始点 
KO っ に カー ソル を 移 。 
動 する 。 ビ ヨ 
ら 
旦 
カー ソル の 動き ワ 
を 押し た まま に 応じ て 、 四 角 。 ラ 
の 大 き さ が 変わ 
KC ペタ 。 
ク 
ル 
。、 四角 が 固定 され  、 
を は な す と る 。 


@ 失 敗 し た 場合 は [ ESC ] を 押す と 、 直 前 に 描い た 四角 を 消す こと が で きま す 。 
e 写真 は 「 枠 」 を 選ん だ 場合 で す 。 


直線 を 描い て み ま し ょ う 。 
実線 、 点 線 、 二 点 鎖線 の 3 種類 の パタ ー ン が あり ます 。 
| 一 | は 実線 を 描き ます 。 
に -| は 点線 を 描き ます 。 
|-] は 二 点 負 線 を 描き ます 。 


に カー ソル KS を 合わ せ て 、 
を 押す 。 


描き た い 直 線 の 色 を 


決め る 。 ( 色 の 指定 や 132 ペ ー ジ ) 


(円 、 四 角 、 直 線 の サ プ メ ニュ ー) 


@ [Q| に カー ソル を 合わ せ て [SPACE ) を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 


直線 を : ぶ 


誠 
6@ る 5 に カー ソル を 
わせ て 、 [SPACE ) 
キー を 押す 。 
合わ せ て 
Ko ペタ 叶 字 
を 押す 。 
直線 を 描く 始点 
G@ さ 5 計 に カー ソル を 移 。 
動 する 。 第 
ら 
カー ソル の 動き 
っ の 長 さと 方 向 が > 2 
w- グ わる 。 w 
CS ” 
f 
直線 が 固定 され 還 
を は な す と 。 只 る 。 2 


@ 実線 の 太 さ は 、D (138 ペ ー ジ ) に カー ソル を 合わ せ て [ SPACE ] を 押す ご と に 8 段階 に 変え 
る こと が で きま す 。 
@ 失 敗 し た 場合 は [ ESC ] を 押す と 、 直 前 に 描い た 直線 を 消す こと が で きま す 。 


準 り つぶ 


指定 し た エリ ア を 塗り つぶ し まし ょ う 。 
4 種類 の パタ ー ン が 選べ ます 。 
また 、 2 種類 の 機能 が あり ます 。 


(は け ) は 、 閉 じ た 線 で 囲ま れ た 図 
形 の 中 を 塗り つぶ し ます 。 

(ペン キ 缶 ) は 、 塗 りつ ぶす 色 と 異 
な る 色 の 線 は 無視 し 、 同 じ 色 の 線 で 
囲ま れ た 範囲 を 塗り つぶ し ます 。 


に カー ソル を 合わ せ て 、 
を 押す 。 


層 塗り つぶ し た い 色 を 決め る 。 
( 色 の 指定 や 132 ペ ー ジ ) 


(塗り つぶ し の サブ プ メ ニュ ー) 


@ [Q| に カー ソル を 合わ せ て [SPACE] を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 


B 群 の 中 か ら 描 


きた い パ ター ン 
G@ る 2 > に カー ソル を 合 

わせ て 、 [SPACE ) 

を 押す 。 


また は 
に カー ソル 
<@S5 っ 。 を 合わ せ て 本 


〔LsPACE を 押す 。 


塗り つぶ し た い 
KO っ 位置 に カー ソル 
を 移動 する 。 


[PAE を 押す と 、 
定 し た 範囲 を 指定 し た パタ ー ン 色 で 
迫り つが し ます 。 


ご 注意 @ ペン キ 缶 は 、 塗 りつ ぶす 色 と 異 な る 色 の 線 は 無視 し て 塗り つぶ し ます 。 


* 失 敗 し た 場合 は を 押す と 、 直 前 に 塗り つぶ し た 部 分 を 元 に 戻す こと が で きま す 。 


ご ー と へ 貼 m 将 


抽 い た 絡 の 一 部 を 消す (消し ゴム ) 


消し ゴム で 、 描 いた 絵 の 一 部 分 を 消し まし ょ う 。 
消し 跡 に は 、 4 種類 の パタ ー ン が あり ます 。 


消し ゴム を 選ぶ 


に カー ソル K を 合わ せ て 、 
を 押す 。 


消す 色 (背景 色 ) を 決め る 。 
(背景 色 に つい て や 133 ペ ー ジ ) 


(消し ゴム の サブ メニ ュー) 


% [Q| に カー ソル を 合わ せ て (SPACE) を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 


消し ゴム で 消す 


ーー 
な 消し 跡 の パタ ー 
KO 味 。 ン に カー ソル を 合 

わせ て 、 


を 押す 。 


 。 嘩 説 < 
K2 ペ 0 2 


を 押す 。 
する 。 


消し た い 位 置 に 
5 く @S@5 中 カー ソル を 移動 


背景 色 で 消し ます 。 


6 キー を 押し た まま 


@ 違 う 場所 を 消し た いと き は 、 一 度 [ SPACE を は な し て カー ソル を 移動 し 、 再 度 [SPACE ) を 押し 
な が ら カ ー ソ ル を 移動 し ます 。 
@ 失 敗 し た 場合 は を 押す と 、 直 前 に 消し た 部 分 を 元 に 戻す こと が で きま す 。 


ミー と へ へ NJMIN 貼 m 間 


撤 た 絡 09 べ (を 消す (人 画 消 


全面 消去 で 、 描 いた 絵 の す べ て を 消し まし ょ う 。 


消し ゴム を 選ぶ 


に カー ソル KS を 合わ せ て 、 
を 押す 。 


消す 色 (背景 色 ) を 決め る 。 


( 育 景色 に つい て 層 132 ペ ー ジ ) 


(消し レゴ ム の サブ プ メ ニュ ー) 


全面 消去 を 選ぶ 


LSPACE ) を 押す 。 


民 ] に カー ソル 
っ を 合わ せ て 、 っ 


@ 失 敗 し た 場合 は [ESC ] を 押す と 、 直 前 に 消し た 部 分 を 元 に 戻す こと が で きま す 。 


ご ー と ざさ へ NNJMIY 冊 親 


原寸 で コビー する 


旧 定 し た 範囲 を 同じ 画面 上 の 他 の 場所 に 同じ 大 き さ で コピ ー す る こと が 
で きま す 。 


に カー ソル を 合わ せ て 、 
し SPACE 」 を 押す 。 


(コピ ー の サ プ メ ニュ ー) 


@ [Q| に カー ソル を 合わ せ て SPACE) を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 


原 サ コピー を 選ぶ 
- に カー ソル 
6 る 2 ッ 前 ー 


SPACE を 押す 。 


四角 を 描く 要領 で 、 コ ピー する 元 を 四角 で 囲む 。 
ye 
IP 


動 する 。 


コピ ー す る 元 を 


を 押し た まま 、  、 四角 で 囲ん で 、 


KO つて を ル に 
の は な す 。 5 
章 

コピ ー 先 を 指定 する 。 
コピ ー 先 の 左上 角 ラ 

5 に な る 位置 に カー 3 

っ 。 ソル を 動か し 、 。 ゅ ッ 

し LSPACE ) を 押す 。 ? 


@ コ ピー 先 の 範囲 が 画面 を は み だ す よう な 場合 は 、 コ ピー 先 の 範囲 の 右端 また は 下端 に 接する よう 


@ 失 敗 し た 場合 は [ESC ] を 押す と 、 直前 の 画面 に 戻す こと が で きま す 。 


な 位置 に コピ ー さ れ ま す 。 


拡大 、 縮 小 、 回 転 コ ビー する 


指定 し た 範囲 を 拡大 また は 縮小 し て 他 の 場所 に コピ ー し ます 。 コピ ー 元 と コピ ー 先 の 
縦 と 横 の 比率 を 変え て コピ ー し た り 、90 度 単位 の 回 転 コ ピー も する こと が で きま す 。 


に カー ソル K を 合わ せ て 、 
を 押す 。 


(コピ ー の サ プ メ ニュ ー) 


@ [Q] に カー ソル を 合わ せ て (SPACE] を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 


拡大 、 縮 / 、 回 転 コ ビー を 選ぶ 


に カー ソル 
っ を 合わ せ て 、 っ 
[SPACE ] を 押す 。 


コピ ー 元 を 四角 で 囲み 、 指 定 する 。 


2 四角 を 描く 始点 


うっ に カー ソル を 移 に 2 
この 動 す る 。 


を 押し た まま 、  、 四角 で 囲ん で 、 っ ょ 
5 の る [SPACE) を 
マ J は な す 。 


コピ ー 先 を 四角 で 囲み 、 指 定 する 。 


四角 を 描く 始点 
に 栄 | ッ ee ュ 
マ ] 動 す る 。 


コピ ー す る 先 を 

を 押し た まま 、  、 四角 で 囲ん で 、 

KSe [SPACE) を 
2 は な す 。 


す 


4 ee 


@ 失 敗 し た 場合 は [ESC ] を 押す と 、 直 前 の 画面 に 戻す こと が で きま す 。 


複写 元 の 四角 より も コピ ー 先 を 大 きく し た 場合 は 、 拡 大 コピ ー さ れ ま す 。 
また 、 小 さく し た 場合 は 、 縮小 コピ ー さ れ ま す 。 


回 転 コ ピー は 、 複 写 先 の 四角 を 指定 する と き に 、 四 角 を 描く 始点 と その 対 角 を 指定 する 順 


序 に よっ て 角度 が 決ま り ま す 。 


回 転 する 角度 (時 計 回 り ) 複写 先 の 始点 


9 0 度 回 転 ( 石 倒し ) 
石上 角 


を 下 角 


1 8 0 度 回 転 (上 下 逆転 ) 
2 7 0 度 回 転 ( 左 倒し ) 


拡大 、 縮 小 、 回 転 コ ピー の 例 


ーー 縮小 コ ピー 
複写 元 


拡大 コピ ー 180 度 回 転 


270 度 回 転 


@ 拡 大 、 縮 小 コ ピー を し た 場合 に は 、 ド ッ ト を 増やし た り ま び い た り し て いま す の で 、 線 が 太く な 
っ た り 一 部 が 欠け た りす る こと が あり ます 。 (⑤ 上 図 ) 


この 場合 に は 、 拡 大 、 縮小 コピ ー を 行っ た 後 、 消 し ゴム (⑦142 ペ ー ジ ) や 虫 め が ね 機能 (⑤130 
ペー ジ ) を 使っ て 修正 し て くだ さい 。 


不定 形 を コピ ー す る 


皿 朋 で 囲 ゆ な いよ うな 不定 形 を コピ ー す る と き に 使い ます 。 原寸 で コピ ー さ れ ま す 。 


に カー ソル K を 合わ せ て 、 
を 押す 。 


ミー と と へ NJMIN 冊 員 門 


(コピ ー の サ プ メ ニュ ー) 


@ [Q| に カー ソル を 合わ せ て [SPACE] を 押す と 、 ひ と つ 前 の メニ ュー に 戻り ます 。 


不定 形 コ ピー を 選ぶ 
【 逐 に カー ソル 
2 CO ・ 只 pdc、  ・ 
SPAcE を 押す 。 


線 を 描く 要領 で 、 コ ピー する 元 (複写 元 ) を 囲む 。 
引 を 欠く 知 点 に 
Ko ・ ビッ リル を 和 ウッ 


さ コピ ー す る 元 を 
を W じ た ああ 。 画 人 た で 、[E 号 加 導 


6@ る 5 を は な す 。 


囲ん だ 範囲 の 中 
KO つ くう 】 ニコ に カー ソル を 移 。 ユ 


動 す る 。 
コピ ー 先 を 指定 する 。 
を 押し た まま 、 コピ ー 先 で 


す 


う [SPAcE] を 
は な す 。 


@ 国 で 、 囲 ん だ 革 囲 の 外側 で [SPACE] を 押す と 、 外 側 全体 が 一 度 塗り つぶ され た 後 、 | の 操作 
を 行う 前 の 画面 に 戻り ます 。 この と き 一 時 的 に カー ソル を 動か せな く な り ま す が 、 数 秒 後に 元 に 戻 


り ま す 。 
@ 失 敗 し た 場合 は [ESC] を 押す と 、 直 前 の 画面 に 戻す こと が で きま す 。 


1 SSR 


画面 に 文字 を 表示 する 機能 で す 。 


Ecs | に カー ソル KS を 合わ せ て 、 
し 】 


瑞生 居 を 押す 。 


(メイ ン メ ニュ ー) 


F4 HOmE 5 と し 


JE 
(文字 表示 の サブ プ メ ニュ ー) 


[ メモ |  @ サ プ メ ニュ ー に は 、 フ ァ ン クシ ョ ン キ ー と [GLSZ7HOME ] お よび SELECT ] に 対応 する 設定 内 容 が 
表示 され て いま す 。 


文字 を 表示 する _- 
位置 を 指定 する 。 。 文字 を 表示 し た 
きい 位 置 に カー ソ 只 


ご ブリ ル 口 を 移動 す 
KC つつ JeW。 2 


文字 の 装飾 パタ LM 
ー ン を 決め る 。 目 こい 装飾 パタ ー ン を 表示 させ る 。 
中 | 袋 文字 横 太 文字 影 文字 標準 文字 


(Femm が ey。 | 計 。 補 
文字 サイ ズ を 
決め る 。 16 ド ッ ト ま た は 
叶 。 32 ド ッ ト を 表示 只 
せる 。 
[ F2 ] を 押す 。 の 
文字 の 色 を | Q | に カー ソル を 
決め る 。 只 色 を 指定 する 。 叶 合わせ て 、 
( 色 の 指定 132 ペ ー ジ ) を 押す 。 
を 押す 。 
文字 を 装飾 する 色 ( 袋 文字 また は 影 文 字 を 選ん で いる 場合 ) 
を 決め る 。 | Q | に カー ソル を 
叶 。 色 を 指定 する 。 只 合わ せ て 、 
( 色 の 指定 必 132 ペ ー ジ ) 
を 押す 。 2 
文字 を 入力 する 。 


(文字 の 入力 の し か た ゆ 155 ペ ー ジ ) 


@ 文 字 カ ー ソ ル は 、 マ ウス や ジョ イ パ ッ ド な ど で は 動か せま せん 。 

@[ SHIFT ] を 押し な が ら カ ー ソ ルキ ー を 押す と 、1 ドッ ト 単 位 で 動き ます の で 、 細 か い 位 置 指定 も 
で きま す 。 

@ 画 面 か ら は み だ す よう な 位置 に 文字 を 書く こと は で きま せん 。 
@ 文 字 の 装飾 パタ ー ン を 袋 文字 また は 影 文 字 に 設定 し た 場合 は 、 文 字 サ イズ は 32 ドッ ト に 設定 する 
こと を お すす めし ます 。16 ド ッ ト を 設定 し て 文字 を 装飾 する 色 を 黄色 な ど に し た 場合 、 そ の 部 分 


の 表示 が 見 に くく な り ま す 。 


文字 を 入力 する 


文字 の 種類 に よっ て 入力 の し か た が 異な り ま す 。 


文字 は 、 次 の 6 つの 入力 モー ド (入力 状態 ) を 切り 替え て 入力 し ます 。 
・ か な モー ド  : ひら が な を 入力 し ます 。 
0 ナ モー ド 8 カカ を カ カナ き 入力 し ます 。 
・R か な モー ド : ロー マ 字 の つづ り で ひら が な を 入力 し ます 。 (や 48 ペ ー ジ ) 
・R カ ナ モ ー ド : ロー マ 字 の つづ り で カタ カナ を 入力 し ます 。 (や 48 ペ ー ジ ) 
・ 英 数 モー ド  : 英字 の 大 文字 、 小 文字 、 数 字 、 英 記号 を 入力 し ます 。 
・ 区 点 モ ー ド  : 数 字 キ ー を 押し て 、 文 字 や 記号 を 入力 し ます 。 


入力 モー ド の 切り 替え は 、 [ SELECT ] で 行い ます 。 [SELECT ) を 押す た びに 、 下 の 順序 で 
サ プ メ ニュ ー 右 端 の 表示 が 変わ り ます 


ゆな | 防 ナ | か 紀 民 - 限 | 区 厨 な | … 


@ サブ メニ ュー の 「HOME」 の 表示 が | 半 | (通常 の 半分 の 大 き さ ) に な っ て いる と き は 、 ひ ら 
が な や 漢字 が 入力 で き な い の で 、 ー ー ー 医 数 | …- と 表示 が 変わ り 


ます 。 


英 小 文字 、 凌 大 文字 、 数 字 、 央 記 の 入力 の し か た 


英 数 モー ド の と き に 、 表 示し た い 文 字 や 記号 の キー を 押す と 画面 の 文字 カー ソル の 位置 に 
表示 され ます 。 英 小文字 と 英 大 文字 の 切り 替え は [ CAPS ] を 押し て 行い ます 。 


ひら が な 、 カ タカ ナ の 入力 の し か た 


か な モー ド ま た は カナ モー ド の と き 
文字 カー ソル 位置 に 、 押 し た キー の 文字 が 表示 され ます 。 この と き 文字 の バック の 包 が 変 
わり ます 。 一度 に 表示 で きる の は 7 文字 まで で 、 そ れ 以 上 は キー を 押し て も 表示 され ませ 
ん 。 
パック の 色 が 変わ っ て いる 状態 を 「 未 確定 」 と 呼び 、 表 示さ れ た 文字 の 入力 は 、 こ の 時 点 
で は 完了 し て いま せん 。 [| を 押す と 文字 の 入力 が 完了 し 、 バ ッ ク の 色 が 元 に 戻り ます 。 
この 状態 を 「 確 定 」 と 呼び 、 新しい 文字 を 入力 で きる 状態 に な り ま す 。 
英 数 字 で は 、 直 接 確定 し ます 。 


R か な モー ド ま た は R カナ モー ド の と き 
表示 し た い 文 字 を ロー マ 字 読み (ロー マ 字 ・ か な 変換 表 必 198 ペ ー ジ ) で キー を 押し ます 。 
この 後 は 、 か な モー ド ま た は カナ モー ド の と き と 同 じ で す 。 


半角 文字 の 入力 の し か た 


カタ カナ 、 英 文字 、 数 字 、 記 号 は 、 通 常 の 半分 の 幅 で 表示 する こと が で きま す 。 これ を 
「 半 角 文 字 」 と 呼び ます 。 これ に 対し て 通常 の 幅 の 文字 を 「 全 角 文 字 」 と 呼び ます 。 
全角 文字 と 半角 文字 を 切り 替え る と き は 、[ CLS/HOME ] を 押す か | 全 | また は | 半 | の ア 
イコ ン を 選び ます 。 


@ 半 朋 文 字 は 漢字 に 変換 で きま せん 。 
@ 文字 の 上 に 文字 を 書く と 、 重 な っ て 表示 され ます 。 


漢字 の 入力 の し か た 


全角 文字 で 漢字 1 文字 分 の 読み を ひら が な また は カタ カナ で 入力 し 、 1 字 ず つ 漢字 に 変え ます 。 
使用 で きる 漢字 は 、J 1 S 第 1 水準 漢字 (⑦② ワ ー プ ロ 使 用 説明 書 ) で す 。 


確定 する 。 
を 押す 。 き 


表示 し た い 位 置 に カー ソル を 移動 し 、 8 

漢 字 の 読み を 入力 する 。 間 22 

( 例 : 漢 ) っ か ん 国 

「 か ん 」 と 入力 する 。 

候補 漢字 を 表示 する 。 

SPACE ] を 押す 。 ー 間 関 完 館 官 
カー ツル 

次 候補 漢字 を 表示 する 。 

つ ) を 6 回 押す 。 っ 慣 糸 寒 閑 : 

表示 し た い 漢字 に カー ソル 

を 合わ せる 。 ー 

ぐつ を 4 回す 。 慣 此 寒 内 漢 


@ 入 力 し た い 漢 字 が 表示 され た 候補 漢字 の 中 に な いと き は 、 カ ー ン ソル 的 (次 候補 ) (前 候補 ) 
を 押し て 、 別 の 候補 漢字 を 表示 させ て くだ さい 。 
何 度 人 ① を 押し て 候補 漢字 を 表示 させ て も 目的 の 漢字 が 表示 され な いと き は 、 を 2 回 押し 
て 候補 漢字 を 消し ます 。 続 いて 読み を 換え て 入力 し 、 [SPACE ] を 押し ます 。 
それ で も 表示 され な い 場 合 は 、 区 点 コ ー ド 入力 ( ウ 158 ペ ー ジ ) を 行っ て くだ さい 。 


区 点 コ ー ド に よる 入力 の し か た 


区 点 コ ー ド は 、 ひ と つ ひ と つの 文字 を 4 桁 の 数 字 で あら わし た も の で す 。 

英文 字 、 数 字 、 記 号 、 ひ ら が な 、 カ タカ ナ 、 漢 字 の 他 、 キ ー ボ ー ド に は な い 特 殊 な 記号 や 
ギリ シャ 文字 、 ロ シア 文字 な ども 入力 で きま す 。 J 1 S 第 1 水準 漢字 コー ド 表 ( 〇 ワー プ 
品 使 用 説明 書 ) で 入力 し た い 漢 字 の 区 点 コ ー ド を 調べ て くだ さい 。 


を 何 回 か 押す 。 


に 2 人 力 モ ー ド を | 区 点 」] に する 。 
2 SPACE ) を 押す 。 ッ OO 00 
例 : 区 点 コ ー ド (2 2 7 2 ) 

IEIE2IEE>/ 23。 22 

確定 する 。 
に 

を 押す 。 

@ 区 コー ド や 点 コ ー ド が 1 桁 の 場合 は 、 前 に 「 0 」 を 付け て 2 桁 に し て 入力 し ます 。 


@ 区 点 コ ー ド に な い 数 字 を 入力 し た 場合 は 、 を 押し て も 空白 に な り ま す 。 
区 点 コ ー ド を 確認 し て 、 入 力 し 直し て くだ さい 。 


入力 する 文字 を まち が そえ た と き は 


例 | 未 確 定 ] の 文字 の 修正 は 、 
[BS を 押す と 一 文字 ずつ 消す こと が で きま す 。 ま ちがっ た と ころ まで 消し た 後 、 正 し い 
文字 を 入力 し て 修正 し て くだ さい 。 


全 | 確定 ] し た 文字 の 修正 は 、 
・ メ イン メニ ュー に 戻る 前 な ら 、 文 字 カ ー ソ ル を まち が えた 文字 に 合わ せ た 後 、[ SPACE ] 
を 押し ます 。 空 白 が 上 書き され ます か ら 、 そ ぞ の 位置 に 再度 カー ソル を 合わ せ て 、 正 し い 
文字 を 入力 し 直し て くだ さい 。 
・ メ イン メニ ュー に 一 度 戻っ た 後 で 修正 し た いと き は 、 消 し ゴム (②142 ペ ー ジ ) や コピ ー 
( 何 も 描 か れ て いな い 部 分 を 消去 し た い 部 分 に コピ ー す る 148 ペ ー ジ ) を 使っ て 、 ま ち が 
えた 文字 を 消し た 後 、 正 し い 文字 を 入力 し て くだ さい 。 


文字 表示 を 終了 し た いと き は 


「 未 確定 」 の 文字 が な い 状態 で を 押す と 、 文 字 表示 を 終了 し て メイ ン メ ニュ ー に 戻 
り ま す 。 


NIS まる さ NINJ 違 半 


ン 
ン 


ペー 
ご 


ここ で | 條 | ( 


中 (serEcr 同 


各 キ ー の 機能 一 覧 
文字 表示 ) で 使う 独特 な キー の 機能 を まとめ て お きま す 。 


「 未 確定 」 の 文字 の 読み を 一 文字 ずつ 削除 する 。 
次 候補 の 漢字 を 候補 文字 表示 欄 に 表示 する 。 
・ 入 力 さ れ た 読み に 対応 する 候補 漢字 を 表示 する 。 
・ 指定 され た 候補 漢字 を 画面 に 表示 する 。 
・ 区 点 コ ー ド 表示 欄 を 表示 する 。 
・ 信 力 さ れ た 区 点 コ ー ド に 対応 する 文字 (記号 ) を 画面 に 表示 する 。 


・「 未 確定 」 の 読み を 取り 消す 。 

・ 候補 漢字 表示 欄 を 消す 。 

・ 区 点 コ ー ド 表示 欄 を 消す 。 

・ 文字 表示 機能 を 終了 し 、 メ イン メニ ュー に 戻る 。 
表示 する 文字 の 装飾 パタ ー ン を 設定 する 。 

表示 する 文字 の サイ ズ を 設定 する 。 

表示 する 文字 の 色 を 設定 する 。 

表示 する 文字 を 装飾 する 色 を 設定 する 。 

全角 文字 と 半角 文字 を 切り 替え る 。 

入力 モー ド を 切り 替え る 。 


バー ツバ キャ ナ (FS-RS500) で 絡 読 が 込む 


イメ ー ジ ・ ス キャ ナ (F SR S 5 0 0 ) を 接続 し て 、 印刷 物 や 書き の イラ スト な 
どの 給 を 読み 込み 、 画面 上 に 表示 し ます 。 


読み 込ん だ 絵 は 修正 し た り 、 絵 や 文字 を 付け 加え る こと が で きま す 。 


イメ ー ジ ・ ス キャ ナ 入 力 を 選ぶ 


[ 還 | に カー ソル K。 を 合わ せ て 、 
を 押す 。 


に EKAN まる ミ NIN 貼 m 半 


(イメ ー ジ ・ ス キャ ナ 入 力 の サブ プ メ ニュ ー) 


二 識 @ イ メー ジ ・ ス キャ ナ (FS 一 RS 5 0 0 ) を お 持ち の 方 し か 使え ませ ん 。 

@ イ メー ジ ・ ス キャ ナ を お 使い の と き は 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 増設 で きま せん 。 
イメ ー ジ ・ ス キャ ナ と 本 機 と の 接続 は 、 必 ず 電 源 ス イッ チ を 切っ た 状態 で 行っ て くだ さい 。 
es イ メー ジ ・ ス キャ ナ 本 体 の 取扱 説明 書 を 参照 し て くだ さい 。 


FS 一 RS5 0 0 の 線 密 度 切換 スイ ッ チ を 設定 し 、 イ メー ジ ・ ス キャ ナ を 読み 


込み た い 印 刷 物 や イラ スト な どの 上 に セッ ト し ます 。 


| スタ ー ト | に カー ソル を 合わ せ て 、 
SPACE | を 押す 。 


イメ ー ジ ・ ス キャ ナ の スタ ー ト ボタ ン を 押す と 、 


絵 を 読み 込ん で 画面 に 表示 し ます 。 


@ 読 み 込 ん だ 絵 が つぶ れ た りか すれ た り し た 場合 は 、 ス キャ ン 濃度 調整 つま み を 調節 し て 、 再 度 
ー 間 の 操作 を 行っ て くだ さい 。 
@ イ メー ジ ・ ス キャ ナ が 接続 され て いな いと 、「 NO CONNECT」 と エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます 。 
電源 スイ ッ チ を 切っ た 後 、 接 続 を 確認 し て や り 直 し て くだ さい 。 
@ イ メー ジ ・ ス キャ ナ (F S 一 RS 5 0 0) に 付属 の タイ ニー ペイ ント は 、 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル と 
組み 合わ せ て は 使用 で きま せん 。 


線 密 度 切換 スイ ッ チ の 設定 に つい て 


すでに お 持ち の 当社 製 イ メー ジ ・ ス キャ ナ FS 一 RS5 0 0 を 使用 する と き は 、 
まず 線 密度 切換 スイ ッ チ を 設定 し ます 。 

FS 一 RS5 0 0 の カー トリ ッ ツ 部 に 線 密 度 切換 スイ ッ チ が あり ます 。 2 、4 、8 の 3 段 
階 で 、 読み 取る 半 囲 と 画面 に 表示 する 範囲 と を 切り 替え る こと が で きま す 。 


@ 線 補 度 「 2 」 の と き 読み 取る 範囲 画面 に 表示 する 範囲 
透明 部 分 
@ 乏 室 度 「 4 」 の と き 60 CE 
読み 取る 範囲 画面 に 表示 する 範囲 第 
ロ 
F - ゴ 
且 章 
ダ 
透明 部 分 2 
ッ 
ク 
FS-RS500 テレ ロビ 画面 り 
念 線 密度 「 8 | の と き 読み 取る 二 囲 画面 に 表示 する 範囲 ル 
F 
透明 部 
FS-RS500 テレ ロビ 画面 


@F S 一 RS5 0 0 本体 の スキ ャ ン 濃 度 調整 つま み の 設定 に つい て は 、F S 一 R S 5 0 0 の 取扱 説 
明 書 を 参照 し て くだ さい 。 


に カー ソル K を 合わ せ て 、 


を 押す 。 


(メイ ン メ ニュ ー) 


区 our | 避 座 |) ょ フロッピー ディ スク を セッ ト す る 。 
固 品 


L 


(保存 ・ 呼 び 出 し の サブ メニ ュー) 


@ フ ロッ ピー ディ スク は フォ ー マ ッ ト (初期 化 ) され た も の で な けれ ば 使用 で きま せん 。 
ディ スク ツー ル の フォ ー マ ッ ト 機 能 (②99 ペ ー ジ ) を ご 利用 くだ さい 。 

@ フ ロッ ピー ディ スク 1 枚 に 保存 で きる 画像 は 、 最 大 13 枚 で す 。 付 属 の シス テム ディ スク の よう に 、 
他 の プロ グラ ム や デー タ が 保存 され て いる 場合 は より 少な く な り ま す 。 (た だ し 、2 DD (両面 
倍 密度 倍 ト ラッ ク ) タイ プ の フロ ッ ピー ディ スク の 場合 ) 。 


@ 1 枚 の 画像 を 保存 する の に 約 50 秒 か か り ま す 。 (内 蔵 ド ライ ブ 使 用 時 ) 
@ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 増設 し て いて 、 増 設 ド ライ ブ に 保存 用 の フロ ッ ピー ディ スク を 人 


れ て いる 場合 は 、 IME< 選 に カー ソル を あわ せ て (SPAcE を 押し 、 ド ライ ブ 指 定 を E(EXTRA) 
に 変え ます 。 


保存 を 選ぶ 


同 に カ ー ソ ル 
Ko SNGEI ギ mo Milp 呆 | DR [OUT| | | 


押す 。 


アイ ル 名 を 入力 する 。 
文字 キー を 押す 。 
( 例 は 「SAMPLE1 」 ) 


に カー ソル 


を 合わ せ て 、 
(SPAcE) を 押す 。 。 生き 9 る 9 


(また は 回 ) 


Irodro] RouT] | 


NN に まる 3NINJ Ei 


ン 
ン 


る を 選ぶ と 、 こ の 作業 を 取り 消し て メイ ン メ ニュ ー に 戻り ます 。 

@ フ ァイル 名 を まち が えた と き は 、[ BS ] で 消す こと が で きま す 。 

@ フ ァイル 名 に 使用 で きる 文字 は 英 大 文字 と 数 字 で 、8 文字 以内 で す 。 

@ 拡 張子 は 入力 し な いで くだ さい 。 グ ラフ ィ ッ クツ ー ル が 自動 的 に 「 PIC」 と 付け ます 。 

@ す で に 保存 され て いる 画像 の ファ イル を 新しい ファ イル に 置き 換え て 保存 する 場合 は 、| DR | を 
選ん で メニ ュー 上 段 に 表示 され る ファ イル 名 の 中 か ら カ ー ソ ルキ ー で 選び ます 。 

ー ソ ル を 目的 の ファ イル 名 に 移動 する と ファ イル 名 が 反転 表示 され ます の で 、 確 認 し た 後 
を 選び ます 。 
以前 の 画像 の 代わ り に 新しい 画像 が 同じ 名 前 で 保存 され ます 。 

@ 入 力 し た ファ イル 名 が すでに 保存 され て いる も の と 同じ 場合 は 、「 OVERLAY OK? 」 (保存 され て 
いる 画像 と 置き 換え て 保存 し て も いい で すか ) と 聞い て きま す の で 、 SE また は | No | を 
選び ます 。 

| Yes | を 選ん だ 場合 は 、 以 前 か ら あ る 画像 と 置き 換え て 保存 され ます 。 
を 選ん だ 場合 は 、 別 の ファ イル 名 を 入力 し て くだ さい 。 

@ フ ロッ ピー ディ スク に 画像 を 保存 する 余裕 が な か っ た り 、 異 常 が あっ た 場合 に は エラ ー メ ッ セ ー 

ジ が 表示 され ます 。 こ の と き は 、 別 の フロ ッ ピー ディ スク に 入れ 替え て や り 直 し て くだ さい 。 


に カー ソル K を 合わ せ て 、 
し LSPACE を 押す 。 


呼び 出し た い 絵 の 入 つて いる フロ ッ 


居 yqllour 此 過 ピー ディ スク を セッ ト す る 。 


(保存 ・ 呼 び 出 し の サブ プ メ ニュー) 


@ 呼び 出す と 、 画 面 上 の 絵 は 消 えま す 。 


@ を 選ぶ と 、 こ の 作業 を 取り 消し て メイ ン メ ニュ ー に 戻り ます 。 


e 1 枚 の 画像 を 呼び 出す の に 約 30 秒 か か り ま す 。( 内 蔵 ド ライ ブ 使 用 時 ) 


呼び 出し を 選ぶ 


2 SAMPLE 1 10 一 21 10 三 40 
ーー い SAMPLE2 10 一 23 11 三 08 
KC ペタ に カー ソル SAMPLE 3 10 一 26 09 三 25 


只 。 を 合わ せ て 、 
を 押す 。 ME 回 *g| IRQUT 


File name: SAMPLE1 


ファ イル を 指定 する 。 


3 呼び 出し た い 画 SAMPLE1 4 10 ニ 40 
SAMPLE 2 10 一 23 11 三 08 

Ko く リ | SAMPLE 3 10 一 26 09=25 
わせ て 、 Mj 回 Pa| DIR |QUT 
を 押す 。 File name: SAMPLE1 

に カー ソ 

ル を 合わ せ て 、 

[SPACE ) を 押す 。 中 呼び 出す 。 

(また は ) 


NE ま も ミ NIN】 岬 門 


ン 
ン 


ル 


@ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 増設 し 、 増 設 ド ライ ブ に 画像 を 保存 し て ある フロ ッ ピー ディ スク 
を 入れ て いる 場合 は 、 IE<q を 選ん で ドラ イブ 指定 を E (EXTRA) に 変え ます 。 
@ フ ロッ ピー ディ スク を 入れ 替え た 場合 は 、 を 選ぶ と フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク に 保存 され て いる 
画像 の ファ イル 名 が メニ ュー 上 段 に 表示 され ます 。 フ ァイル 名 が この 欄 に 表示 し きれ な い 場 合 は 、 
A 部 に | 人 | また は | ひ | が 表示 され ます 。 
| 9 ] また は | で ] を 選ぶ と 、 フ ァイル 名 が スク ロー ル ( 下 また は 上 に 移動 ) し ます 。 


山 / 


台 成 する 


表示 され て いる 画像 に 、 フ ロッ ピー ディ スク か ら フ ァイル を 指定 し て 画像 

を 呼び 出し 、 合 成 し ま す 。 

な だ し 、 指定 する ファ イル の 画像 の パッ ク は 必ず 時 ( 送 明 ) に し て お いて 
だ さい 。 


黒い バッ ク に 赤い 花 が 描か れ て いる 画像 を を 使っ て 呼び 出す と 、 現在 表示 され て 
いる 画像 に 上 か ら 赤 い 花 の 絵 を 貼り 付け た よう に 見 えま す 。 


(画面 に 表示 され て いる 絵 ) (呼び 出す 絵 ) 


に カー ソル KS を 合わ せ て 、 


に の 
SPACE | を 押す 。 
(メイ ン メ ニュ ー) 
| 呼び 出し た い 絵 の 入 つっ て いる フロ ッ 
区 回 較 うき ピー ディ スク を セッ ト す る 。 


(保存 ・ 呼 び 出 し の サ プ メ ニュ ー) 


e を 選ぶ と 、 こ の 作業 を 取り 消し て メイ ン メ ニュ ー に 戻り ます 。 
e 1 枚 の 画像 を 呼び 出す の に 、 約 30 秒 か か り ま す 。( 内 蔵 ド ライ ブ 使 用 時 ) 


台 成 を 選ぶ 


2 [回 丘 | に カー ソル 
ら 。 を 合わ せ て 、 由 
を 押す 。 IM 人 帳 | DR |QuT| | | 


ファ イル を 指定 する 。 
呼び 出し た い 画 ] 
G@S@: に 2 に だ [SAMPLE 3 10 一 26 09=25 
わせ て IyflpM| on jour| | | 
に カー ソ 
ル を 合わ せ て 、 
[SPACE ) を 押す 。 ” 『 ひ 出す 。 っ 
(また は ) 


ざー とこ ざく へ NNJMIN Ei 


モ ) @ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 増設 し 、 増 設 ド ライ ブ に 画像 を 保存 し て ある フロ ッ ピー ディ スク 
を 入れ て いる 場合 は 、 |ME 選 を 選ん で ドラ イブ 指定 を E (EXTRA) に 変え ます 。 
@ フ ロッ ピー ディ スク を 入れ 替え た 場合 は 、 を 選ぶ と フロ ッ ピー ディ スク に 保存 され て いる 
画像 の ファ イル 名 が メニ ュー 上 段 に 表示 され ます 。 フ ァイル 名 が この 楓 に 表示 し きれ な い 場 合 は 、 
A 部 に | 人 | また は | | が 表示 され ます 。 
| S ] また は [  ] を 選ぶ と 、 フ ァイル 名 が スク ロー ル ( 下 また は 上 に 移動 ) し ます 。 


画面 に 表示 され て いる 絵 を 印刷 する 機能 で す 。 


(FS 一 PK 1 を 使っ て 印刷 し た 例 ) 


印刷 を 選ぶ 


回 | に カー ソル KR を 合わ せ て 
を 押す 。 


あか ニュ ー) 
プリ ンタ の 取扱 説明 書 に し た が っ て 、 用 紙 の セッ ト な どの プリ ンタ の 準備 を する 。 


プリ ンタ の 取扱 説明 書 に し た が っ て 、 プリ ンタ の プリ ンタ 送り ピッ チ (改行 ピッ 
チ ) を 確認 する 。 (1/180 イ ンチ また は 1/120 イ ンチ ) 


@ プリ ンタ と 本 機 と の 接続 は 、 必 ず 電 源 ス イッ チ を 切っ た 状態 で 行っ て くだ さい 。 

@ グ ラフ ィ ッ クツ ー ル の 印刷 機能 は 、 当 社 製 24 ド ッ ト 熱 転写 ワー プロ ・ プ リン タ F S 一 PW 1 また 
は 24 ドッ ト 熱 転写 漢字 プリ ンタ F S 一 PK 1 (近日 発売 ) な どの M S X 仕 様 の 24 ド ッ ト 漢 字 プリ 
ンタ だ け で す 。 
それ 以外 の プリ ンタ を お 使い の 場合 は 、 正常 に 印刷 され な いこ と が あり ます 。 


プリ ンタ の 送り ピ 
ッ チ を 指定 する 。 
叶 。 に カー ソル を 合 。 


わせ る 。 
6@Se5 


プリ ンタ の 送り 
ピッ チ に 合わ せ て 、 


[ SPACE ] を 押す 。 叶 1/120| ま 只 
た は | 1/18 0 


を 選ぶ 。 


に 
6 CO】 っ チッ res 


せる 。 
5 
印刷 を 開始 し 、 
o に 
SPACE | を 押す 終了 する と 、 意 
グ 
eo 
フ 
イ 
ay 


ーS 


を 押す 。 


ペー 
に コ 


記 記 議 。。% プ ブリ ンタ の 送り ピッ チ と 同 で 指定 し た 送り ピッ チ が 異な っ て いた 場合 、 正 常に 印刷 され ませ ん 。 
@ プ リン タ の 電源 を 一 度 切ら な いと 、 プ リン タ 送 り リピ ッ チ が 変わ り ませ ん 。 
@ 各 印刷 行 の 行間 が あい た り 、 印 刷 さ れ た 絵 の 縦横 の 比率 が 大 きく 異な る 場合 は 、 還 の プリ ンタ 
送り ピッ チ の 設定 を 変え て 、 印 刷 し 直し て みて くだ さい 。 


@E 刷 され た 画像 は 、 画 面 の 表示 と 縦横 の 比率 が 多少 異な り ま す 。 ま た 、 白黒 で 印刷 され る た め 、 
印刷 する 画面 の 配色 に よっ て は 表示 画面 どおり の 絵 に な ら な い 場 合 も あり ます 。 
@ 印 刷 を 中 断 し た いと き は 、 プ リン タ が 止ま る まで [CTRL ) キ ー を 押し な が ら キー を 押し 
ます 、。 


第 6 草 
um 


最近 ちょ っ と し た 絵画 ブー ム 。 ぞ そこ で あな た に も 、F S 一 A 1 WX が 描い 
た 8 枚 の 絵画 を 見 て いた だ こう と いう の が 、 こ の 「 ギ ャ ラリ ー」。 

19268 色 を 表示 で きる 機能 を 持っ た F S 一 A 1 WX な ら で は の 絵画 を 楽し 
ん で くだ さい 。 


EEE 則 D 相 


スタ ー ト の し か た と 終わ りか た 


メイ ン メ ニュ ー 画 面 か ら の スタ ー ト の し か た と 、 基 本 的 な 操作 の し か た を 説明 し ます 。 


スタ ー ト の し か た 


付属 の シス テム デイ スク 2 を 内 蔵 ド ラ 
イブ に 差し 込み ます 。 


BAS1C を 選ぶ 。 
[ 9 | を 押す 。 ッ 


ギャ ラリ ー を 選ぶ 。 
を 押す 。 ュ > 6 枚 の 絵画 が 順次 表示 され ます 。 


@ 間 で シス テム ディ スク 2 を フロ ッ ピー デ ィ ス ク ド ラ イブ に 差し 込ん で いな い 場合 は 、B A S | 
C の 画面 に な り ま す 。 
この と き は 、 シ ステ ム デ ィ ス ク 2 を フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ に 差し 込み 、R E SET (リセ 
ッ ト ) ボタ ン を 押し て や り 直 し て くだ さい 。 
@ フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ を 増設 し て いる 場合 は 、 内 蔵 ソフ ト 切 替 スイ ッ チ を 「 切 」 に し て 、 
増設 ドラ イブ に シス テム ディ スク 2 を 差し 込み 、[ CTRL ] を 押し な が ら 電 源 ス イッ チ を 入れ 
て や り 直 し て くだ さい 。 


終わ りか た 


8 枚 の 絵画 が 順次 表示 され 、5 回 
繰り 返す と MS XーDOS 画 面 に 
な り ま す 。 


IN USE (イン ユー ス ) ラン プ が 消え て いる こと を 確か め 、 
電源 スイ ッ チ を 切り ます 。 


中 止 す る と き は 


8 枚 の 絵 が 順次 表示 され て いる 途中 で 、 ギ ャ ラリ ー を 終了 し た いと き は 、[ SPACE ) を 、 
押し 続け ます 。 し ば らく する と 、MS XーDOS 画 面 に な り ま す 。 


ご MI さ 閉 較 発 叫 貼 の 河 


@ ギャ ラリ ー を 65 回 繰り 返す の に 、 約 5 分 半 か か り ま す 。 
@MS XーD0 S 画 面 が 表示 され て いる と き に 付属 ソフ ト を 楽し みた い 場合 は 、 [T][O](oJ(L) 


(小文字 で も か まい ませ ん ) と キー を 順に 押し た 後 (RETURN) キー を 押す と 、 付 属 ソ フト の 
メニ ュー 画面 に 戻り ます 。 


BASIC を 使 つ て と ギ キャラ リー を 見 る 


BAS1C を 使っ て 、 直 接 ギ ャ ラ 
リー を 見 る こと も で きま す 。 


1 "SQUE"SCROLL .BnS“”: 

199 

119 SCRKEEN 1 つつ:COLOR &HFS.9,.9: 
SET PRGE 98.9:CLS 

12 つ 9 OPEN “GRP: “" 内 S 井 1:PRESET 
(イク 2 98) :PRINT 振 1. “し は “らく お まち くだ 
・ さい ” 


139 RERD F 多 :SET PQRGE 9,.1:BLOR 
D F 多 ,.S:PUT SPRITE 9.(9.2 グ 216) ,9 
> 9 

149 

1 ら 9 KRKE 内 DD F 李 : エ F ビ F 生 デニ "END" THERN 
269 

169 SET PRGE 1.9:BLORD F 多 , ら S 

1 イア 9 FOUR = ニク 56 TO @ STEP 一 ク 
189 SET SCROLL ※,/9。.1 ,.1 

199 NEXT 

299 RED F 多 : エ ユ F F 上 本 = ニ "E ビ END" THEH 
269 

219 SET PRGE 1.1 :BLO 失 D F 凶 ,S ら 

ク ク 9 FOUR ※= テ 9 TO 256 STEP 

ク 239 SET SCROLL ※,.9,.1,.1 

ク 249 NEXT 

259 GOTO 149 

269 

2 イィ の 9 FOR T==@9 TO 1999:NEXT 

289 SCREEN 1 :COLOR 15,. 4343. アビ ND 
9 

399 DaTR GRLLERKY1 -DQRT. G ロ QOLLER 
Y2 ク 2.DnT,. GRLLERKY さ 3.-DnRT ,. G ロ RLLERY 
4.-DRT 

319 DQTRR GRLLERY5.-DRT,. GLLER 
Ye6.DnT , GLLERY ア . DRT. G ロ RLLERY 


8-DQRT . ERHND 


プロ グラ ム を 入力 で きた ら 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ に 付属 の シス テム ディ スク 2 を 


入れ 、 を 押し ます 。 


「 し ば らく お まち くだ さい 」 と メッ セー ジ が 表示 され た 後 、 8 枚 の 絵 が 順次 表示 され ます 。 


絵 が 表示 され な か っ た り 、 エ ラー メッ セー ジ が 表示 され た 人 は 、 と を 押し て 
プロ グラ ムリ スト を 表示 させ 、 前 ペー ジ の プロ グラ ム と よく 見 くら べ て くだ さい 。 
まち が っ て いる と ころ を さがし 、 修正 し て か ら 、 も う 一 度 を 押し て み ま し ょ う 。 


BAS1C を 使っ て ギャ ラリ ー を 見 る 場合 は 、8 枚 の 絵 が ひと 通り 表示 され る と 、BAS 
| C 画 面 に 戻り ます 。 もう一度 見 た い 場 合 は 、 を 押し て くだ さい 。 


第 / 草 


FIM| 前 測 用 匂 届 BIAISIIIC 


MSIX-MUISIIIC 


F M 音 源 用 拡張 BASIC「MSXーMUS 1C」 は 、FS 一 A 1WX に 
内 蔵 さ れ て いる FM 音源 を 、BAS 1C の プロ グラ ム な ど で 活 用 で きる よ 
うに 作成 され た も の で す 。 

MS メーMUS | C を 使っ て 音 を 作る と 、MS X 標 準 の P SG 音源 と は 一 
味 ち が っ た リア ル で 美しい 音色 に な り ま す 。 


※BASI1C を 使っ て 作曲 を し た こと の な い 人 は 、「BAS1C 入 門 」 で 
「PLAY」 文 の 内 容 を 理解 し て か ら お 読み くだ さい 。 

また 、 本 格 的 に 音楽 を 演奏 させ る に は 、BAS |1C の 基礎 知識 が 必要 で す 。 
「BAS1C 入 門 」 な ど で 勉 強し て くだ さい 。 

※ 当 社 製 F S 一 CA 1 の 内 蔵 音 源 用 の 「MSXーAUD 10」 と は 内 容 が 少 
し ちがい ます 。 混同 し な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 


の 〇 の ー の ここ マー の 妥 貼 ヽ ! 半 


一 度 や っ て み ま し ょ う 


周辺 機器 と の 接続 を 確認 し て 、 
に 
電源 スイ ッ チ を 入れ る 。 
ee IO 
[ 9 ] を 押す 。 
CB AS | C 画 面 ) 

DOS 
【M) し ツ a 
を 押す 。 


color auto goto list run 


「CALL MUS1C」 は 、MSXーMUS 1C を スタ ー ト させ る 命令 で す 。 プ ログ ラ 
ム の 中 で 「CALL MUS1C] 病 令 を 使う と き は 、 先 頭 の 行 で お 使い くだ さい 。 


次 の よう に 入力 し まし ょ う 。 
(JCSPAcg )(CJ(AJLLJLLJLSPAcEJLMJLUJ(SJLU(C) 


@ 回 で 「O0k」 と 表示 され る 代わ り に 「Syntax error」 と 表示 され た 場合 は 、 キ ー を 押し まち が 
えて いま す 。 確認 し て も う 一 度 入力 し 直し て くだ さい 。 


音色 を 設定 する 


F M 音 源 に は 、 別 々 の 音色 と 音 の 高 さ 、 長 さ で 鳴ら すこ と が で きる 「 チ ャ ン ネ ル 」 が 9 つ 
あり ます 。 
この チャ ン ネ ル に 様々 な 音色 を 設定 し て 、 同 時 に 演奏 させ る こと が で きま す 。 


ここ で は 9 つの うち 3 つの チャ ン ネ ル を 使い 、 チ ャ ン ネ ル 1 に ピア ノ 、 チ ャ ン ネ ル 2 に バ 
イオ リン 、 チ ャ ン ネ ル 3 に フル ー ト の 各 音 色 を 設定 し ます 。 

これ は 、 例 えば いろ いろ な 楽器 を 持っ た 9 人 の 楽団 メン バー の うち 、 ひ と り に ピア ノ 、 ひ 
と り に バイ オリ ン 、 ひ と り に フル ー ト を 担当 させ る と 考え て みて くだ さい 。 


次 の よう に 入力 し まし ょ う 。 


(gJ(@J(spAcg)(c](AJ( り (OU(spAcg](V ツ (96)( (0(⑨(@⑲9 避 (6) 
LJ(@(3)0) 回 


「CALL VOICE」 は 名 チ ャ ン ネ ル (楽団 の メン バー) に 音色 (楽器 ) を 設定 する 
症 令 で す 。 

設定 する 音色 は 、 あ ら か じ め 「MSXーMUS | C」 に 組み 込ま れ て いる 音色 の 中 か ら 番 
号 で 指定 し ます 。 音 色 の 種類 は 193 ペ ー ジ の 「 音 色 デ ー タ 一 覧 表 」 に の っ て いま す が 、* 
EJ の つい た も の の み 他 の 音色 と 同時 に 演奏 で きま す 。 


いま 入力 し た 20 行 は 、 次 の よう な 意味 に な り ま す 。 


20 CALL VOICE (@0, @2, @3) 


明和 26 半 Be 
チャ ン ネ ル 2 は バイ オリ ン の 音色 


チャ ン ネ ル 3 は フル ー ト の 音色 


叩 
7 
硬 生 
音 
M 
S 
1 
M 
U 
1 
C 


メロ ディ ー を 演奏 する 


音楽 を 演奏 する に は 、 楽 器 の 他 に 楽譜 が 必要 で すね 。 
楽団 の メン バー に それ ぞ れ の 楽譜 を 渡し 、 演 奏 を 始め させ まし ょ う 。 


次 の よう に 入力 し まし ょ う 。 


(sJ(0)(sAcgJ(PJLLJ(AJCYJLSPAcE)(H(2C "(GO()(EmJ 
(4 0 一 6 0 行 は 下 の プ ログ ラム を 見 て 、 同 様 に 入力 し て くだ さい 。) 


10 CALL MUSIC 

20 CALL VOICE (@⑥0, @2, @3) 

30 PLAY 半 2。“CDE* 

40 PLAY 北 2。“。“"05V14EFG" 

50 PLAY 壮 2,. ググ 706V10GAB" 

60 PLAY 壮 2, “CDE",。 "05V14EFG",“ 
06V10GAB" 


「PL AY」 は 、 楽 団 の 各 メ ン バ ー に 楽譜 を 渡し て 演奏 させ る 命令 で す 。 
入力 が 終っ た ら 、 プ ログ ラム を 実行 させ ます 。 [ F5 ] を 押し まし ょ う 。 


3 つの 楽器 の 合奏 で 、3 つの 和音 が 演奏 され まし た ね 。 

うま く 音 が 鳴ら な か っ た り 、 エ ラー メッ セー ジ が 表示 され た 人 は 、[F4] と 同 を 押し て プ 
ログ ラム リス ト を 表示 させ 、 上 の プロ グラ ム と よく 見 くら べ て くだ さい 。 

まち が っ て いる と ころ を さがし 、 修正 し て か ら 、 も う 一 度 を 押し て み ま し ょ う 。 


「" リ で くく っ た 文字 は 、「MML (ミュ ー ジ ッ ク ・ マ クロ ・ ラ ン ゲ ー ジ の 略 ) 」 と 呼び 
ます 。 こ れ は 、 学校 の 音楽 の 時 間 に 習 っ た 音符 や 音楽 記号 の 役目 を し ます 。 

た だ し 、「MS メ ーMUS1C」 の 「MML」 は 、「PSG (プロ グラ マブ ル ・ サ ウン ド 
・ ジ ェ ネ レ ー タ の 賠 で 、 音 を 発生 する 装置 ) 」 の 「MML 」 と 少し ちがう と ころ が あり ま 
す 。191 ペ ー ジ に 「MSX メ ーMUS 1C」 の 「MML 一覧 表 」 を の せ て いま す の で 、 一 度 
見 て お いて くだ さい 。 


@ ま ちがい が 見 つか ら な い 場 合 は 、 テ レビ の 音量 を 大 きく し 、 ケ ー ブ ル の 接続 を 確か め て か ら 、 も 
う 一 度 た めし て くだ さい 。 


MSX 一 MUSIC の 命令 


説明 の 読み か た 
次 の よう な 形 で 説明 し ます 。 


機 能 : (その 命令 の 主 な 機能 を 示し ます 。) 


(その 合 令 の 入力 の し か た を 次 の よう な 形 で 示し ます 。) 
AL し MUSIC [ (< モー ドラ 1 ごい *」 


書 式 : 


入力 例 : (実際 に 入力 する と き の 例 と その 意味 を 説明 し ます 。) 


(補足 説明 を し ます 。) 


補 足 : 


「 書 式 」 の 欄 で 、 命 令 の 後に 続く 記号 に は 次 の 意味 が あり ます 。 


[ ] この 中 の 文字 や 記号 は 省略 する こと が で きま す 。 
生 、 先 この 中 の 文字 は 、 そ の 位置 に 入力 する も の を 示し ます 。 
繰り 返し を 示し ます 。 


これ ら の 記号 ([、 く 、『" ) を 入力 し な いよ うに 注意 し て くだ さい 。 


NN MM 冊 、J 


MUSIC 


機 能 : FM 音源 用 M S メーMUS 1C を スタ ー ト させ 、 チ ャ ン ネ ル を どの よう に 分 け て 
使う か を 指定 する 命令 。 こ の 命令 は 、 一 番 最初 に 実行 させ る 。 


書 式 :CALL MUSIC[ (< モー ド >[。 0 し く n1>[。 く n2 テ > し …… 
も, 9] ]]1』』11」1」』#』 
※ モ ー ド は 0 か 1 。 1 の と き は リズ ム 音 を 使用 で きる 。 
※ モ ー ド 0 の と き は リズ ム 音 を 使用 し な い の で 、 9 チャ ン ネ ル す べ て を メロ 
ディ ー の 演奏 に 使え る (n 1 一 n 9 ) 。 モ ー ド 1 の と き は リズ ム 音 に 3 チ 
ャ ン ネ ル 使 う の で 、 演奏 に 使え る の は 6 チャ ン ネ ル に な る 〈n 1 一 n6) 。 


入力 例 :CALL MUSIC 
3 つの チャ ン ネ ル に それ ぞ れ 別 の メロ ディ ー の 演奏 を 準備 させ 、 別 の 3 つ 
の チャ ン ネ ル に リズ ム の 演奏 を 準備 させ る 。 
[CALL MUSIC (1。 0, 1, 1, 1) と 同じ ] 


ALL MMU 全 1C (BU。 U。 1。 0 。 1。 1。1。 1、 1。 1。 1 
9 つの チャ ン ネ ル す べ て に 、 ぞ それ ぞ れ 別 の メロ ディ ー の 演奏 を 準備 させ る 。 
リズ ム 音 は 演奏 し な い 。 


補 足 :・n1n 9 は PLAY 文 の "MML 1 MML 9 "に 割り 当て られ る 。 
・n1 一 n 9 に 0 を 設定 し た り 、 途 中 の 項目 を 省略 し て 、 後 の 頂 目 を 設定 する こ 
と は で きま せん 。 


機 能 : 演奏 中 に 他 の 症 令 を 実行 で きる よう に する か どう か を 指定 する 。 


書 式 :CALL BGM(〈n) 
※n は 0 か 1 、 ま た は その 値 を 持つ 変数 。 
※MUS | C 文 で の 初期 値 は 1 。 


入力 例 :CALL BGM(0) 
演奏 中 に 他 の 命令 を 実行 で き な い よう に 指定 する 。 


CALL BGM (1) 
演奏 中 に 他 の 病 令 を 実行 で きる よう に 指定 する 。 


補 足 : た と えば ゲー ム の プロ グラ ム を 作っ た と き 、n に 0 を 設定 し て いる と 演奏 が 終わ 
る 直前 まで 次 の 命令 を 実行 し な い が 、n に 1 を 設定 し て いる と 演奏 中 に 次 の 命令 
を 実行 する こと が で きる 。 こ の た め 、 ゲ ー ム の 流れ が 速く な る 。 


PITCH 


機 能 : FM 音源 で 演奏 する 楽 音 (メロ ディ ー の 演奏 に 使う 音 ) の 基準 に な る 音 の 高 さ を 
指定 し 、 す べ て の 楽 音 の 高 さ を 同じ 分 だ け 変え る 。 


書 式 :CALL PITCH(n) 
※n は 410 一 459、 ま た は その 値 を 持つ 変数 。 
※MUS | C 文 で の 初期 値 は 440 (A 音 の 基準 値 ) 。 


入力 例 :CALL PITCH(450) 
大 準 に な る 楽 音 の 高 さ を 450Hz に 設定 する 。 


補 足 : 楽器 に よっ て 音 の 高 さ が 微妙 に 違う の で 、 合 奏する と 音 が バラ バラ に 聴こえ て し 
まう 。 ぞ そこ で 、 あ る 楽器 の 音 の 高 さ に 他 の 楽器 を 合わ せる と 、 き れい な 合奏 が 聴 
ける 。 た だ し 、 リ ズム 音 や 音程 を 持た な い F M 音 源 ( 例 : 太鼓 ) 、P SG 音源 は 
変化 し な い 。 
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PLAY 


機 能 : 音楽 を MML に し た が っ て 演奏 させ る 。 


書 式 : PLAY [# く モー ド >, ] , [ く MML 1>[,。 く MML2 > [。…… 
[, く MMLn>[, く MMLm>[, く MMLDP1>[ …・[, 
く MMLp3>] ]]]] ] 1] 1] ]]]] 
※ ぐ モー ドラ は 0、2、8 
※ く MML 1 > か らく MMLn> は FM 音源 用 MML 。 
(MML の 数 は 「CALL MUSIC」 で 設定 し た チャ ン ネ ル 数 と 同 
じ に する 。) 
※ ぐ MML m> は リズ ム 音 用 MML 。 
※ ぐ MML PD 1 > か らく MML DP 3 > は P SG 用 MML 。 


入力 例 : PLAY#2, "CD "EFP "GA" 


補 足 : ・ ベ モー ド > を 0 (また は 省略 ) に し た と き は 、P SG 音源 が 演奏 され る 。 
この と き は 、MML 1 か ら MML m は 省略 し な けれ ば な ら な い 。 ま た 、 
MML PD 1 か ら MML PD 3 まで し か 使え な い 。 
・ く モー ド > を 2 か 3 に し た と き は 、F M 音 源 と P SG 音 源 が 演奏 され る 。 
・ く MML 1 > か らく MMLn ロ > は 、MUS | CC 命令 で 設定 し た 各 チ ャ ン ネ ル の 
楽譜 と し て 前 か ら 順 に ひと つ ず つ 与 えら れる 。 た だ し 、MU S | C 文 で リズ ム 
を 使わ な か い モ ー ド に 指定 し た 場合 は 、 リ ズム 音 用 MM L m は 省略 し な けれ ば な 
ら な い 。 


PLAY 


機 能 : 音楽 を 演奏 中 か どう か を 調べ 、 結 果 に よっ て 変数 の 値 を 変え る 。 
村 葉 :*CALL PLAY (mn。xX) 
※n は 調べ る チャ ン ネ ル の 番号 。 
※ X は 調べ た 結果 を 代入 する た め の 変数 。 
入力 例 :CALL PLAY(0O, A) :PRINT A 
n 三 0 の 場合 、 い ずれ か の チャ ン ネ ル が 演奏 中 な ら A に 一 1 、 演奏 し て い 
な いと き は 0 を 代入 する 。 


補 足 : ゲー ム の 音楽 が 終わ る と 同時 に 画面 を 切り 替え た いと き な ど に 便利 。 


STOPM 


機 能 :CALL BGM (1) で 演奏 中 に 他 の 症 令 を 実行 で きる よう に 設定 し て いる と 
き に 、F M 音 源 の B GM 演 奏 を 中 止 す る 。 


書 式 :CALL STOPM 


入力 例 :CALL STOPM 


〇 ー の こ マ ヌー の 妥 貼 ヽ J 凌 


TEMPER 


機 能 : FM 音源 の 楽 音 の 音律 を 変え る 。 


書 式 :CALL TEMPER (n) 
※n は 0 一 21 の 音律 番号 、 ま た は その 値 を 持つ 変数 。 
※MUS | C 文 で の 初期 値 は 9 。 


入力 例 :CALL TEMPER (0) 
補 足 : 指 定 で きる 音律 と その 番号 は 、「 音 律 一 覧 表 ] (②194 ペ ー ジ ) に の っ て いる 。 


古典 音楽 に 古典 音律 が 合う よう に 、 曲 に よっ て 音律 の 適 、 不 適 が ある 。 そ れ を 設 
定 す る た め の 命 令 。 


TRANSPOSE 


機 能 : セン ト (半音 の 1/100) 単位 で 移調 する 。 
MML を 変え る こと な く 、 音 の 高 さ を 変え る こと が で きる 。 


書 式 :CALL TRANSPOSE (n) 
※n は 一 12799 一 12799 の 数 字 、 ま た は その 値 を 持つ 変数 。 
た だ し 、 音 色 に よっ て は 土 12799 内 で も ある 高 さ の 範囲 以外 は 制限 され 
る こと が ある 。 
※MUS | C 文 で の 初期 値 は 0 。 


入力 例 :CALL TRANSPOSE (100) 
半音 移調 する 。 


補 足 : カラ オケ で 高音 が 出 な いと き に 音 を 下げ て も ら う の も 、 ト ラン スポ ー ズ の 使い か 
た の 例 で ある 。 た だ し 、 リ ズム 音 や 音程 を 持た な い F M 音 源 ( 例 : 太鼓 ) 、PS 
G 音 源 は 変化 し な い 。 


VOICE 


機 能 : FM 音源 の チャ ン ネ ル に それ ぞ れ の 演奏 する 音色 (楽器 ) を 指定 する 症 令 。 


書 式 :CALL VOICE ([@n 1] , [@n2] , ……, [@n 9] ) 
※n 1 か ら n 9 まで は 、 0 一 63 の 数 字 (音色 番号 ) 、 ま た は その 値 を 持 
つ 変 数 。 


※MUS | C 文 で の 初期 値 は @ 0 。 
入力 例 :CALL VOICE (@0, @2, @3) 


補 足 : 音色 は 「 音 色 デ ー タ 一覧 表 」 ( ツ 193 ペ ー ジ ) か ら 選 び 、 音 色 番号 で 指定 する 。 
音色 デー タ 一 覧 表 で * マーク の つい て いな い 音 色 や 配列 変数 を 、 合 わせ て 2 つ 
以上 設定 する こと は で き な い 。 


VOICE COPY 


機 能 : 音色 の デー タ を 音色 番号 の 63 番 (無音 ) 、 ま た は 配列 変数 に コピ ー す る 。 


書 式 :CALL VOICE COPY (@n1, @n2) 
※n 1 は 0 一 63 の 音色 番号 の 内 * マ ー ク の つい て いな いも の ( つ 193 ペ ー 
ジ ) 、 ま た は 配列 変数 。 
※n 2 は 63 の 音色 番号 、 ま た は 配列 変数 。 


入力 例 :DIM A%(15) 
CALL VOICE COPY (@7, @A%) 
パイ プ オ ル ガ ン 1 の 音色 を 配列 変数 A%% に コピ ー。 


補 足 : 音色 は 「 音 色 デ ー タ 一 覧 表 」 ( 層 193 ペ ー ジ ) か ら 選 び 、 音 色 番号 で 指定 する 。 
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サン ブル プロ グラ ム 


MS メーMUS1C を 使っ て 、 


「 チ ュー リッ プ 」 を 演奏 させ て み ま し ょ う 。 


また 、 こ の プロ グラ ム と MML 一 覧 表 を 参考 に し て 、 あ な た の 好き な 曲 を F M 音 源 で 演奏 
させ て み ま し ょ う 。 


人 CALL MUSIC (1.9,1,.1,1,1,1, 

29 CaLL UOICE (99.95.948,.24,.3 

11.96): "さい し ょ の ね いう の せっ て い 

39 PLRY #2.“"T169","T169",“"T16 

8","T169",」"T169","T169",“"T168 
"テテ フネ? の せっ て い 

49 READ RI$ 

59 IF $=“"END" THEN END 

69 RED B$,C$ も ,D$,E$,F$,R$ 

79 PLRY #2, 有 も $,B$,C も DE$,F$, 

R$ 

89 GOTO 4 

99 『 

109 まま さい た さい た チュ ー リ ッ フ ” の は まお” 玉 素 ※ 

119 DaTN “CDE2CDE2GEDCDED2* 

129 DaTN “CDE2CDE2GEDCDED2* 

139 DAT “05C1C1C1 く <B1>* 

149 DATN ““ 

159 DAT “"C8G8E8G8C8G8E8G8C8G 

8E8G8C8G8E8G8C8G8E8G8C8G8E8G8 

< く B8>G8D8G8〈B8>G8D8G8* 

169 DATA “C4C4C4C4C4C4C4C4C4C 

4C4C4 く <B4B4B4B4>”* 

179 DaTA “"B4HN4B4HN4B4HM4B4HH 

4B4HH4B4HM4B4HM4B4HN4”* 

200 "まま な らん た ~ な らん た ”" あお お 、 し うろ. きい ろう 素 ※ 

219 DATA “gd14U1305CDE2CDE2GED 


229 DRTA “91805CDE2CDE2GEDCDE 
C2* 


239 


DATN "94805C1C1C1C1" 

249 DRTN “" 

259 DaTA “924C8G8E8G8C8G8E8G8 
C8G8E8G8C8G8E8G8C8G8E8G8C8G8E 
868〈B8>G8D8G8C8G8E8G8“ 

269 DRTN “"C4C4C4C4C4C4C4C4C4C 
4C4C4 く B4B4>C4C4“" 

279 DRTN “"B4HM4B4HH4B4HM4B4HN 
4B4HM4B4HH4B4HM4B4HHN4“ 

309 "まま と "0 は を ゅ (も 、 き れい た "な 来 来 
319 DATA "99U1905GGEGRRG2EEDD 
C2RR" 
329 DAITR 
・R” 
339 


"91605GGEGNAG2EEDDC2 


DATN “94805C1R1C1C2.R" 
349 DATN ““ 

359 DATN “05928C8G8E8G8C8G8E8 
G8C8A8F8A8C8G8E8G8C8G8E8G8 く <B8 
>G8D8G8C8G8E8G8CR* 

369 DaTA “C4C4C4C4F4F4C4C4C4C 
4<B4B4>C2.R“* 

379 DRTN “BC8C8BC8C8BC8C8BC8C 
8BC8C8BC8C8BC8C8BC8C8MC8MCH8M 
C8HCH8MC8HHC8MC8HMC8C2.R* 

389 DATRA END 


PL AY 文 で 使え る MML の 一 覧 表 で す 。 


楽 音 用 MML 


し 全 | DCH 筐 55kvwv 値 の と る 範囲 | 初期 値 * 


エン ベロ ー プ 周期 の 設定 * 2 1 ミ n ミ 65535 | M255 


エン ベロ ー プ 形状 の 設定 * 2 0 sns15 
音量 の 設定 0 sn s15 
長 さ の 設定 1 ミ n ミ 64 
音 の 長 さ の 割合 1sns8 
オク ター プ の 設定 1 当直 殆 8 


オク ター プ を 1 つ 上 げ る 
オク ター プ を 1 つ 下 げ る 


テン ポ の 設定 32 ミ n ミ 255 

n で 指定 され た 高 さ の 音 を 発生 する 0 =ns96 

休 符 の 設定 (L n で 長 さ を 設定 する こと | 1 ミ n ミ 64 
は で き な い ) 

音程 の 発生 

音 を 半音 上 げ る 

音 を 半音 下げ る 


. (ピリ オド ) | 音符 や 休 符 の 長 さ を 1.5 悦 に する ( 符 点 ) 


X AS: 文字 変数 A$ に 入っ て いる MML を 演奏 
する * 3 
X・ パラ メー タ n を 変数 x で 設定 する 
タイ 、 前 後 の 音 を つなぐ 


& 
( 


連 符 、n 分 音符 を { } 中 の 音程 の 個数 で 
等 分 に し た 音 を 発生 する 

n 番 の 音色 に 切り 替え る 
音量 を 細か く 設 定 する 

n で 指定 され た 長 さだ け 状 態 を 維持 する 


L n で 設定 
され た 値 


0 ミ ns63 
0 ミ ns127 
1 ミミ nS64 


L n で 設定 
され た 値 


* 1 : 最初 に 設定 され て いる 値 (CALL MUSIC を 使っ た と き に 設定 され る 値 ) 

*2 : PSG 音 源 専 用 で す 。 

*3: 「XA$:」 の 後ろ に MM L を 続け る と エラ ー に な り ま す 。 

※ 4 : 値 の と る 範囲 は 直前 の MM L に よっ て 決ま り ま す が 、32767 を 越え る こと は で きま せ 
ん 。 


〇 の ー の ここ マー の 逐 局 -! 一 


リズ ム 音 用 MM L 


リズ ム 音 用 MM L は 、5 種類 の リズ ム 楽 器 の 音 の うち 3 種類 まで を 同時 に 発生 で きま す 。 
この た め リ ズム 音 用 MM L で は 、 ま ず 同 時 に 鳴ら し た い 楽 器 名 を 並べ 、 そ の 後に 次 の 音 を 
発生 する まで の (また は 終了 する まで の ) 待ち 時 間 を 続け ます 。 


旧 唐 = 彰 = = 味 値 の と る 範囲 | 初値 


バス ・ ドラ ム 寺 を 発生 

スネ ア ・ ド ラム 音 を 発生 

タム タム 音 を 発生 

シン バル 音 を 発生 

ハイ ハッ ト 音 を 発生 

直前 まで に 書か れ た 楽 音 を 発生 し 、n 分 
音符 分 待つ 

音量 を 設定 する 

直前 に 書か れ た 楽 音 の 音量 を アク セン ト 
ボリ ュー ム に する 

アク セン ト の つい て いる 和楽 音 の 音量 を 設 
定 す る 


「Tn」、「@Vn」、「Rn」、「XAS」 、「=X:」 、「. (ピリ オド ) 」 は 、 
楽 音 用 MML と 同じ で す 。 


( 例 ) PLAY#2."77 7 PU TBSH8H8SIHI8H8" 


・ ま ず バ ス ・ ド ラム 音 、 ス ネ ア ・ ド ラム 音 、 ハ イハ ッ ト 音 を 鳴ら し 、 8 分 音符 分 待つ 。 

・ 次 に ハイ ハッ ト 音 を 只 ら し 、 8 分 音符 分 待つ 。 

・ 続い て スネ ア ・ ド ラム 音 、 ハ イハ ッ ト 音 を アク セン ト 付 き で 鳴ら し 、 8 分 音符 分 待 
つ 。 

・ 最後 に ハイ ハッ ト 音 を 只 ら し 、 8 分 音符 分 待つ 。 


CS FPS PS PS FPS PSO PSO PS PS PS DO ーー ーー ーー ーー ーー 一 


* マー ク は F M 音 源 が 内 蔵 し て いる 音色 で 、* マー ク の な いも の は プロ グラ ム が 上 自動 的 


だ / 1 
区 アノ 

パイ オリ ン 

フル ー ト 1 
タタ ル 素 w ト 
オー ポ ボ エ 
トラ ン ペ ッ ト 
パイ プ オ ル ガ ン 1 
シロ フォ ン 
オル ガン 

ギタ ー 

サン ツー ルル 1 
エレ キ ペ ベー ス 
クラ ピコ ー ド 1 
ハー ブウ ヨード 1 
ハー ダシ コー ド 2 
ビブ プラ フォ ツ 
琴 1 

太鼓 

メジ ン 1 
届 選 邊 
シン セ サ イ ザ ベ ル 
チャ イム 
シン も ・ ベ ペー ヌス 
シン セ サ イ ザー 
ジン も を ・ ド ラム 
シッ セ ・ リ ズム 
ハー モ ・ ド ラム 
カウ ベル 

ハイ ハッ ト 
スネ ア ・ ド ラム 
パス ・ ド ラム 


に 合成 し 、 作 り 出す 音 で す 。 


の の O 〇 の の mm の の の ⑦ の の の ム の ボ の の の 所 玉 玉 玉 玉 信太 玉 モ cOooo5>coo う o ぅ oO う > oo っ 
「S ら ーー どの の の の Or どど - こ ココ の の の coro 全 co- コ の の Ro>ho 


〇 っ 
て いら 


玉 


区 デメ 39 
紀 W ペース 

サン ツー ル 2 

プラ スス 

フル ー ト 2 

クラ ピコ ー ド 2 
クラ ビ コ ー ド 3 
琴 2 
パイ プ オ ル ガ ン 2 
POhdSPLA 
POohdsPRA 
チャー ゲ オル カン し L 
デ ャ ー チ オル ガン 
シンセ ・ パ イオ リタ 
シッ オル ガン 
シン セ ・ ブ ラス 
ホル ン 

三味 線 

マジ カル 

フウ ウ 

ワン ダー フラ ッ ト 
ハー ドロ ッ ク 
マジ ー ジ 

マツ ジー ジ ジ W 
コミ ッ ク 
SEー コ ミッ ク 

SE 一 レー ザー 
モー ノ / ゴ 

SE 一 星 1 

SE 一 量 2 

エッ ジッ ン ン を 

無音 


@ 音色 に よっ て は 、 実際 の 楽器 の 音 と 異な る も の が あり ます 。 


bs 違 -J 症 


ピタ ゴラス 

ミー ント ー ン 

ヴェ ルク マイ スタ ー 

ヴェ ルク マイ スタ ー (修正 ) * 1 

ヴェ ルク マイ スタ ー ( 別 ) 

キル ン ベ ル ガ ー 

キル ン ベ ル ガ ー (修正 ) * 1 

ヴァ ロッ ティ ・ ヤ ング 

ラモー 

完全 平均 律 (初期 値 ) 

純正 律 C メ ジャ ー (8 マイ ナー) 
純正 律 CiS メ ジャ ー  (bD マイ ナー) 
純正 律 d メ ジャ ー (h マイ ナー) 
純正 律 6 S メ ジャ ー (C マイ ナー) 
純正 律 6 メジ ャ ー (CiS マイ ナー) 
純正 律 f メ ジャ ー た 引 マイ ナー) 
純正 律 fi S メ ジャ ー (eS マイ ナー) 
純正 律 9 メジ ャ ー (e マイ ナー) 
純正 律 91 S メ ジャ ー  (f マイ ナー) 
純正 律 a8 メ ジャー (fiS マイ ナー) 
純正 律 b メ ジャ ー (9 マイ ナー) 
純正 律 h メ ジャ ー (9i S マイ ナー) 


0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
6 
9 
0 
1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
6 
9 
0 
1 


1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
2 
2 


* 1 : 修正 は 、 平 島 達 避 氏 に よる も の で す 。 


ハ 調 長音 階 


、 い くつ か の 音楽 用 語 を 説明 し ます 。 


音楽 に 使わ れる 音 。 

音 の 強 さと 高 さ が 同 じ 2 種 の 音 を 聞く と き 、 そ れ を 発する 楽器 の 種類 な ど に 
よっ て 違っ た 感じ を 与え られ る こと を 、 音 色 が 異な る と いう 。 

音 を 高 さ の 順に 並べ た も の 。 ふ つう は 主 音 と その オク ター ブ と の 間 に 、 一 定 
の 規則 で 配列 する 。 

音階 中 の 2 つの 音 の 間 の へ だ た り 。 度 数 で 表 さ れる 。 同 じ 音 が 1 度 。 8 度 が 
] 地 み 外 ー プ 、 

ある 音 に 対し 、 そ れ よ り 上 に 8 音程 は な れ た 音 。 ま た 、 こ の 両 音 の 間隔 。 
(下図 参照 ) 

音 の 調子 、 音 の 高 さ 、 音 上 階 を まとめ た も の 。 1 オク ター プ を どの よう な 比率 
で 12 音 に 分 ける か で 、 い くつ か の 種類 が ある 。 

1 オク ター ブ の 間 を 12 個 の 半音 に 等 分 し て 、 構 成 し た 音律 。 純 正 律 に 対し て 
音程 や 和音 が いく ら か 不純 だ が 、12 種 の 音 に よっ て あら ゆる 転調 を 処理 で き 
る 便利 さ が あ る 。 

音階 中 の 各 音 の 音程 を 簡単 な 整数 比 に な る よう に 組み 立て られ た 音律 。 平 均 
律 に 対し て 、 和 音 が 完全 に と け あ う 。 


平均 律 音階 に お いて の 半音 の 100 分 の 1 の 音程 。 1 オク ター プ は 1200 セ ント 。 


音 の 2 分 の 1 の 音程 。 ハ 調 長音 階 で は ミ ・ フ ァ 間 と シ ・ ド 間 の 2 音程 。 
(下図 参照 ) 
曲 の 形 を 変え ず に 、 も と の 調子 か ら 高 低 の 異な る 他 の 調子 に 移す こと 。 
音楽 を 演奏 する た め に 使う 器具 。 弦 楽器 、 管 楽器 、 打 楽器 、 鍵 高 楽 器 な ど に 
分 か れる 。 


半音 が 12 個 で 1 オク ター プ ブ 
1 つ 1 つが 半音 
HHIIIIHHIII 


8 度 が 1 オク ター ブ 


の ーー の ご ミー ベ の マ W 人 間 4 


付 


ロー マ 字 ・ か な 変換 表 や エラ ー メ ッ セ ー ジ 一 覧 表 、「 故 障 か な ?! 」 と 
思っ た と き の 対 処方 法 、MS メ ーDOS の 立ち 上 げ か た 、 仕 様 、 ス ロッ 
トマ ッ プ 、 よ く 使 われ る 用 語 の 解説 、 索 引 な ど を 記載 し て いま す 。 必 要 
な と き に お 読み くだ さい 。 


いい 
向 
RA 
t 
中 
I 
ロ 


注意 くだ さい 。 


ー バ 
て / 


(ワー プロ 使用 時 の ロー マ 字 ・ か な 変換 表 選 別冊 の 「 ワ ー プ ロ 使 用 説明 書 」) 
(BAS 1C 使 用 時 の ロー マ 字 ・ か な 変換 表 選 別冊 の 「BAS1C 信 門 」) 


レレ 
選 
身 
鉛 
G 
宙 
ュ J 
ま E/ 
Q 
域 
| 
。 
| 
貼 
お 
PA 
4 
に 
5 
公 
還 
レレ 
| 
ハ 
NN 
ス 
SN 
N 
I 
EN 


ワー プロ や B AS 1C の 場合 と は 一 部 異な っ て いま す の で 


50 音 の 対照 


濁音 ・ 半 滴 音 の 対照 


小文字 の 対照 
| ゃ や LYA | ぃ LYI | ゅ LYU | ぇ LYE 
ト = コ ト = コ 
押 音 促音 の 対照 
YK | て YU きる WE 
| きゃ KYA| き ぃ KYI| き ゅ KYU| き ぇ KYE| き ょ KYO 
GYE | ぎょ GYO 
し や ゃ SYl SYE | しょ SYO 
SHO 


じゃ と を YIl 
JYI 


* 押 
#Y | 
や DYA| ぢ ぃ DYI | ぢ ゅ DYU|I ぢ ぇ DYE | ちょ 
て ゃ THA | て ぃ THI 
NYE 
IO ゃ HYAIO ぃ HYIIO ゅ HYU|O ぇ HYE 
び ゃ BYAI び ぃ BYI 
ぴゃ PYAlI ぴ びぃ PYI 
か あ F A | ふ ぃ F | 
| ふ ゃ FYAI ふ ぃ FYI 
み ゃ MYAl| み ぃ MYI 
りゃ RYAI り ぃ RYI 
うさ ぁ VAI う ゞ ヾ ぃ yl 
(ヴァ ) (ヴィ ) 


@「 っ 」 は 同じ 子音 を 2 回 押し ます 。 
@「 X」 を 押す と 、「 一 (長音) が 表示 され ます 。 


@「 づ 」 「 ヴ 」 は 、 ひ ら が な 表示 の と き 「 う 」 と 「 ヾ 」 で 2 文字 分 の スペ ー ス が 必要 。 
カタ カナ 表示 の と き は 、「 ヴ 」 で 1 文字 分 の スペ ー ス 。 


MSXーDOS を 使う と き は 


MS メーDOS は 、 付 局 の シス テム ディ スク 2 に 保存 され て いま す 。 し か し 、 同 じ フ ロッ ピー 
ディ スク に 、 付 属 ソ フト の メイ ン メ ニュ ー を 自動 的 に 表示 させ る た め の プ ログ ラム も 入っ て い 
る た め 、MS メーDOS を 直接 使用 する こと が で きま せん 。 


MSXーーDOS を 使う 場合 は 


MS XーDOS 専 用 の フロ ッ ピー ディ スク を 作り ます 。 専用 の フロ ッ ピー ディ スク は 、 フ 
ォ ー マ ッ ト (初期 化 ) 済み の 新しい フロ ッ ピー ディ スク に “MSXDOS.SYS“ と “COMMAND. 
COM” を コピ ー し て 作成 し ます 。 (コピ ー の し か た 必 92 ペ ー ジ ) 


MSXーDOS の スタ ー ト の し か た 


内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ を 「 切 」 に し 、 内 蔵 ド ライ ブ (フロ ッ ピー ディ スク ドラ イ 
プ を 増設 し て いる 場合 は 増設 ドラ イブ ) に MS メーDOS 専 用 の フロ ッ ピー ディ ス 
ク を 入れ ます 。 


電源 スイ ッ チ を 入れ る と 、 フ ロッ ピー ディ スク ドラ イブ の 1 N USE (イン ユー 
ス ) ラン プ が 点 減 し 、 し ば らく する と 画面 に 「A> 玉 」 と 表示 され ます 。 

この 表示 が 出 て いる と き に は 、MS メーDOS は スタ ー ト し て 人 入力 待ち の 状態 に な 
っ て いま す 。 


エラ ー メ ッ セ ー ン 表 


メイ ン メ ニュ ー 画 面 、 デ ィ ス クツ ー ル 、 ギャ ラリ ー 関 係 


空き 領域 不足 
処理 を 中 止 し ます 


フロ ッ ピー ディ ス ヌ ク 
の 記憶 領域 が 足り な 
い 。 ま た は 保存 され 
て いる ファ イル の 総 
数 が 112 個 に 達し て 
いる 。 

ディ スク ツー ル で フ 
ァイル の コピ ー を 行 
うと き 、 指 定 し た フ 
ァイル 名 と 同じ 名 前 
の ファ イル が コピ ー 


同名 ファ イル が あり ます 
上 書き し ます 


先 の ディ スク に ある 。 


ディ スク ツー ル で 、 
内 蔵 ド ライ プ に フロ 
ッ ピー ディ スク が 入 
っ て いな い 状 態 で 操 
作 を 行っ た 。 
ディ スク ツー ル で 、 
ライ ト プ ロ テク ト の 
0 
OM 

や リネ ー 0 
0 


ング WV ピ ー ィ エラ ター 
対象 を 内 蔵 ド ライ プ に 
セッ ト し て くだ さい 


フロ ッ ピー・ エ ラー 
書き 込み 保護 を 
解除 し て くだ さい 


フロ ッ ピ ー・ エ ラー で す | フロ ッ ピー ディ スク 
処理 を 中 止 し ます が 不良 また は こわ れ 
所 CS。 


ナイ ゾウ ソフ トヨ ウノ ドラ イブ が ーー 台 増 設 
ワー クエ リア ガタ リマ | され て いる 。 
セ ジ リョ 


を 押し て 表示 を 消し 、 別 の フォ 
ー マ ッ ト 済 み の フ ロッ ピー ディ スク を 
内 蔵 ド ライ ブ に 入れ て か ら 、 操 作 を や 
り 直 す 。 


・ 上 書き する と き は 、 を 押す 。 

・ 上 書き し な いと き は 、 [ESC ] を 押し 
て か ら 別 の ファ イル 名 を 入力 し て や 
り 直 す 。 


内 蔵 ド ライ ブ に 操作 し た い フ ロッ ピー 
ディ スク を 入れ 、 を 押す 。 


ドラ イブ か ら フ ロッ ピー ディ スク を 取 
り 出 し 、 ラ イト プロ テク ト を 解除 し て 
ドラ イブ に 入れ 、 周 を 押す 。 


フロ ッ ピー ディ スク を 交換 する 。 


電源 スイ ッ チ を 切っ て 、( CTRL ) を 押し 
な が ら 電 源 ス イッ チ を 入れ る 。 


電源 スイ ッ チ を 切っ て 増設 ドラ イブ を 
1 台 取 り は ず し 、 電 源 ス イッ チ を 入れ 
る 。 (シフ ト 立 ち 上 げ や コン トロ ー ル 
立ち 上 げ を 行う と 、 付 属 ソ フト が 正常 
に 動作 し な く な り ま す 。) 

内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ を 「 切 」 に し 
て 、 シ ステ ム デ ィ ス ク 2 を 増設 ドラ イ 
プ に 差し 込み 、[ CTRL ] を 押し な が ら 
電源 スイ ッ チ を 入れ る 。 


ドラ イブ が 2 台 増 設 
され て いる 。 


メモ リ 不 足 で す 
電源 を 切っ て 接続 
し な お し て くだ さい 


増設 ドラ イブ 1 台 と 
イメ ー ジ ・ ス キャ ナ 
を 接続 し て いる と き 
に 、 付 属 ソ フト を ス 
ター ト し よう と し た 。 
内 蔵 ド ライ ブ (増設 
ドラ イブ を 接続 し て 
いる と き は 増設 ドラ 
イブ ) に 付属 の シス 
テム ディ スク 2 を 入 
れ て いな いと き に 付 
属 ソ フト を スタ ー ト 
し よう と し た 。 


グラ フィ ッ ク ツ ー ル 関係 


内 蔵 ド ライ ブ (増設 ドラ イブ を 接続 し 
て いる と き は 増設 ドラ イブ ) に 付属 の 
シス テム ディ スク 2 を 入れ て を 押 
ず 。 


シス テム ・ フ ロッ ピー 
を セッ ト し て くだ さい 


フロ ッ ピー を 
人 入れ て 下さ い 


NE AI 

ABORTED プリ ンタ が 接続 され | 電源 スイ ッ チ を 切っ て か ら プ リン タ を 
て いな いと き に 、 印 | 接続 し 、 ふた た び 電 源 ス イッ チ を 入れ 
刷 を 行 お うと し た 。 | て 初め か ら や り 直す 。 
プリ ンタ の 電源 スイ | プリ ンタ の 電源 スイ ッ チ を 入れ て か ら 、 


ッ チ が 切れ て いる と を 選ぶ 。 


き に 、 印 刷 を 行 お う 

と し た 。 

プリ ンタ の 用 紙 が セ | プリ ンタ に 用 紙 を セッ ト す る 。 
ッ ト さ れ て いな いと 

き に 、 印 刷 を 行 お う 

と し た 。 


メッ セー ジ 原 


CRC error フロ ッ ピー ディ スク | フロ ッ ピー ディ スク を 交換 する 。 
が 不良 また は こわ れ 
て いる 。 


Disk full フロ ッ ピー ディ スク | 別 の フロ ッ ピー ディ スク に 保存 する 。 
の 記憶 容量 が 不足 し 
で も る 。 


Disk offline 指定 され た ドラ イブ | フロ ッ ピー ディ スク を 入れ て 、 操 作 を 
に 、 フ ロッ ピー ディ | や り 直 す 。 ま た は フロ ッ ピー ディ スク 
スク が 入っ て いな い 。| を 入れ て いる ドラ イブ を 指定 し 直す 。 


File not found 入力 され た ファ イル | 次 の 点 を 確認 する 。 
名 の ファ イル が 、 フ | ・ フ ロッ ピー ディ スク を まち が えて い 
ロッ ピー ディ スク に | な いか 。 
保存 され て いな い 。 | ・ フ ァイル 名 を まち が えて いな いか 。 
・ ド ライ ブ 指 定 を まち が えて いな いか 。 
NO CONNECT イメ ー ジ ・ ス キャ ナ | 電源 スイ ッ チ を 切っ て イメ ー ジ ・ ス キ 
が 接続 され て いな い | ャ ナ を 接続 し 、 ふ た た び 電 源 ス イッ チ 
と き に 、 イ メー ジ ・ | を 入れ て 初め か ら や り 直 す 。 
スキ ャ ナ を 選ん だ 。 
Other error フォ ー マ ッ ト さ れ て | ディ スク ツー ル で フォ ー マ ッ ト し た フ 
いな い フ ロッ ピー デ | ロッ ピー ディ スク を 使う 。 


ィ ス ク を 操作 し よう 
し 7 な 
OVERLAY 0K9 画像 を 保存 する と き | ・ 上 書き する と き は を 選ぶ 。 


に 、 す で に 保存 され | ・ 上 書き し な いと き は を 選び 
て いる ファ イル と 同 別 の ファ イル 名 を 入力 する 。 
じ 名 前 を 入力 し た 。 

Write Protect 画像 を 保存 する と き | ドラ イブ か ら フ ロッ ピー ディ スク を 取り 
に 、 フ ロッ ピー ディ | 出し 、 ラ イト プロ テク ト を 解除 し て ドラ 
スク に ライ ト プ ロ テ | イブ に 入れ 、【 を 押す 。 
クト が か か っ て いた 。 


故障 か な ? ! と 思っ た ら 


故障 か な ? ! と 思わ れ た と き は 、 修 理 を 依頼 され る まえ に 、 も う 一 度 以下 の 確認 を し て く 
だ さい 。 ま た 、 テ レビ や その 他 の 周辺 機器 の 取扱 説明 書 も 参照 し て くだ さい 。 ぞ それ で も 
な お 異常 の 場合 に は 、 お 買い 上 げ 店 に ご 相談 くだ さい 。 


SE 装い | 
電 | 電源 ラン プ が 点 | 電源 プラ グ が コ | 本 機 と テレ ビ の 電源 プラ グ を コン セン ト に 差し 
灯 し な い ン セ ント に 差し | 込み 、 電 源 ス イッ チ を 入れ る 。 
源 込ま れ て いな い 
され な い まち が えて いる 


画面 の 切り 替え | ・ テ レビ の R GB 端 子 に 接続 の と き 
が 間違っ て いる …… テ レビ を R GB 画 面 に 切り 替え る 。 
・ テ レビ の 映像 入力 端子 に 接続 の と き 。 
… テ レビ を ビデ オ 画 面 に 切り 替え る 。 
・ テ レビ の アン テ ナ 貞 子 に 接続 の と き 
… チ ャ ン ネ ル 1 また は 2 に 切り 替え る 。 


(本 機 の R F チャ ン ネ ル 切 替 ス イッ チ の 
設定 と 同じ チャ ン ネ ル に 切り 替え る ) 


テレ ビ の 調整 不 | テレ ビ を 調整 する 。 
ピ | 色 が に じ む 完全 テレ ビ を 調整 する 。 た だ し 、 映 像 また は RF ケ 
ー プ ブル で 接続 し て いる 場合 は 、 多 少 の 色 の に じ 
みや 画像 の ボケ は 発生 し ます 。 故 障 で は あり ま 
せん 。 

関 人 ニ ニ テレ ビ の 輝度 を 下げ る 。 た だ し 、 表 示 画 面 の パ 
で 見 える ター ン に よっ て は 多少 の 曲がり は 発生 し ます 。 
画面 が 片 寄 っ て 故障 で は あり ませ ん 。 
いる メイ ン メ ニュ ー 画 面 で 入出 力 セ レク ト を 選び 、 

係 | 画面 の 一 部 が 欠 画面 表示 位置 の 調整 を 行う 。 ( 必 71 ペ ー ジ ) 
け て いる 


時 計 表 示 が 遅れ 乾電池 を 交換 し て みる 。 ( 層 24 ペ ー ジ ) 
0 他 の 表示 
能 が 狂う 


層 納 時 叫 


羽 溢 (KC ヾ 1 


テレ ビ 放 送 の 受 
信 画 面 (接続 さ 
れ て いる テレ ビ 】) 
に し ま 模 様 の ノ 
イズ が 入る 


電源 の 切り 忘れ 


・ (プロ グラ ム を セー プ し て ) 電源 を 切る 。 


音 が 出 な い 


ケー ブル の 接続 
が 不 完全 


・ ア ン テ ナ ケー ブル に は 同軸 ケー ブル を 使い 、 
アン テ ナ 混 合 器 、U/V 分 波 器 を 介さ ず 、 直 
接 ア ン テ ナ 入力 端子 に 接続 する 。 (アン テ ナ 
ケー ブル 、U〆V 分 波 器 な どの 取り 替え は 販 
売店 に 相談 し て くだ さい 。) 

・ 放送 電波 の 弱い 地域 や アン テ ナ の 付設 状況 に 
よっ て 、 多 少 の し ま 模 様 の ノイ ズ を 発生 する 
場合 が あり ます 。 

音声 ケー ブル の 接続 を 確認 する 。 


B EEP 音 が 鳴 
ら な い 

キー 入力 が で き 
な い 


プロ グラ ム が 正 
し く 動 作 し な い 


テレ ビ の 音声 が 
小 に な っ て いる 


(プロ グラ ム 実 
行 中 ) 


パソ コン 雑誌 な 
どか ら 、 プ ログ 
ラム を 入力 し た 


| テレ ビ の 音声 を 大 きく する 。 


次 の 命令 を 実行 する 。(B E E P 音 の 設定 ) 
SET BEEP 1, 3 回 

・ [PAUSE ]) ボタ ン を 押し て いな いか 確認 する 。 
・ プ ログ ラム の キー 入力 ルー チン を 確認 する 。 

特に [CTRL ] を 押し な が ら [STOP ] を 押し て 実 

行 停止 し た 状態 で キー 入力 に 異常 び 見 られ な い 

場合 、 プ ログ ラム ミス の 可能 性 が 大 きい 。 


入力 に まち が い が な いか よく 確認 する 。 
機械 語 に よる プロ グラ ム の 場合 、 機 種 に よる ス 
ロッ ト 構 成 の 違い の た め 、 プ ログ ラム を 変更 し 
な けれ ば 正常 に 動作 し な い 場 合 が あり ます 。 


ジョ イ パ ッ ド や 


マウ ス が 操作 で 
き な い 


| [BAUsE) ボタ ン 


マウ ス が 操作 で 
き な い 


接続 が 不 完全 
差し 込む POR 
T が 異な る 


を 押し た 
電源 スイ ッ チ を 


入れ た 後 で 、 接 
続 し た 


接続 コネ クタ を P OR T に 確実 に 差し 込む 。 

プロ グラ ム の 説明 書 を 読ん で 、 接 続 する POR 

T を 確認 する 。 

・ も う 一 度 [ PAUSE ) ボ タン を 押す 。 

・ ソ フト に よっ て は 、[ PAUSE ] ボ タン を 押す と 
ジョ イ パ ッ ド が コン トロ ー ル で き な く な る も 
の が あり ます 。 

電源 スイ ッ チ を 一 度 切っ て 接続 し た 後 、 電 源 ス 

イッ チ を 入れ る 。 


連射 に な か っ て いる 


連射 速度 調整 つま み を 「OFF」 に する 。 


に 本 9 人 処 置 


0 SS 
フロ ッ ピー ディ | 挿入 する 向き を | 正しい 向き に 挿入 する 。 ( 必 39 ペ ー ジ ) 
スク が ディ スク | まち が えて いる 


差し 込み 口 に 入 | すでに フロ ッ ピ | ディ スク 取り 出し ボタ ン を 押し て 中 に 入っ て い 

ら な い ー デ ィ ス ク が 和信 | る フロ ッ ピー ディ スク を 取り 出し 、 使 用 する フ 

っ て いる ロッ ピー ディ スク を 挿入 する 。 

フロ ッ ピー ディ | 1 一 2 回 、 手 で オー トシ ャ ッ タ を 動か し て か ら 、 

スク の オー トシ | 挿入 し 直す 。 

ャ ッ タ の 動き が | (内 部 の 磁気 シー ト に 人 触れ な いで くだ さい 。) 

悪く な っ て いる 

エラ ー メ ッ セ ー | フロ ッ ピー ディ | 特定 の フロ ッ ピー ディ スク だ け に 異常 が 起き る 

ジ が 表示 され る | スク の 不良 場合 は 、 フ ロッ ピー ディ スク の 不良 と 考え られ 
ます 。 

M S X 以 外 の パ | M S X パ ソコ ン で フォ ー マ ッ ト し た フロ ッ ピー 

ソコ ン で フォ ー | ディ スク 以外 は 使用 で きま せん 。 

マッ ト し た フロ | (フォ ー マ ッ ト の し か た 99 ペ ー ジ ) 

ッ ピー ディ スク | (フォ ー マ ッ ト を 行う と 、 す で に 保存 され て い 

を 使用 し て いる る プロ グラ ム な ど は 消え て し まい ます 。 付 属 
の シス テム ディ スク は 絶対 に フォ ー マ ッ ト し 
な いで くだ さい 。 ) 

フロ ッ ピー ディ | ディ レク トリ 機能 ( 必 86 ペ ー ジ ) を 使っ て 、 そ 

スク の まち が い | の フロ ッ ピー ディ スク の 呼び 出し た い フ ァイル 

ファ イル 名 の ま | が 保存 され て いる か が 確認 する 。 (BAS1C や 

ちがい MSXーDOS で は 拡張 子 も 忘れ ず に 入力 し て 
く 定 きい 。) 

ドラ イブ 名 の ま | 増設 ドラ イブ を 接続 し て いる と き は 、 増 設 ド ラ 

ちがい イブ が ドラ イブ A と な り 、 ド ライ ブ 名 を 省略 す 
る と 増設 ドラ イブ を 指定 し た こと に な り ま す 。 

シフ ト 立 ち 上 げ | リセ ッ ト ボ タン を 押し て 、 最 初 か ら や り 直 す 。 

を し た 


その 他 の 原因 | 別冊 の 「BAS1IC 入 門 ] の エラ ー メ ッ セ ー ジ 
表 を 参考 に し て 、 原 因 を 調べ る 。 


。 
品 
ツ 
語 
デ 
イ 
ス 
ン 。 
ド 
デア 
イ 
プ 
関 
係 


力 | カセ ッ ト テ ー プ | 接続 が 不 完全 | オー ディ オカ セッ ト ケ ー ブ ル の 接続 を 確認 する 。 
セ | の ロー ド 、 セ ー ( 赤 と 白 の プラ グ を 逆 に 差し て いま せん か ? ) 
ッ | プ が で き な い | カセ ッ ト テ ー プ | ・ 音 量 、 音 質 ボ ポリ ュー ム の レベ ル を 調整 する 。 
レコ ー ダ の 調整 | カセ ッ ト テ ー プ レコ ー ダ の 電源 に 乾電池 を 使 
不良 っ て いる 場合 は 、 乾 電池 を 交換 し て みる 。 
・ カ セッ ト テ ー プ レコ ー ダ に フェ イズ [PHA 
SE (位相 ) ] 切替 スイ ッ チ が 付い て いる 場 
合 は 、 こ の スイ ッ チ を 切り 替え 、 位 相 を 変え 
て みる 。 
設置 場所 が 不適 | カット テー プレ コー ダ を テレ ビ よ り で きる だ 
け 離 し て 使う 。 (30c m 以 上 ) 
特定 の カセ ッ ト テ ー プ だ けが 異常 の 場合 は 、 カ 
セッ ト テ ー プ の 不良 と 考え られ ます 。 
R OM カー トリ | 差し 込み が 不 完 | 電源 を 切っ て 、 カ ー ト リッ ジ を 差し 直し た 後 、 
ッ ジ が 動作 し な | 全 電源 スイ ッ チ を 入れ る 。 
い ・M S X 仕 様 の カー トリ ッ ジ か が 確認 する 。 
(MS X 仕 様 で な いも の は 使え ませ ん 。) 
・ カ ー ト リッ ツジ 端子 が 汚れ て いな いか が 確認 する 。 


避 紀 六 一 ロロ で コー コテ 


プリ ンタ の 誤 動 | 接続 が 不 完全 | コネ クタ の 接続 を 確認 する 。 

作 

異な る 文字 が ・MS X 仕 様 の プリ ンタ を 使う 。 

刷 さ れる (FS 一 PK1、FSーPW1 、FS 一 P400 

な ど ) 

・ 汎 用 プリ ンタ モー ド に 設定 する 。 
・ 入 出力 セレ クト で 、 使 用 する プリ ンタ を 正 し 
く 設 定 する 。 


回 賠 ミナ ユ 人 立 G の 名 


M S X の 画面 が 
表示 され た まま 
で 、 つ ぎの 画面 
に 移ら な い 


・ 設 定 し た パス ワー ド を 入力 する 。 
パス ワー ド を 忘れ た 場合 に は 内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ を 「 切 」 
に し て 、[GRAPH] と [ STOP ) を 押し な が ら 電 源 ス イッ チ を 入れ 
る 


パス ワー ド を 取り 消す 場合 は 、B A S | C 画 面 で 次 の 命令 を 実 
行 す る 。 


ET #UOULE “ 和 山 


Kbytes 」 の 表示 
の 下 に 、 何 か 文 
字 が 表示 され る 
「O0k」 の 文字 の か 
わり に 別 の 文字 


が 表示 され る 
文字 や 背景 画面 
の 色 が 異な る 


1 行 に 表示 され 
る 文字 数 が 少な 
い (通常 は 29 文 
5 


表示 され る 文字 
が 小さ い 


ao 


異な る 
「Main RAM 64 


BAS1C の SE 命令 で 画面 モー ド を 設定 し た 場合 に は 、 設 
定 し 直す 。 
・ 乾電池 の 交換 や 何ら か の 異常 操作 で 発生 し た 場合 に は 、 
を 押し な が ら 電 源 ス イッ チ を 入れ る 。 

(この と き 、 画 面 モ ー ド も 初期 設定 され ます 。) 
ぐ 初 期 設 定 に つい て > 
M S X の タイ トル 画面 で の パス ワー ド や タイ トル は 表示 され 
TRANS 人 間 四 和 画 上 時 
・SCREEN 1 で 「29 文 字 ノ 行 」 表示 
・ 背 景色 は 青 、 文 字 色 は 白 
・ 病 令 受け 付け 可能 時 に 表示 され る 文字 は 「Ok」 


400KB (内 蔵 ソ フト ) 
メイ ン RAM 64KB 


本 機 の 仕様 
ビデ オ R AM 128KB 


メモ リ 
SRAM 16KB 
| コン トロ ー ラ | 


目 
マイ クロ プロ セッ サ Z 一 8 0 A (クロ ッ ク 周 波数 三 3.579545MHz) 相当 
コン トロ ー ラ | Vー9958 相 当 
表示 文字 


ROM 80KB (MSX2 十 漢字 BASIC) 
16KB (MSX DISK BASIC) 
32 字 X25 行 一 8WX8H ド ッ ト ン ノ 字 モー ド 
示 文 字数 | 40 字 X25 行 一 0WX8H ド ッ ト ノ 字 モ ー ド 
80 字 X25 行 一 6WX8H ドッ トノ 字 モ ー ド 
256WX192H ド ッ ト 


16KB (MSX-MUSIC 拡 張 BASIC) 
256KB (16 ド ッ ト JIS 第 1、 第 2 水準 漢字 フォ ント ) 
映像 関係 表示 ドッ ト 数 | 256WX212H ド ッ ト 
512WX212H ドット 


512KB (MSX-JE 用 か な 漢字 変換 辞書 ) 
64WX 48H プ ロッ ク (1 プロ ッ ク は 4 X 4 ドッ ト ) 


文字 キー (J 1S 配 列 ) 
レン Ha 


制御 キー、 そ の 他 


電源 スイ ッ チ 、 内 蔵 ソ フト 切替 スイ ッ チ 、 
RF チャ ン ネ ル 切 替 ス イッ チ 、R ESET ボ タン 、 
ディ スク 取り 出し ボタ ン 、 連 射 速度 調整 つま み 、 
PAUSE ボ タン 
マイ クロ フロ ッ ピー 両面 倍 密度 信 ト ラック (2 DD) タイ プ 
ディ スク ドラ イブ | 記憶 容量 1MB (フォ ー マ ッ ト 時 720KB) 

カセ ッ ト テ ー プ 
1 ン F | 転送 速度 | 120072400 ポ ホー=。 〔 


スイ ッ チ ・ ボ タン 


年 、 月 、 日 、 時 、 分 、 秒 を 記憶 
(バッ テリ ー バ ッ クア ッ プ 機能 付き ) 


ビデ オ 出 力 端子 | 1 コ (R CA ピン) 
(出力 電圧 : 1.0Vp-p 負荷 イン ピー ダン ス : 750) 
音声 出力 端子 | 1 コ CRCA ピ ン ) 


(基準 出力 電圧 : 436mV 負荷 イン ピー ダン ス : 47KO) 


電 。 源 
使用 条件 


ディ スタ ケッ ツール 

ディ レク トリ 、 リ ネー ム 、 イ レー ス 、 コ ピー、 デ ィ ス クコ ピー、 
フォ ー マ ッ ト 、 サ イズ 、 ド ライ ブ 切 り 替 え 
グラ ブフ イッ クタ ウツ ウール 

ペン 、 直 線 ・ 円 ・ 四 角 、 塗 りつ ぶし 、 消 し ゴム 、 コ ピー、 
文字 表示 、 イ メー ジ ・ ス キャ ナ 人 入力 、 保 存 ・ 呼 び 出し 、 印 刷 
ギャ ラリ ー 


MS メーDOS 保 有 


@ ワー プロ 、 ア ドレ ス 、 ネ ー ム カー ド 、AV ラ ベル の 仕様 に つい て は 、 別冊 の 「 ワ ー プ ロ 使 用 説明 
書 」 を 参照 し て くだ さい 。 


よく 使わ れる 用 語 の 解 


ここ で は 、F S 一 A 1 WX に 関す る 用 語 を 分 か りや すく 説明 し ます 。 


ん ルン メニ ュー の 中 の 操作 し た い 機 能 を 選ぶ た め の 表 示 。 
イメ ー ジ ・ ス キャ ナ 絵 や イラ スト を パソ コン の デー タ と し て メモ リ に 取り 込む 装置 。 
エラ ー メ ッ セ ー ジ エラ ー 発 生 時 に その 内 容 を 示す 表示 。 


カー ソル アイ コン を 選ぶ と き や 、 画 面 上 で 次 に 処理 を 行う 位置 を 示す マー ク 。 

改行 ピッ チ プリ ン 急 送り ピッ チ 。 プ リン タ が 1 行 印刷 する ご と に 、 用 紙 を 送る 長 
さ の 単位 。 

拡張 子 ファ イル の 種類 を 区 別 す る た め に ファ イル 名 の 後ろ に 付け る 。 フ ァ イ 
ル の 数 が 多い と き に 便利 で す 。 

確定 、 未 確定 漢字 を 入力 する と き な ど に 、 ひ ら が な や カタ カナ の キー を 押し て 変換 
で きる 状態 が 未 確 定 。 
漢字 に 変換 する か 無 変換 の 操作 を し 、 も うこ れ 以 上 、 変 換 で き な い 状 
態 が 確定 。 

か な 入力 キー 上 に 書か れ て いる ひら が な を 押し て 入力 する の が ひら が な 入力 、 

ロー マ 字 入力 キー 上 に 書か れ て いる アル ファ ベッ ト を 押し て 入力 する の が ロー マ 字 

入力 。 

区 点 コ ー ド 10 進 数 の 2 桁 の 区 コー ド と 点 コ ー ド で 、 漢 字 な どの 文字 を 表し た も の 。 

実 行 入力 され た 命令 や る プロ グラ ム に し た が っ て 、 実際 に 動作 を 行う こと 。 

初期 化 フォ ー マ ッ ト の 頂 参照 。 

スク ロー ル 画面 上 に 表示 され て いる 文字 な ど を 上 下方 向 に 動か すこ と 。 


全角 文字 、 半 租 文 字 漢字 の よう に 縦 と 横 の 比率 が 約 1 : 1 の 文字 が 全角 文字 、 2 : 1 の 文 
字 が 半角 文字 。 半 角 文 字 は カタ カナ 、 英 文字 、 数 字 、 記 号 の み で 、 漢 


字 に 変換 で きま せん 。 

増設 ドラ イブ F S 一 A 1 WX の スロ ッ ト に 増設 し た フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ の 
に お 。 

ソフ ト ソフ トウ ェ ア 。 一般 に 、 コ ンピュータ に 何 か を させ る た め に 作ら れ た 
プロ グラ ム や デー タ の こと 。 

ディ レク トリ フロ ッ ピー ディ スク に 保存 され て いる ファ イル の リス ト を 表示 する 機 
能 。 

デー タ 入力 され た 文字 、 数 値 、 記 号 な どの こと 。 

ドッ ト 文字 や 図形 、 絵 な ど を 構成 する 点 の こと 。 

内 蔵 ド ライ ブ F S 一 A 1 WX 本 体 に 内 蔵 さ れ て いる フロ ッ ピー ディ スク ドラ イブ の 
選 。 

入 カ コン ピュ ー タ に 命令 ゃ デー タ を 与え る こと 。 


パード ハー ドウ ェ ア 。 コ ンピュータ 本 体 や 周辺 機器 な ど 形 の ある 装置 の こと 。 


パ バックアップ 
ファ イル 

ファ イル 名 
フォ ー マ ツ ッ ト 
フォ ント 
プリ ー エ リア 
プロ グラ ム 
フロ ッ ピ ー デ ィ ス ク 
保 存 

メニ ュー 
メモ ギリ 
呼び 出し 


ライ ト プ ロ デ タ ト 


MS X 


MSXーーDOS 


重要 な デー タ や プロ グラ ム の コピ ー を 取っ て 、 紛 失 や 破損 に 対応 で き 
る よう に する こと 。 

プロ グラ ム や デー タ の 集合 を 、 コ ンピュータ が 管理 し や すい よう に ひ 
と まとめ に し た も の 。 

プロ グラ ム や デー タ の 保存 、 呼 び 出 し の と き に 便利 な よう に 、 フ ァ イ 
ル に 付け て ある 名 前 。 

新しい フロ ッ ピー ディ スク を M S X パソ コン で 使え る 状態 に する こと 。 
点 の 集まり で 文字 の 形状 を 表し た デー タ 。 

パソ コン の メモ リ の 中 で 、 自 由 に 使え る 部 分 。 

コン ピュ ー タ で 処理 する 仕事 を 、 コ ンピュータ の 言葉 に 置き 換え て 書 
いた 症 令 の 集まり 。 

円 毅 状 の 磁気 シー ト を ケー ス に 収め た も の 。 プ ログ ラム や デー タ を 保 
存する と き に 使う 。 

コン ピュ ー タ 内 の メモ リ に ある プロ グラ ム や デー タ を フロ ッ ピー ディ 
スク に 書き 込ん で 、 残 し て お く こ と 。 

操作 が いく つか に 分 か れる と き に 出る 画面 表示 。 

コン ピュ ー タ 内 で 、 プ ログ ラム や デー タ を 記憶 し て お く た め の 部 分 。 

フロ ッ ピー ディ スク に 保存 され て いる プロ グラ ム や デー タ を コン ピュ 
ー タ 内 の メモ リ に 読み 込む こと 。 

フロ ッ ピー ディ スク に 保存 され て いる プロ グラ ム や デー タ を 、 ま ち が 
っ て 消し た り 書 き 換 えた り し な いよ うに フロ ッ ピー ディ スク へ の 書き 
込み や 消去 を 禁止 する こと 。 

エム エス エッ クス 。 各 メ ー カ ー の ハー ドウ ェ ア に 互換 性 を 持た せ 、 ど 
の メー カー の ソフ ト で も 使用 で きる よう に 開発 され た パソ コン の 仕様 。 
DOS (ドス ) は ディ スク ・ オ ペレ ー テ ィング ・ シ ステ ム の 賠 語 で 、 

フロ ッ ピー ディ スク を 幅広 く 、 ま た 効率 良く 使用 で きる よう に する た 
め の MS X シ ステ ム 用 の プロ グラ ム 。 


※(d) は ディ スク ツー ル 関 係 
(99 は グラ フィ ッ ク ツ ー ル 関係 


あ 行 


アイ コン (9) 

イメ ー ジ ・ ス キャ ナ 人 入力 9⑨) 

イレ ー ス (ファ イル の 削除 )(d) 
色 の 指定 (9⑨) 

印刷 9) 

IN USE( イ ン ユ ー ス ) ラ ンプ 
エス ケー プ 立 ち 上 げ 

円 9⑨) 

鉛筆 (9) 

オー トシ ャ ッ タ 


か 人 行 
カー ソル _ (9⑳ 


カー ン ル ぐ く 64、 


改行 ピッ チ ( プ リン タ の 改行 幅 )(9) 
回 転 コ ピー(9) 
拡大 ・ 縮 小 コ ピー(9) 

確定 ⑨ 

影 文 字 (9⑨) 

カレ ンダ ー 表 示 

区 点 コ ー ド ⑨) 

グラ フィ ッ ク ツ ー ル (9) 

消し ゴム (描画 の 部 分 修正 )9⑨) 
原 サ コピ ー(9) 

合成 (画像 )9 

コピ ー( フ ァイル の コピ ー)(9) 
コン ソー ル 画 面 (Q) 
コン トロ ー ル 立ち 上 げ 


さ 行 

サイ ズ (@) 

四角 ⑨) 

時 刻 ・ 日 付 の 設定 
シフ ト 立 ち 上 げ 
ジョ イ パ ッ ド 
初期 化 d) 

スク ロー ル (d) 

スラ イド スイ ッ チ (Q) 
全角 文字 (9) 

全面 消去 (9⑨) 
増設 ドラ イブ (Q) 
ソフ ト ( 市 販 ) の スタ ー ト 


た 行 


直線 (9) 

ディ スク コピ ー(9) 
ディ スク ツー ル (9) 

ディ レク トリ (ファ イル の リス ト 表 示 )(d) 
ディ レク トリ 表示 欄 (d) 

デシ キー 

電卓 

登録 枠 ( 色 の 指定 )(9⑨) 

時 計 表示 

ドラ イブ 切り 替え 9) 


な 行 
内 蔵 ド ライ ブ (Q 


入力 モー ド ⑨) 
塗り つぶ し (9) 


は 行 


背景 色 (9) 

は け ( 塗 りつ ぶし )(9) 
バッ クア ッ プ (O) 
半角 文字 (9) 

標準 文字 (9) 


ファ イル イン ジ ケ ー タ (9) 


フォ ー マ ッ ト (9) 
袋 文 字 (9) 

筆 (9⑨) 

不定 形 コ ピー(9) 

プリ ンタ 

プリ ンタ タ 送り ピッ チ (9) 
フロ ッ ピー ディ スク 
ペー ジ め くり (①) 

ペン ( 線 を か く )⑨) 


ペン キ 和 缶 (塗り つぶ し )⑨) 


保存 ⑨) 
ま 行 


マウ ス 

未 確 定 9⑨) 
虫 め が ね (9⑨) 

メイ ン メ ニュ ー 画 面 
メイ ン メ ニュ ー(9) 
文字 の 入力 

文字 表示 (9⑨) 


や 行 


横 太 文 字 (9) 
呼び 出し ⑨) 


45、 


154 


ら 行 


ライ ト プ ロ テク ト 37 
リネ ー ム (ファ イル 名 変更 )(Q) 87 
連射 速度 調整 つま み 57 
ロー マ 字 か な 変換 48 


アル ファ ベッ ト 


Call 命令 62 
MS メーD0S 200 


別売 り 用 品 一 覧 


・24 ド ッ ト 熟 転写 漢字 プリ ンタ ド 9 一 所 1 G 日 発売 ) 
・MS X モ デム カー トリ ッ ジ F SーCM 1 


・14 型 カラ ー テ レビ (RGB マ ル チ 上 端子 付 ) TH ロー 1 4 G 1 (テレ ビ 事 業 部 扱い ) 
・RGB ケ ー ブ ル FS 一 VC3011A 
・ プ ログ ラム レコ ー ダ RQ--8030 (オー ディ オ 事 業 部 扱い ) 
・ オ ー デ ィ オカ セッ ト ケ ー ブ ル CF 一 2501A 
・ ジ ョ イ パ ッ ド FS--JS220 

| ・ 連 射 式 ジョ イ パ ッ ド FS 一 JS222 

| ・M S X 用 マウ ス F S 一 JM1 一 H 
・ 乾 電池 ネオ ハイ トッ プ R 6 P (S UM 一 3 (NG)) 

(松下 電池 工業 扱い ) 

・ フ ロッ ピー ディ スク AF 一 MF 2 DD 1 1 (磁気 記録 事業 部 扱い ) 
・ 人 ダダ スト カバ ー DFWVFSA1WX 


@ ワー プロ と し て ご 使用 に な る 用 紙 、 イ ンク リボ ン 等 に つい て は 、 別 冊 の 「 ワ ー プ ロ 使 用 説明 書 」 
の 巻末 を ご 覧 くだ さい 。 


お 手入れ は や わら か い 布 で 


本 機 の 表面 が 汚れ まし た ら 、 や わら か い 布 - 
で お ふき くだ さい 。 強く こす っ た りす る と 、 の な 、 CO さ Cc< 太 ウラ 」 
表面 に キズ が つく こと が あり ます 。 シー ん いな 


汚れ が ひど いと き は 中 性 洗剤 で 


水 で うす め た 中 性 洗剤 を や わら か い 布 に つ 
け 、 固 くし ぽ っ て 汚れ を ふき 取り 、 そ の 後 
か わい た 布 で よく ふい て くだ さい 、。 

ベン ジン 、 シ ン ナ ー な どの 薬品 は 絶対 に 使 
用 し な いで くだ さい 。 ま た 、 化 学 ぞ で うき ん 
を 使用 する 場合 は 、 そ の 注意 書き に し た が 
っ て お 使い くだ さい 。 


保証 書 ( 別 流 ) 


保証 書 は 必ず 「 お 買上 げ 店 名 、 購 入 日 」 等 の 記入 を 確か め て 販売 店 か ら 受 け 取 っ て いた だ 
き 、 内 容 を よく お 読み の 後 、 大 切 に 保管 し て くだ さい 。 


保証 期間 ご 購入 日 か ら 1 年 間 


修理 を 依頼 され る と き 


「 故 障 か な ?! と 思っ た と き は 」 (204 ペ ー ジ ) の 項 に し た が っ て 調べ て いた だ き 、 直 
ら な いと き は 次 の 処置 を 行っ て くだ さい 。 


保証 期間 中 は 
お それ いり ます が 、 製 品 に 保証 書 を 添え て 、 お 求め の 販売 店 まで ご 持参 くだ さい 。 
保証 書 の 規定 に し た が っ て 販売 店 で 修理 いた し ます 。 


保証 期間 が 過ぎ て いる と き 
お 求め の 販売 店 に 、 ま ず ご 相談 くだ さい 。 
修理 すれ ば 使用 で きる 製品 に つい て は 、 ご 和希 望 に より 有料 で 修理 いた し ます 。 


補修 用 性 能 部 品 の 最低 保有 期間 


当社 は 、 こ の 製品 の 補修 用 性 能 部 品 を 製造 打ち 切り 後 、 最 低 6 年 間 保有 し て いま す 。 補修 
用 性 能 部 品 と は 、 そ の 製品 の 機能 を 維持 する た め に 必要 な 部 品 で す 。 


アフ ター サー ビス 等 に つい て お わか り に な ら な いと き 


お 求め の 販売 店 また は 最寄り の 「 ご 相談 窓口 (消費 者 ご 相談 セン ター) 」 (別紙 一 覧 表 参 
照 ) に お 問い 合わ せく だ さい 。 


@ 覚え の た め 、 記 入 さ れる と 便利 で す 。 
お 買上 げ 年 月 日 


お 買上 げ 店 名 


最寄り の ご 相談 窓口 電話 ( ) 9 
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